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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　んふふ～ふふ～♪

　え？　また浮かれているな、ですか？　そうですか？　全っ然、そんなことないと思いますけどぉ……んふふ～♪

　忙いそがしいんじゃなかったのか、ですか？　はい、忙しいですよ？　中間テストも近いし、その前に、来週、生徒会長選挙があるんですよ。

　もう、面倒で。

　出るのか、って──そんなわけないじゃないですか。

　そうじゃなくて、選管委員になっちゃったんです。

　くじ引きに負け──あ！　これってどういうことなんですか、天使様!?　天使様がいるのに選管委員だなんて！　ちっとも運がよくないじゃないですか！

　そんなことはない？

　まあ、明日はすっごくいい日になりそうですけど……あ、もしかして、選管なんて面倒な役目をしなくちゃならなくなったから、こんなにすごくいいことが？

　んふふ。

　それなら、まあ、我が慢まんしないこともないです。我慢してあげます♪

　それより、ねえねえ、どうですか、天使様？

　ほらほら、くるん、って。

　こうやってくるるんって。回ってみると、よくわかるでしょ？

　どっちがいいかなあ。

　どうしようかなあ。

　え？　なにが、って、お洋服ですよ。

　こっちの、いかにも秋っぽいチェックのスカートと、こっちの、ちょっと冬を先取りした感じのフェイクファーの白のスカートと、どっちの方が光ひかる君の好みかなあ、って思って。

　え？　どっちも駄だ目め？

　な、なんでですか!?　ほら、よく見てくださいよ！　どっちも可か愛わいいじゃないですか！

　それじゃあ、露ろ出しゆつが少なすぎる？

　もっと短いスカートで、しゃがんだらパンティが見えてしまうくらいでないと駄目!?

　な、ななななに言ってるんですか！

　大体、パンティって！　そんな言い方、いやらしい！　じゃあ、いまはなんて言うのか、って、それはその、パンツ、とか、ショーツ、とか──って！　なんで天使様とこんな会話をしなくちゃならないんですか！　あー、恥はずかしい……。

　ぱたぱた、手で顔を扇あおいじゃいますよ。

　もう一〇月も過ぎたっていうのに、こんなに暑くさせて、ひどいです、天使様。

　え？　聞きようによっては、いまの台詞せりふはいやらしい？

　どこがですか？

　時々、へんなこと言いますよね、天使様。

　あー、はいはい。どうせわたしは子供ですよ。

　でも！

　でもですよ、天使様？

　中二で、ファーストキスを済ませてる女子って、そんなに多くはないですよ？

　えっへん！

　そんなことで威い張ばるな？　いくとこまでいってる女子だっているだろう──って、まあ、それはそうですけど……そんなの、極ごく々ごく一部ですよ。

　だから早くその一部になれ？

　う──わ、わかってますよ。

　けど、何度も何度も言ってますけど、ものごとには手順っていうのがあるんですっ。

　それを全部すっ飛ばして、しちゃおう、なんて、わたしがグランドキャニオンから飛び降りる気持ちで誘ったって、光ひかる君の方が引いちゃいますよ。

　行ったことあるのか、ってグランドキャニオンですか？

　あー、はいはい。

　ないです。ないですよ。

　いいじゃないですか。単に、そのくらいすごい勇気がいるんだぞ、って言いたかっただけなんですから、そんなツッコミしなくても。

　……こほん。

　いいですか、天使様？

　何度も言うようですけど、光君は普通の男の子とは違ちがうんです。

　クラスの男子は、それはもうエッチで、チャンスがあったらセーラー服の襟えり元もとから胸を覗のぞこうとするし、ブラの線が透すけてるとか大騒ぎするし、スカートを捲めくろうとしたりしますけど、光君はそんなのぜんぜんしないんですから。

　むしろ困ったり、顔を背そむけたりするんですよ？　そんな光君にいきなりせまったら嫌きらわれちゃいますよ。

　いいんですか？　そうしたら、その先なんてとんでもないですよ？

　よくないですよね？

　だから、いまはちゃんと手順を踏んでいかないと。光君、ちょっとはわたしのこと、と、とととととととと──

　鶏にわとりの物もの真ま似ねじゃありませんっ！

　じゃあなんだ、って。

　と、とと、特別に思ってくれてるみたい、って言いたかったんですよ！

　だってほら。

　デートにだって！　デートにだって行ってくることになったし！

　え？　そ、それはまあ、確かに、デートしよう、って言って誘ったわけじゃないですよ？

　けど！

　普通、二人で水族館に行くってなったら、それはもう、デートじゃないですか！

　文化祭のお買い物とかじゃなくて！

　友達とかが一緒じゃなくて！

　二人きり！　二人きりで水族館だなんて、これはデート以外のなにものでもないですよ！

　ああ、どうしよう天使様！

　小学生のときの遠足の前の日よりも一〇〇倍もわくわくして、そわそわして、心臓が駆け足しっぱなしですよ！

　どっちがいいかなあ……どっちにしようかなあ。

　だからもっと短く──って、それはＮＧ！

　さっきも言ったでしょう？　光ひかる君は純情なんですから、わたしが超ミニで現れたりしたら、走って逃げてっちゃうかもしれないですよ。

　それじゃあ、意味ないじゃないですか。

　……まあ、《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》があれば、明日のデートでいきなりその気にさせることもできたかもしれないですけど──

　おまえ、使う気もないのに言ってるだろう、って、えへへ、そんなことないですよ？

　けどほら、ないものは仕方ないし。

　って、なに後ろに手を回してるんですか!?

　ま、まさかもう新しいのができたとか、そういうこと言わないですよね!?

　残念ながらまだ？

　……ああ、よかった。

　よくない？　ぜんぜんよくない？　どうしてですか？

　あったって、わたし、使わない──っととと、むにゃむにゃ、な、なんでもないです。

　そういうことじゃなくて？

　光君が《堕落ダウンフオール》したときに、それを浄じよう化かする手立てがいまはないって──あっ！

　気付くのが遅い、って、そんなに怖い顔しなくても……。

　つ、つまりは、《堕落ダウンフオール》させなければいいんですよね？　そうですよね？

　だ、大だい丈じよう夫ぶ！

　どん！

　げほっ、ごほっ……ち、ちょっと強く叩たたきすぎちゃいました。

　あ、はい、だ、大丈夫です。

　これまで以上に頑がん張ばって、あの女の子たちの誘ゆう惑わくから光ひかる君を守って、《堕落ダウンフオール》させないようにしますから！

　二四時間、監視です！　秋葉原に行って、盗とう聴ちよう器きだって買ってきちゃったし！

　それじゃあ本当のストーカー──って！

　むきーっ!!

　天使様がどうしてもやれっていうから、お年玉を叩はたいたんじゃないですかっ！　本当は……本当は……『Ａ♪Ｗｉｎｇｓ』の秋物の新作のお洋服を買いたかったのにっ！

　うう、わかってます……。

　世界の平和の……人類のためなんですよね？　光君のためなんですよね？

　……頑張ります。

　あっ！

　勘かん違ちがいしないでくださいね？

　いまのは《堕落ダウンフオール》を防ぐことであって、頑張って光君となんとかして、ち、ち、ちち契ちぎるとかって意味じゃありませんから！

　それが唯ゆい一いつ無む二にの方法、って言われても、すぐになんか絶対に無理ですから！

　た、ため息つかないでくださいよー。

　……と、とにかく、頑張ります！

　絶っっ対《堕落ダウンフオール》なんかさせません！　わたしが、させないんだから！




　──愛の力で!!
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「生徒会長選挙？」

　獅しぃ子こ──明あけ星ほし獅ぃ子は、ずらりと並んだモニターから目を離さずに訊きき返した。

　白黒のモニターに映し出されているのは、廃はい教会の中にある、元は修しゆう道どう僧そうのための寄宿舎であった建物をリフォームしたその内部の様子である。

　その内の一台、今は真っ暗な画面に映り込んでいる背後の様子を、獅ぃ子は目だけで見た。

「そんなのがあるんですの？」

「みたいだねえ」

　そう答えたのは棕しゆ櫚ろ──荒あら縁ぶち棕櫚である。

　一六歳である獅ぃ子より、彼女は二つも歳としが下なのだが、一見したところでは、年上に見えなくもない。今日も、裾すその長いだぶだぶの長なが袖そでのＴシャツ一枚、という格かつ好こうで、小さなテーブルに前かがみに肘ひじをついている。

　眠たげな顔は寝起きだからというより、いつもこんな感じだった。女の子というより、女の子のように可か愛わいい男の子、といった表現の方がぴったりくる顔立ちをしていて、本人もそれをわかっているのか、髪は短く刈かっている。

　が。

　本当の理由は、軽いくせっ毛だからだということを、獅ぃ子は知っていた。

　昔の、髪を切るのも面倒くさくて伸ばしていた時分の写真を見せてもらったことがあるが、その中の棕櫚は、近世フランスの貴族様か、というような、縦ロールの髪をしていたのだ。

　可愛いとはいっても、どちらかといえば男の子よりの顔立ちには、縦ロールはコスプレのようだと思ったことを憶おぼえている。

　思っただけではなくてはっきりと、

「女装しているみたいですわね」

　と言ってしまったので、なるほど、と思ったのかもしれない。彼女が髪を切ったのは、そのすぐあとであったから。

「来週の月曜日が立候補の締め切りで、同じ週の週末に投票があるんだってさ」

　言ってから、ふわ、と棕櫚は欠伸あくびをすると、スリッパを脱いで裸足はだしの足を擦こすり合わせた。

　まだ、それほど寒くはないので、床暖房は入っていないが、フローリングの床が冷たいのだろうか？

　それは、獅ぃ子にはわからなかった。

　なぜなら足に、ほとんど感覚がないからだ。幼いときに遭あった事故によって脊せき椎ついを損傷し、そのときに大だい腿たい部ぶから下の感覚をほとんど失った。

「寒いんですの？」

「え？」

「足。擦り合わせているでしょう？」

「ん？　ああ、違ちがうよ。ちょっと痒かゆかっただけ。寒かったらそう言うさ」

「ですわね」

　棕しゆ櫚ろは、遠慮などする性格ではない。

　それをいうならここに住んでいる他ほかの少女たちも同様だったが、それを獅しぃ子こが本当に許しているのは、棕櫚だけだった。だいぶ慣れはしたが、やはり他の連中に言われると、かちんとくることが多い。

　特に、あの久く美み──田た名な網あみ久美などは。

『──へぷしっ』

　くしゃみが聞こえて、見れば、ジャージ姿の久美がモニターに映っていた。

　彼女も棕櫚と同じく髪をショートカットにしているが、怠たい惰だな棕櫚よりも、ぼさぼさで乱れている。いくら面倒でも、ちゃんと獅ぃ子の雇やとっている美容師に任せているのと、適当に自分で鋏はさみで刈かってしまっている、その差だろう。

『……風か邪ぜ引いたか？』

　ず、と鼻を啜すすって、久美はチンピラのようにジャージのポケットに手を突っ込んで壁かべに寄りかかった。

「馬ば鹿かは、風邪なんか引きませんわ」

　唇くちびるに微かすかな笑えみを浮かべて獅ぃ子が呟つぶやくと、モニターの向こうで久美が野獣並みの耳ざとさで顔を上げてモニターを振り返った。

『なんか言ったか!?』

　ただでさえ吊つり気味の瞳ひとみをさらに吊り上げて、凄すごんでみせる。が、少しも怖くはない。身長が一五〇センチ未満、ということもあって、子こ猫ねこが怒っているようなものだ。もちろん、牙きばも爪つめもあるけれど。

「なにも言ってませんわ」

　しれっと、獅ぃ子はマイクに向かって言った。

「それよりも、しっかり自分の仕事をすることですわ。わかっていますの？」

「わかってるよ、うっせーな」

　久美は、玄関で下駄箱に寄りかかりながら唇を尖とがらせた。

「だったらよいですけれど」

　言って獅ぃ子は、ふふん、と笑い、それから興味を再び棕櫚の話に戻した。

「それで、その選挙がどうかしたんですの？」

「興味ない？」

　楽しむように棕櫚が目を細めるのが、消えたままのモニターに映り込んでいる。襟えり元もとが大きく開いているが、獅ぃ子以上に胸のない棕櫚は、そうしていてもほとんどふくらみが確認できない。それがまた、男の子っぽくて、女子にはいいのかもしれないが。

「なんでわたくしが興味を持たなくてはならないんですの？　そんな中間管理職に」

「中間管理職？」

「そうですわ。生徒会など所しよ詮せん、学校にとっては、管理側の意見を通すための道具。生徒側にとっては、自分たちが矢や面おもてに立たずに好きに意見を言うための窓口。これが中間管理職でなくてなんですの？」

「きびしいねえ」

　そう言った棕しゆ櫚ろはしかし、楽しそうなのが表情からわかる。

　獅しぃ子こは鼻を鳴らした。

「それが現実ですわ」

「うん、ボクもそう思うけどね。だけど、生徒会長が、中学生が簡単に手に入れられる、目に見えてわかりやすい頂点だっていうことは否定しないだろう？」

　なにやら含みのある言い方に、獅ぃ子は机を手で押すようにして椅い子すを回した。くるり、と髪が──ブロンドの、耳の上で結んだツインテールにした髪が弧こを描いて回転し、それからぱさりと脇わきに落ちる。毛先が腿ももを撫なでたのが見えたが、なにも感じなかった。

「それで？」

「君みたいに、その歳としで社長になるなんてこと、普通じゃ無理だ。起き業ぎようしたところで、権力とは程遠い、社長とは名ばかりの、人に頭を下げてばかりの日々になるだろう？　社員だって最初はまあ、数人から始めなくちゃならないんだろうし」

「で？」

「だけど、生徒会長は違ちがう。千ち代よ神がみ中学の生徒数は、少子化が進んでいるといっても、四〇〇人近い。中学生でそれだけの人数の頂点に立つなんてこと、他ほかにはないだろう？」

　獅ぃ子は、肘ひじ掛かけに腕を置いて体重を預け、髪を掬すくい上げてそれをもてあそんだ。

　どうやら話が見えてきた。

　自分が生徒会長になりたいから協力しろ、という話ではあるまい。この棕櫚が、そんな面倒なことをやりたがることはありえなかった。

「……ようするに、光ひかる様を立候補させようというんですの？」

「うん」

　にっこりと、棕櫚は微笑ほほえんだ。

「《高慢プライド》の《大罪》を犯させるのには、またとない機会だと思うけど。こういうチャンスでもなかったら、いますぐに、光様が権力の頂点に登りつめるなんてことないだろう？」

「社長の座になら、わたくしがいくらだって座らせてさしあげますわ」

「それじゃあ駄だ目めだってわかっているから、いままでしなかったんだよね？」

　ふん、と獅ぃ子は鼻を鳴らした。

　悔くやしいがそのとおりである。

　人の手を借りて据すえられたお飾りの社長になったところで、《高慢プライド》は育たない。その根底には強い《自負》が不ふ可か欠けつだからだ。自分の努力で摑つかんだ地位でなければ、そう思える地位でなければ、卑ひ屈くつになるだけだ。

　獅しぃ子こ自身が、それを体験していた。『妊にん娠しん検査薬から遺産相続の手続きまで。人生の総合商社《ヴィーナス・グループ》』総そう帥すい、明あけ星ほし虎とら一いち郎ろうの一人娘である獅ぃ子は、幼くして幾いくつかの会社を任されたが、それはお飾りだった。

　父の思おも惑わくは、会社というものを体感させることにあったのだと思うが、座っているだけでなにもさせてもらえないのでは人形でしかなかった。

　そこで獅ぃ子は、中学に入るまでにもらっていた小遣いを株で増やし、それを元手に会社を興おこした──表向きの社長には、人形を据えて。

　今では《ヴィーナス・グループ》の一角を担になうほどの売り上げを出す会社もある。ティーン向けの豪華な海外の下着の取り扱いを始めた会社がそれだ。

（いまの光ひかる様に、社長は無理ですわ）

　それが、早々に獅ぃ子が下した結論だった。あの慎しん重ちように慎重を重ねる性格は、ベンチャーには向いていない。ベンチャーとは攻めだ。いまの光──神かみ代しろ光には、向いていない。ていよく食いものにされるのがオチだろう。

　あはは、とはにかみながら後頭部を搔かく光の姿が浮かんで、獅ぃ子は頰ほおを熱くした。

　一四歳とは思えない童顔。

　ぷにぷにしたほっぺに、さらさらの色の薄うすめの髪。

　頼りなさげな微笑を絶やさない表情。

　申し訳なさそうに、ちょっと丸まった背中。

　そのどれもが、愛いとおしい。

（か、可か愛わいらしいですわ……）

　ただの想像なのに、胸がきゅんとなる。

　それが《権力》を手にしてどう変へん容ようするのか、それを少し見てみたい気もする。それに棕しゆ櫚ろの言うとおり《高慢プライド》を手に入れるにはそれなりの地位が必要だ。

　すぐに、僕なんて、と言ってしまう、過ぎた謙けん虚きよさをもった光には、荒あら療りよう治じ的な方法が必要だというのはわかっていたことだ。そう考えれば、生徒会長選挙というのは悪くないかもしれない。絶対に勝利しなければならないが、投票によって選ばれたとなれば、それは誰だれかに据えてもらった椅い子すではなく、自ら勝ち取ったものになる。

（ですけれど……）

　獅ぃ子は髪の房を唇くちびるに当てて軽く嚙かんで自問した。シャンプーの甘い香りが鼻をくすぐる。

（いったい、光様をどうやってその気にさせます？）

　目立つことを好まない光だ。ただ選挙に出ろと言っても駄だ目めだろう。

　出馬をさせることはできる。いざとなったら久く美みにでも無理やり引っ張っていかせて、立候補をさせればいい。

　だが、それでは意味のある勝利はできないだろう。やる気が起こらなければ、裏工作でいくら票を搔かき集めたとしても、光ひかるに《高慢プライド》は生まれないはずだ。やればできるんだ、と思わせるには、やる気がどうしても必要だ。

『──獅しぃ子こちゃあん』

　その時、スピーカーからそう甘い声が聞こえて、獅ぃ子は椅い子すを回し、白黒モニターのひとつに目をやった。

　それは、二ふた間まをぶち抜いた獅ぃ子の部屋の並び、寄宿舎の二階の部屋のひとつに据すえたカメラの映像で、ちょっとふっくらした少女が、カメラを舐なめるように見上げている。

　那な賀が花はな美み巳み──光のクラスメートで、どういうわけだか久美と仲のいい、《大食グラトニー》の《罪シン》を持つ《地獄の使徒ヘル・アポストル》の一人だ。

（また食べてましたの？）

　少し呆あきれながら、獅ぃ子はモニターの中の少女を見た。

　なにより食べるのが大好きな美巳の手には、いまもスナックの袋が握られている。

　袋が銀色一色で商品名もなにも書かれていないのは、それが試作品だからである。美巳はその舌に定評があり、一四歳という彼女に、さまざまな食品メーカーが試作品の試食を頼んでいる。美巳がおいしい、と言えば、それが確実に大ヒットするからだ。

　いま食べているのも、そうしたもののひとつだろう。

　今日の美巳は、いつも好んで着ているやたらとドレープの多い服の上に、これまた縁ふちに同じような飾りの付いた、ロリータ趣味、とでも分類すればいいのか、そうしたエプロンをつけている。ゆるいウェーブの付いた腰まであるロングの栗色の髪はポニーテールに縛しばって、巨大なリボンを着けていた。

　大きな体に遮さえぎられてよくは見えないが、後ろにはダンボールの箱が積み上がっていて、可か愛わいらしい格かつ好こうとは印象のかけ離れた部屋だ。箱の中身はすべて試作品で、美巳はそれで自分の生活費を稼かせいでいる。

　美巳はちょっと太目の指でスナック菓子を摘つまんで口に放ほうり込むと、しゃくしゃくと嚙かみ砕いて飲み込み、はにかむような、とろけそうな笑顔になった。

　それを見て、思わず獅ぃ子は生なま唾つばを飲み込みそうになった。

　獅ぃ子も一六年の人生の中で、それなりに美食と呼ばれるものを食べてきた。

　明あけ星ほし家の屋や敷しきにはありとあらゆる料理の専属のコックがいて、最高の材料で、最高の料理を出してくれる。それぞれが、その道のプロ中のプロで、店を出せば予約が一年先まで取れないだろう、と言われる人々であり、そういう料理人が日々、明星家の人間のためだけに腕を振るうのである。生なま半はん可かな料理では、決して獅ぃ子の舌を唸うならせることはできない。

　その獅しぃ子こに、食べてみたい、と思わせるのだから、《大食グラトニー》の《罪シン》、恐るべし、である。

　指に付いた粉をぺろりと舐なめて、美み巳みはカメラを覗のぞき込んだ。

『ねえ～え、光ひかる様、まだかなぁ？』

　くり、と首を傾かしげると、大きな胸がエプロンの向こうで、ゆさ、と揺ゆれるのがわかった。

　美巳はそれなりに胸が大きく見える。トップだけなら、羊よう子こ──牧もく鷹おう羊子には及ばないものの、メンバーの中では二番目だ。

　が、胸のサイズはトップだけでは決まらない。トップとアンダーの差で、カップは決まるので、そうすると、美巳の胸は、まあ、平均、ということになる。

「じきですわ」

　獅ぃ子はそう言ったものの、確証があるわけではなかった。しかし、待ち合わせの時間を考えればそろそろリミットだ。

「それより、準備は大だい丈じよう夫ぶですの？」

『任せてぇ──じゃぁん♪』

　赤ん坊のような笑え顔がおを浮かべると、美巳はカメラの脇わきに退ひいた。カメラのほとんどを占めていた彼女の背中の向こうには、おそらくは白であろうクロスの掛けられたテーブルがあって、その上におそろしく巨大なケーキが載っていた。

　ただしそれは、ただのケーキではない。

（こ、これは……思っていたよりもすごいですわね……）

　内容を初めから知っていても、思わず顔を赤らめてしまうような、そんな、究極のデコレーションケーキである。

『どぉお、獅ぃ子ちゃん？　あたしの傑作でぇす！』

　嬉うれしそうな声で言って、美巳はケーキを示した両手をひらひらと動かした。

　確かに傑作──いや、怪作だ、と獅ぃ子は認めた。

　テーブルの上には、一メートル半もある巨大な、銀色をしたスチールの皿が置かれている。その上にケーキが載っているのだが、土台となっているのはスポンジケーキではない。

『は～い、獅ぃ子ちゃん♪』

　そう、ケーキが口をきいた──生クリームがたっぷりと使われた、美巳特製のデコレーションケーキの土台が。

「調子はどうですの、羊子」

　訊きいて、獅ぃ子は腕を組んだ。

　そう。

　デコレーションケーキの土台は生きた人間。《邪淫ルスト》の《罪シン》の《地獄の使徒ヘル・アポストル》、モックと呼ばれるグラビアアイドル、牧鷹羊子なのだ。

「ぜ～んぜん、大丈夫～♪　グラビアの撮影でも、似たようなことしたことあるし～」

「そ、そうですの」

　どんなグラビアなんだか、と獅しぃ子こは思った。

　羊よう子この真っ白な肌は、チョコレートクリームでデコレーションされ、フルーツなどでさらに豪華に飾り付けられている。キャラメルカラーのロングの髪は、いまはひとつにまとめられてプラスチックの型に納められ、その上にもクリームが盛られている。

　彼女は、獅ぃ子とはひとつしか違ちがわない一七歳なのだが、バストは九五センチもあり、Ｇカップのそれがなにより過激にデコレーションされていた。

　胸そのものはほとんどなにも手を加えられてはおらず、ただその頂いただきにくるりとチョコクリームを盛って、さらにその上に季節はずれのイチゴが載せられている。

　下は水着をつけているようだったが、肌の他ほかの部分にはクリームばかりではなく、ショートケーキやガトーショコラ、シュークリームにいろいろなパイやタルトのカットしたものが、フルーツと共に置かれていた。

　顔にはほとんど手を加えられてはいないが、唇くちびるはどんな果実よりも潤うるんでいて、これで足を止めない男がいるものか、という自信が、レンズを通してびしびし感じられる。
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　獅ぃ子は、安あん堵どが胸に広がるのを感じた──これでは光ひかるも逃げられないだろう。

（それにしても、あの白しら鳥とり愛あいという娘……油断なりませんわ）

　同じ女として感じる、羊子のプロポーションへの微かすかな嫉しつ妬とを薄うすい胸に押し込め、獅ぃ子は椅い子すに背中を預け、また髪を嚙かんだ。

　せっかくの休日に、こんな風に光ひかるを待っているのも、すべてはあの女──光のクラスメートであり、同じ学級委員である、白しら鳥とり愛あいのせいだった。あの女が、光をデートに誘うなどという、身の程をわきまえない行為に出たのが原因だ。

　そのことを知ったのは、昨日きのうの夜である。しかも直接、光の口から聞かされたのだから、獅しぃ子こたちのショックは大きかった。

「す、水族館……ですか？」

　思わず声が上ずってしまった獅ぃ子に、光はなんの悪気も感じていない顔で頷うなずいた。

「うん。この前は、いろいろあってすっぽかしちゃったじゃないですか。だから、そのお詫わび、というか。明日、一緒に水族館に行くことにしたんですよ」

「ど、どうしてそういうことになるんだよ！」

　声を荒あららげた久く美みが立ち上がった拍子にテーブルの上のコップが倒れ、果汁一〇〇％のアップルジュースがこぼれた。

「ああああ、もったいないぃ」

　久美の隣に座っていた美み巳みが、ゆるいウェーブのロングヘアを押さえて顔をテーブルに突っ伏す。そして、迷うことなく、ずう、とジュースを吸った。

　これには、さすがの獅ぃ子も引いた。

　美巳は《罪シン》のせいで、いつも空腹であるし、食べ物に対する執着がなによりも優先されていたが、ここまですることはなかなかなかった。この様子だといずれ、道に落ちているパンとかを拾って食べだしそうだった。

「飲むなっ！」

　どこん、と後頭部に久美の一撃が入り、美巳はそのまま動かなくなった。一度で意識を断ち切ったのか、なんの反応もない。ただ時折、思い出したように体が震ふるえるだけだった。

　久美はそんな美巳のことを気にする様子もなく、

「あの女！　ふざけた真ま似ねしやがって！　光様をデートに誘うなんて!!」

　と言って、いますぐに殴なぐりに行きそうな勢いで拳こぶしを握った。

　美巳のことを心配そうに見ていた光であったが、それを聞くと、顔を赤くして慌あわてた様子で手を振った。

「ち、違ちがいますよ！」

「なにが違うんだよっ!?」

　テーブルに拳を叩たたき付けて、久美はそれを震わせた。

「二人で水族館だなんてっ、デ、デ、デートだろうっ!?」

「そ、そうなんですか……？」

　ジュースに濡ぬれる久美の手を見ながら、光が考え込むような表情になり、獅ぃ子は、

（まずい！）

　と思った。久く美みの怒いかりが、そうは思っていなかった光ひかるに、愛あいとの外出が『デート』であることを意識させかけてしまっている、とわかったからだ。

「赤せき兎と」

　獅しぃ子こがそう一言、言うと、後ろに控えていた彼女の足──黒いラバーマスクの燕えん尾び服ふくの大男、赤兎が音もなく動いて久美の背後に回り、その口を大きな手で押さえた。

「うむー！」

　暴れるものの、赤兎の腕力は並ではない。いくら《憤怒ラース》の《罪シン》の持ち主で、『キャットファイト』──女子プロのような格かく闘とう技ぎ──のファイターである久美であっても、圧倒的な体格差は簡単にひっくり返せるものではない。

　その隙すきに、獅ぃ子は光に向き直ってにっこりと微笑ほほえんだ。

「……いったい、どういう次第で、白しら鳥とり愛と水族館に行くことになったんですの？」

「え？　あ、えっと──そう、使命なんです！」

　光は、く、と拳こぶしを握った。

「し、使命？」

「はい！　僕は、学級委員としての大切な使命を、来くる栖す先生から申し付かったんです！」

「わー……光様が燃えてるー……」

　すごく珍しいものを見たかのように、羊よう子こがぺちぺちと拍手をした。動きに合わせて、笑うようにぷるぷると胸が揺ゆれる。

「なにしろ僕は、学級委員ですから！」

　なんだか瞳ひとみの中に星が見えそうだ、と獅ぃ子は思った。少し、性格が前向きになった気がするのは、数々の《罪シン》を犯して、より人らしくなったからだろうか、と思いながらも、どういうことかははっきりと聞かねばならなかった。

「それはつまり、どういうことですの、光様？」

「あ、はい」

　あっという間まに元に戻って、光は拳を開いた。

「実は今度、校外実習があるんですよ。クラスごとに、自分たちで場所を選んで、そこに行くっていう、遠足みたいな授業なんですけど、２─Ａは新しん宿じゆく水族館にしよう、っていうことになって、それで、僕たちが下見に」

「どうして光様なんですの？　２─Ａの生徒なら、ほら」

　獅ぃ子は久美、そして突っ伏して動かない美み巳みを指した。

「その二人でもよろしいのではありません？」

「それだっ！」

　と言って久美に指を突き付けられ、獅ぃ子は眉まゆを顰しかめた。指されるのは好きではない。だが、久く美みはそんな獅しぃ子この気分にはまったく気付いた様子はなかった。

「そうだよ！　オレと美み巳みで行くぜ！　光ひかる様にそんな使いっ走りをさせることはねえ！」

「だ、駄だ目めですよ」

　光はしかし、慌あわてて首を振った。

「これは学級委員の仕事なんですから。僕がやらなくちゃ駄目なんです。久美さんの気持ちは嬉うれしいですけど……大だい丈じよう夫ぶですから」

「……こっちが大丈夫じゃねーんだよ」

「え？」

「なんでもねえ！」

　唇くちびるを尖とがらせて腕を組み、久美は椅い子すに乱暴に座った。そんな彼女の態度に、光は、なにを怒っているのかまったくわからない様子で、困りきって頭を搔かいていた。

　──それが、昨夜ゆうべのことである。

（光様は、一三時一五分に家を出るとおっしゃってましたわ。だとすれば、部屋を出てくるのはもうじき）

　二人きりでデートなどさせてなるものか──獅ぃ子たちの意見はその一点で一致し、すぐに、穏おだやかに阻止するべく、作戦が立案された。

　力ずくで部屋に閉じ込めたり、料理になにかを盛ったりするという方法は除外である。その場合、あとで、誰だれがやったのか、ということになって、光との関係が悪くなる可能性が高い。

　それではその犯人になった少女の《罪シン》を、光に重ねさせることができなくなってしまう。そうなると本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　あくまで自然に、光が自分で、

（今日はもう駄目だ）

　と思ってくれるというのが重要だった。

「無む駄だだと思うけどなあ……」

　暢のん気きそうに背中で棕しゆ櫚ろが呟つぶやいたのは無視して、食い入るように獅ぃ子はモニターを見つめ、光が出てくるのを待った。




　　　　☆




　光は、うん、と頷うなずいてクローゼットを閉じた。

　今日着ていくのは、黒の詰つめ襟えりの学生服と決めてあったので、あれこれ迷うことはなかった。

　私服だと、正直、なにを着ていったらいいのかわからない。

　持っている服もそんなに多くはなく、狭せまい部屋をさらに狭くするために置かれたような小さなクローゼットには、学ランの他ほかには、通年で穿はけるジーンズ、部屋着にもなるＴシャツ、秋から冬にかけて重ちよう宝ほうする大体がチェック柄のシャツ、といったものが納められている。

　実は他ほかにも、裏地のないジャケットや、肌露ろ出しゆつの大きいタンクトップ、ショートパンツ、黒い革ジャン、スーツ一式、などもあるのだが、どう着ていいのかがわからずにしまったままになっていた。

　Ｔシャツの裾すそをジーンズに入れるな、とは、よく羊よう子こに指摘をされるが、あれはどうもお腹なかの辺りがすうすうして落ち着かない。

　比べると学生服は、シャツとランニングの裾をズボンの外に出してその上に詰つめ襟えりを着ると、端から白いものがちらちらと見えてなんともみっともないので、出すように、とも言われず、ほっとできる服だった。

　一日の三分の二、ほぼ一年中着ている服なのだから、一四歳の中学二年生にとって、学生服はもう、肌のようなものだ。それに、学校の指定によってデザインも決まっているから、コーディネートがどうの、と悩むこともない。鞄かばんはもちろん、肩掛けタイプの白い布鞄だ。

　今日は日曜日ではあるけれども、文化祭のときの買い物と違ちがって、私服というわけにはいかない。あくまでクラスの代表──千ち代よ神がみ中学の代表として、向こうを訪ねるのだ、ということを忘れないでおかなくてはならないからだ。

　クラスメートの中には、

『学校公認のデートかよ』

　などと、おかしなことを言う者もいたが、水族館の訪問はあくまで公務。自分たちの態度いかんで、社会科見学を認めてくれるかどうか、それが決まる重要な仕事なのだ。そう、来くる栖す先生も言っていた。

（だけど……ありがとうございます、先生）

　光ひかるは、担任教師の顔を思い浮かべて、胸の前で両手を組み合わせた。

　もちろん、自分の使命は忘れてはいないけれども、リターンマッチの機会を与えてくれたことにはとても感謝していた。

（今度こそ、遅れたりしません。なにがあったとしても）

　そう、光は誓っていた。

　前回の買出しでは、どうしてそんなことをしたのか自分でも理由がよくわからないのだけれども、愛あいと二人で出かけることを同居人たちに隠したために、不運な偶然が重なって庭の小屋に閉じ込められてしまって、誰だれにも助けに来てはもらえずに、約束をすっぽかす、という、人としてあるまじきことをしてしまったのだ。

　そのせいで愛は風か邪ぜを引き、ひどい熱を出し、何日も学校を休むことになった。

　もう二度と顔を見たくない、とか、こんな無責任な人と一緒に行きたくありません、と言われても仕方のない状況であったのに、愛は今回も快く、むしろどこか喜んでいる様子で、来栖先生の申し出を受けてくれた。

「頑がん張ばろうね」

　と言って、微笑ほほえみながら手を差し出してくれた愛あいの姿は、背中に白い羽と頭の上に黄金の輪っかが見えそうなくらいに神こう々ごうしく、

（ああ、白しら鳥とりさんって、なんて心が広いんだろう……）

　と光ひかるは震ふるえるほど感動したのだった。

　今度こそ遅刻はしない──そう心に決めた光は、その日の夕食の席で、しっかりと今日の予定について同居人たちに報告をして協力を求め、さらに、前回の失敗を踏まえて、携帯電話を購入、愛とアドレスの交換も済ませてあった。

（うん。充電もばっちり）

　鞄かばんから出した携帯のサブディスプレイを確認し、光は頷うなずいた。

　一世代前の、本体価格〇円の折り畳み式だが、特にネットに繫つなごうと思っているわけではないので、性能的には十分だった。十分すぎて、光的にはほとんどの機能がブラックボックスと同じになってしまっている。

（他ほかには……お財さい布ふ、ハンカチ、ティッシュ──うん、忘れ物はなし）

　光は携帯を鞄にしまうと、蓋ふたをして、その上から軽くおまじないのように叩たたいた。

　腕時計を見る。

　この頃ごろはする人も少なくなったらしいが、この間まで携帯を持っていなかったこともあって、ないとどうも落ち着かなかった。

　約束には十分な時間がある。それに今日は電車の遅れ、天候の急変についても気にする必要がなかった。なぜなら、待ち合わせ場所は愛の家だからだ。

（……うん！）

　光は、自分なりに気合を入れて、くるりと窓に背を向けると歩き出した。




　　　　☆




「出ましたわ！」

　モニターを睨にらんでいた獅しぃ子こが、マイクのスイッチを押して大声で告げると、背中で、

「お化けじゃないんだからさ」

　棕しゆ櫚ろが苦笑しながら言うのが聞こえたが、かまっている時間はなかった。

　白黒映像の光は、学ランに白の帆はん布ぷの鞄かばんを斜め掛け、という格かつ好こうで、特に改造を施してはいない自分の部屋の扉を閉めると、廊下を階段に向き直るところだった。

　光の部屋は二階の一番奥。

　一階へと続く階段との間には七つの部屋がある。その扉の前を通らない限り、光はこの寄宿舎を出ることができない。ここでいかに時間を稼かせぐことができるか、が勝負だった。

　前回は、羊よう子こがなかなか上う手まくやってくれた。

　彼女が時間を稼いでくれたおかげで、光ひかるは電話をかけるために、いまはヨーロッパを放浪中らしい、管理人の玄げんの小屋に行かねばならず、結果、偶然を装って彼を閉じ込めることに成功したのだ。

　だが、同じ方法はとれない。今日の光は携帯電話を所持しているからだ。

「──美み巳み、羊子」

　獅しぃ子こは、彼女たちを呼んだ。

　美巳はなにやら背中を向けていたが、振り向いたときになにをしていたのかわかった。抱かかえたボウルに入った、あまったチョコクリームを舐なめていたのだ。ほっぺたにそれが、かなり付いている。

「光様が、部屋を出られましたわ」

「はぁい」

　美巳はボウルを放すと、ぺろりとほっぺたに付いたクリームを舐め取った。そうして、テーブルの下に潜もぐって、おそらくはキャスターのストッパーを外した。

「光様が、棕しゆ櫚ろの部屋の前を過ぎますわ」

　モニターを見ながら言う。白黒の姿の光は、棕櫚の部屋の素そっ気けのない扉をちらと見ながら、そのまま行きすぎようとしている。

「あとは、お任せぇ」

　のんびりとした口く調ちようで言って、美巳は静かに部屋の扉を押し開けた。




　　　　☆




　お菓子の袋がぶら下がった扉がゆっくりと開くのに気付いて、光は足を速めるべきか、それとも止まるべきかを、一瞬、考えた。

　そんなことをしている間に、行ってしまうべきだった、と光はすぐに思うことになった。なぜなら、考えている間にも扉は開いていき、その向こうから、白い布に覆おおわれたストレッチャーのようなものが、からからと車輪の音を廊下に響かせて現れ、まるで行く手を遮さえぎるかのように停とまったからである。

　ふわ、と甘い匂いが香った。チョコレートや生クリーム、それに、さわやかな果実の香りも入り交じっている。

（洋菓子の盛り合わせ？）

　最初に頭に浮かんだのはそれだった。

　美巳はよく食べるだけあって、自分でも料理をする。デザートは彼女の得意とするところで、コンビニに売っているような洋菓子よりは、ずっとおいしいデザートを作る。

（でも、どうして部屋で？）

　キッチンなら一階にある。こんな大きなものを二階で作って、下ろそうと思ったら大変だ。ここにはエレベーターはない。そうするなら、手伝ってあげたいところだけれども、今は時間がなかった。

「光ひかる様ぁ？」

　甘ったるい声と共に、今度は、ちょっとぽってりした指が扉の端を摑つかみ、まるで引き戸を開けるかのように、にゅう、とふくよかな顔が覗のぞいた。美み巳みだ。頰ほおにチョコレート色をしたクリームのようなものを付けている。

「那な賀が花はなさん？」

　もちろんそうだ。

　美巳はにっこりとして、ストレッチャーのような台を押して廊下に出てきたが、どうやらそれは、キャスターの付いたテーブルのようだとわかった。上に、端が飛び出してしまうほど巨大な金属製の皿が載っているのが、布からはみ出しているのでわかる。

「光様、もうお出かけぇ？」

　普段はあまり見ない、ポニーテールを揺ゆらして、美巳は言った。声も表情も眠たげで、寝不足のときに聞いたら一発で眠りに引きずり込まれてしまいそうだ。

「は、はい……新しん宿じゆくに行ってきます」

「うん、知ってるぅ」

　んふふ、と美巳は笑った。その表情はなんとなく、いたずらを思い付いた子供のようだ。

　上半身を傾けるとウェーブのかかった長い髪が背中で揺ゆれ、それだけではなく、大きめの胸が縁ふち飾かざりのついたエプロンの脇わきからあふれそうになって、その存在感を示していた。

　だが、美巳がその場をどく様子はなかった。テーブルはあまり幅のない廊下を完全に遮さえぎっていて、ここを通るには下をくぐるしかなさそうだった。

（こ、困ったな……）

　光は腋わきの下にかすかに汗を搔かくのを感じた。どいてほしいけれども、それをそのまま言うのはなんだか邪魔にしているようで悪い気がする。なにしろ彼女たちは、自分のためにここにいてくれているのだから。

　彼女──那な賀が花はな美巳を初め、七人の少女は、事故で死んだ両親に生前世話になった人々の娘だ、と光は彼女たちから聞いていた。

　両親を失い、ちょっとした行き違ちがい──獅しぃ子こたちは悪い親しん戚せきのせい、と言っている──で、家まで失った自分を世話するために、公園で寝泊りしているときに助けてくれた、玄げん、という老人が管理している廃はい教会に一緒に住んでくれているのだ。

　炊すい事じは美巳が、洗濯は最年少の巳み和わ──宇う美み野の巳和が担当してくれている。光はそれを手伝ったり、あとは教会の掃除をしたりして、日々を過ごしている。

　教会の維持管理費を賄まかなってくれているのは、獅しぃ子こだ。

　他ほかの少女たちは──いてくれるだけで、十分に役に立ってくれている。皆、自分のために転校したりして、それまでの生活を捨ててやってきてくれたのである。

　ありがたくも、申し訳ない。

　それなのに、出かける間ま際ぎわにこうして行く手を塞ふさがれて、少し、

（嫌いやだな……）

　とつい思ってしまった自分を、光ひかるは情けなく思った。

　だが、時間がないのも事実だった。余裕を持って部屋を出てはいるが、ここであまり時間をとられれば、また、遅刻してしまう。それは──いけない。

（言わなくちゃ）

　光は拳こぶしを握った。申し訳ないとは思うけれども、愛あいとの約束が先なのだ。

　どどど、と、鼓こ動どうが駆け足を始めた。

　頼まれたことを断ったり、自分からなにかをやろう、と言ったりするのは得意ではない。この頃ごろは、勢いやはずみで『やです』と言ってしまってから、自分でも驚いて謝ったりすることはあるが、こうして、言うぞ、と考えてから行動することはほとんどなかった。

　緊張で、眩暈めまいがする。

「あ、あの──」

「光様ぁ、あたし、お願いがあるんだけどぉ……ちょっとだけ、い～い？」

「え……？」

「ちょっとだけ。そんなにぃ、時間とらせないからぁ──ねぇ？」

　美み巳みは懇こん願がんするような、潤うるんだ瞳ひとみになった。

（ど、どうしよう）

　確かに……少しなら余裕はある。数分なら、走ることもなく約束に間まに合う。もともと、一五分くらい前には着くつもりで部屋を出たのだ。

「えっと……なんでしょう……？」

　だが、言ってしまってから、光は急に後悔した。

　これでは昔の自分となんら変わりがない。他に用事があっても、目の前の困っている相手を見過ごすことができず、結果、利用されてしまう自分と。

『利用されてたってことがわかっただけでも、成長したってことだよな』

　クラスメートでもある久く美みなどは、買いに行きたい本があるから掃除を代わってくれるよな、と言ってきたクラスメートの申し出を、光がちゃんと断ったのを聞いて、そう言ったが、まだまだだと思い──しかし、首を振った。

（那な賀が花はなさんは、ちょっと、って言ったじゃないか。僕が新しん宿じゆくに行くことは、昨日から知ってるんだから、遅刻させるようなことをするはずがないじゃないか）

　光ひかるは自分に向けて頷うなずいた。

（それなのに、間に合わなかったらどうしよう、って思うなんてどうかしている。那な賀が花はなさんは、いつもあんなによくしてくれているのに）

「光様ぁ、どうしたのぉ？」

　美み巳みの声に顔を上げると、きょとん、とした瞳ひとみと視線が絡からみ合った。

「いえ、なんでもありません」

　光は微笑ほほえんだ。

　その瞬間、美巳の表情が僅わずかに硬くなったように見えたが、気のせいかもしれない。

「それで、僕にお願いって──」

「うん～」

　ちらり、と視線が布のかかったテーブルに落ちる。

「実はぁ、今度、頼まれてぇ、デコレーションケーキを作ることになったのぉ。それで、試作品ができたんだけどぉ、ちょっと光様に見てほしくてぇ」

「ケーキ、ですか？」

　確かに光も嫌きらいではないが、食べ物のことなら美巳の方がエキスパートだ。そもそも、ケーキを食べ始めたのは彼女たちと暮らし始めたあとのことだ。両親は質素倹けん約やくがモットーであって、あらゆる贅ぜい沢たくは敵であったので、ケーキなども極ごく稀まれに食べるだけで、数えるくらいしか記憶はなかった。

　そんな自分に、どんなことを期待しているのだろうか？

「大だい丈じよう夫ぶだよぉ」

　不安な顔をしていたのか、美巳はくすくすと笑った。

「見たままを、そのまま言ってくれればいいんだからぁ。ほらぁ、あたしってどーっしても、食べる方に目がいっちゃうからぁ、全体の綺き麗れいさとか？　そういうのが、弱い感じになっちゃってぇ。それにぃ、これは、女の子の意見じゃ駄だ目めだからぁ」

「はぁ」

　と光は言ったが、どんなケーキなのか想像がつかなかった。女の子の意見じゃ駄目なケーキというのは、男性向けの新作、ということなのだろうか？

「じゃあ、見せるねぇ──ほらぁ！」

　美巳はかけられた布を摑つかむと、それを勢いよく外した。

　下から現れたケーキに、光は心臓が飛び出すかと思い、思わず、強い力で学ランの上から胸を押さえて、咳せき込みそうになった。

（こ、これ、ケーキ、なの……？）

　──ごっくん

　そう、自分の喉のどが大きく鳴るのが聞こえた。だがそれは、ケーキがあまりにもおいしそうだったから、ということではない。

　銀色をした皿の上に載っていたのは、ケーキではなく、

（も、牧もく鷹おうさん!?）

　であったからだ。

　いや、ケーキと言えば言えるのかもしれない。その土台となっているのが、スポンジケーキではなく、羊よう子こだというだけ、という風に考えれば。

　彼女は膝ひざを立てて仰あお向むけに寝そべり、両腕を頭の後ろで組むようにして、光ひかるの方を向いてぽてっとした唇くちびるに微笑を浮かべていて、その白い肌に、対照的な色のチョコレートクリームが服のレース飾りのようにデコレーションされていた。

　まるで宝石のアクセサリーのごとく、ゼリーのようなものでコーティングされたカットフルーツが載せられ、体の周りには、そのまま食べられそうな、カップケーキやカットケーキがずらりと置かれて、無論、羊子の体の上にも幾いくつかが載せられていた。

　中でも一番大きい、ホワイトチョコレートの、巨大な半円の形をしたケーキに、光は目を奪うばわれた。不思議な表面をしている。まるで、桃を半分に切ったものをそのまま伏せたようだったが、それが桃ならありえないほど大きい。かすかに青白いのも珍しい。

（あれ？）

　変だ、と光は気付いた。これがケーキなら、体のあるべき場所に、あるべきものがない、ということになる。

「……あっ！」

　ようやくその正体に気付いた光が思わず声を上げると、羊子が嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　まじまじと見てしまったケーキは、ケーキではなかった！

　それは、羊子の自慢の大きな胸を、クリームとフルーツでケーキのように見せていただけのことだったのだ！

　かっ、と光は顔が熱くなった。鼓こ動どうがさらに速くなるのがわかり、微かすかに痛みすら覚えた。このまま速くなり続けたら、心臓が、ぱん、と破は裂れつしてしまいそうだ。それに、鼻の奥の方がやけに熱い。

「光様ぁ、どぅお？」

　首を傾かしげて美み巳みは言ったが、その表情にはからかっているようなところはなかった。

「これねぇ、今度開かれる、洋菓子デコレーション・コンテストの試作品なんだぁ。おいしいのはもちろんでぇ、今までにない新しいディスプレイを考える、っていうのもあるからぁ、羊子ちゃんに協力してもらったのぉ。どぅお？」

「ど、どうって言われても……」

　ますます、光は汗がじわりと滲にじみ出すのがわかって焦あせった。これではシャツに滲んで臭におってしまうかもしれない。

「おいしそうじゃなぁい？」

　美み巳みが目を細めると、急に鼻が通って、甘い香りが肺に満ちた。再び、ごくり、と喉のどが鳴ったが、今度は食欲が刺激されてのことだった。唾つばが湧わいてくる。羊よう子この体を使ったディスプレイの奇き抜ばつさに目を奪うばわれていたが、ケーキのひとつひとつ、フルーツのひとつひとつを見れば、それぞれは、とてもおいしそうだった。

　中でも一番目立っているのは、羊子の大きな胸の頂に載せられたイチゴだ。特にコーティングされているわけでもないのに、つやつやと輝いていてみずみずしく、齧かじらなくとも甘さが感じられるようだった。

「光ひかる様、食べてみたい～？」

　目を細めた羊子がそう言うのが聞こえて、光は目を瞬しばたたいた。

「い～よ～？　ぱくっ♪　ってやっちゃっても～」

「い、いえ、そんな──」

「おいしいと思うよ～。イチゴは季節外れだけど～、おいしいハウスものみたいだから～」

　美巳も頷うなずいた。

「そうだよぉ。なんとねぇ、一粒、一五〇〇円！……あたしが食べたい……」

　うう、と小さく唸うなって、美巳は穴が開くほど、羊子の胸を見つめた──が、すぐに諦あきらめたように大きく首を振った。ポニーテールの髪が、びし、ばし、と顔を打つ。

　そのあまりの激しさに、光はぎょっとしたが、美巳は何事もなかったかのように微笑ほほえむと、さあどうぞ、というように広げた両手で羊子の胸を差し出すように示しながら、しかし、じゅるり、と涎よだれを流しそうになった。

「い、いえ……遠慮しておきます……」

　光は両手を突き出すようにして、首を振った。羊子が言うように、ぱく、っとなんて、絶対にできない。そんなこと、恥はずかしすぎる。

　光の態度を見ると、美巳は思い切り頰ほおを膨ふくらませた。

「ひどぉい、光様はぁ、あたしの作ったケーキは、食べられないって言うのぉ？」

「い、いえ！　そういうことじゃなくて……」

　ちらり、と光は、羊子の胸を見た。

「……その、牧もく鷹おうさんの胸に、ぱく、なんていうことはできないってことで……」

　すると、今度は羊子が頰を膨らませた。

「光様、ひど～い。モックの胸が、汚いって言うの～？　モック、泣いちゃおうかな～」

「い、いえ！　その、そういうことじゃなくて……」

　いったいどう説明したらいいのだろうか？

　光は眩暈めまいがした。これは、ケーキの甘い香りのせいだろうか？　だが、クリームとフルーツのそればかりではなく、他ほかにもなんともいえない甘い香りが漂っていて、そのせいなのか、なにやら頭が痺しびれている感じがする。

「じゃあぁ」

　す、と美み巳みの手が伸びてきて、腕をとられた。思わずつんのめってしまい、テーブルに手をついた拍ひよう子しに、ケーキをひとつ潰つぶしてしまい、掌てのひらがクリームまみれになった。飛び散ったクリームが少し制服に付いてしまったが、光ひかるは気にしている余裕はなかった。

（うわ）

　ほとんど目の前、といっていいほどの場所に、羊よう子この胸の頂いただきがあったからだ！

　思わず後ろに下がろうとしたが、できなかった。美巳の腕の力はとても強く、びくともしなかったのだ。す、と美巳の顔が近付いてきて、二人は羊子の体の上で、ほとんど頰ほおを寄せる格かつ好こうになった。
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「……あたしが食べさせてあげるからぁ、光様、あたしのお部屋に行こぉ？」

　甘い声が耳をくすぐる。

　すると、どうして急いでいたのか、それがわからなくなって、それもいいかも、と頭の隅すみの方が、そう考えた。

　すう、と息を吸い込むと、甘い香りがいっぱいに広がる。

　チョコクリームの香りも素晴らしいが、イチゴの香り、それに他ほかのフルーツの香りもはっきりとわかって、それぞれの姿が頭の中で浮かび上がる。

　オレンジにマンゴー、パイナップル。

　それは南国の象徴。

　その風景が、目の前にありありと浮かぶ。南国といえば、リゾート。白い砂浜の向こうに、真まっ青さおな海がどこまでも広がって──

（海！）

　光ひかるは我に返った。

　海──魚──水族館──愛あい、と次々と連想されて、自分がいったいなにをしようとしていたのかを思い出し、足を止めた。

「光様？」

　怪け訝げんな顔で、美み巳みが首を傾かしげる。

「ごめんなさいっ！」

　光は、おでこが羊よう子この胸に付くんじゃないかというくらい深く、頭を下げた。

「那な賀が花はなさんの作ってくれたケーキ、本当にすごく食べてみたいんですけど、今は──今だけは駄だ目めなんです。約束があるから……」

　顔を上げ、光はびっくりしたような表情になっている美巳を見つめた。いつの間まにか、手は離されている。

「……だから、僕の代わりに、食べていいですよ？」

　言って、光は自然に胸の前で手を組んだ──まるで、神への祈りをささげるかのように。

　途と端たん──




　　　　☆




「な、なんですの、これはっ!?」

　白黒のモニターが突とつ如じよ真っ白に輝き、獅しぃ子こはとっさに顔に手をかざした。

　光ひかり自体は強いものではなく、不快なものでもなく、むしろ暖かく思え、本当に温ぬくもりが感じられるような気がする輝きであった。

　初めに思ったのは、《浄じよう化か》の光りでは、ということだった。

　光は、感謝の気持ちを抱いたり、過度の《罪シン》が蓄積されたりすると、《堕落ダウンフオール》するのを留とどめようと自己防衛機構が働いて、心体の《浄化》を行う。

　元は天使であり、その後《堕だ天てん》して《悪あく魔ま神しん》となった、大天使ルシフェル──悪魔神ルシファーこそが、光の正体であり、獅ぃ子たち七人の同居人たちは、人間に生まれ変わった彼を再び地じ獄ごくへ招くために《七つの大罪》を犯させるべくここにいるのだが、元が天使であるせいで一いつ足そく飛とびには行かず、少し《罪シン》を犯しては《浄化》、という僅わずかな罪の蓄積を気長に続けている、という状態だった。

　光ひかるが発する輝きは、天界に属するもので、人間であるとはいえ、はるかに重い《大罪》を秘めた《地獄の使徒ヘル・アポストル》たる獅しぃ子こたちには、恐ろしいものだ。《罪シン》を燃やすそれから身を守るために、獅ぃ子たちの服が身代わりとなって焼けてくれるのでなければ、どうなるかわかったものではない。なので、たとえショーツ一枚であっても服を身に着けていなければ、光の半径五〇メートル以内には近寄らないようにしている。

　でなければ、光に《邪淫ルスト》の《大罪》を犯させることなど、羊よう子こであればどうということはない。それが今もってあのようにまどろっこしい方法でしか誘ゆう惑わくができないというのは、全ぜん裸らのときに、光が《浄じよう化か》の光ひかりを発した場合の恐怖があるからだ。《大罪者》の代わりはおらず、《七つの大罪》がひとつ欠けても、光を《堕落ダウンフオール》させることはできないのだ。

　それを、獅ぃ子──そして、全員がよく知っていた。

　誰だれに教えられたわけでもない。気が付いたら《知って》いたのだ。自分たちが《大罪》を犯すものであり、《地獄の使徒ヘル・アポストル》である、という自覚が芽生えると共に。

　獅ぃ子は指の間からモニターを確認しながら、自分の服を見た。ほとんど制服と化している乗馬服は、歴れき然ぜんとそこにあり、燃え上がってはいない。つまり、いまのは神聖な輝きではなかったということだ。

（では、なんですの……？）

　獅ぃ子は輝くモニターを見た。

　瞳ひとみの奥がちりちりと軽く痛む。だが、輝きは次第に引いていき、再び廊下の様子がわかるようになるのに、そう時間はかからなかった。

（み、美み巳みは、なにをしているんですの!?）

　映し出された光景に、獅ぃ子は目を瞬しばたたいた。眉まゆを顰しかめた。ありえない行為に身を沈めた美巳の姿がそこにあった。

　彼女は、羊子の胸にかじり付いていたのだ。

『いやん♡　ああ～ん♡』

　なまめかしい声を上げながら、悶もだえる羊子の上に覆おおいかぶさるようにして、美巳が彼女の胸をぱっくりと咥くわえている。羊子が体を捩よじるたびに、載せられたケーキが、クリームが飛ぶ。

　それを手で庇かばいながら、光はしかし、完全に戸と惑まどっていると見えた。

　すると、ちゅぽん、と羊子の胸から口を離して、美巳が顔を上げた。口の周りはチョコクリームでべたべたになっており、瞳には異様な輝きが宿っていた。肌の色が、微かすかに灰色がかっている。

『言いつけ通り、あたしが食べるねぇ』

　はぁはぁ吐と息いきの荒い羊子の体の上で、美巳がそう言うのをマイクが拾った。

『光様、ありがとぉ。あ、どうぞ、いってらっしゃいませぇ』

　クリームだらけの手を振り、そうしてそれに気付いた美巳は、ぺろりと指を舐なめた。

「なにをしてるんですのっ!?──あっ!!」

　獅しぃ子こは思わず叫び、両手をついて立ち上がるような真ま似ねをしたために、バランスを崩して椅い子すから落ちそうになった。

（くっ）

　危あやういところでなんとか堪こらえ、半分テーブルにぶら下がるような格かつ好こうになって、それから腕の力だけで体を椅子に引き上げた。こんなとき、棕しゆ櫚ろはもちろん手を貸したりしない。それは獅ぃ子のプライドに泥を塗ることになるとわかっているからだ──もうひとつには、彼女が《怠惰スロース》の《大罪》を持つからということもあるが。

『い、行ってきます……』

　光ひかるの声にはいぶかしむような響ひびきがある。それはそうだろう。さっきまで自分のことを誘っていた少女が、一転、送り出そうというのだ。ぺこぺこと頭を下げながら、光はしかし、これ幸い、とテーブルをくぐり、少し速足に歩き出す。

「美み巳みっ！　早く止めるんですわっ！　光様が行ってしまうじゃないですの！」

「あれじゃあ、聞こえてないから、無理だと思うけどな」

　背中で棕櫚の声がして、獅ぃ子は、わかってますわっ、と返した。そうして、別のモニターに映っている二人の少女、倉くら子こ──鏡かがみ倉子と、巳み和わ──宇う美み野の巳和がいる食堂に通じているスピーカーへマイクを切り替えた。美巳の時間稼かせぎはどういうわけだか上う手まくいかなかった。だが、備えはひとつではない。

「倉子、巳和、光様が──」

　と、後ろから伸びてきた腕が、マイクのスイッチを切った。

　振り返ると、いつの間まに傍そばに来たのか、棕櫚が背中に肌が付くほど近くに立って、ハンサムな顔に微笑を浮かべていた。

「これはちょっともう、やめておいた方がいいよ」

「……どういう意味ですの？」

　獅ぃ子はちらり、とモニターを見た。光は自分たちがいる部屋の前を過ぎようとしている。そうしたら、すぐに階段だ。

　倉子たちは、獅ぃ子の合図で贋にせの火事をキッチンに起こす手はずになっている。贋だから、すぐに消えるので、そのあとには、キッチンの片付けによって、光のさらなる足止めをすることになっている。

　だが、棕櫚の手はマイクのスイッチの上に載せられたままで、再びＯＮにさせるつもりはないようだった。

「いくら手を尽くしても、おそらく光様の足を止めることはできない、ってことさ」

　そう言って、棕櫚は顎あごでモニターを示した。そこでは美巳が羊よう子この肌を舐なめ回している。幸福、といってもいいような顔なのは美巳だけではない。羊子もまた、快感に身を捩よじっているように見えた。

「ボクらは、なんだい？」

「は？」

「光ひかる様と比べて、ボクらはなに？」

「な、なにって……光様を《堕落ダウンフオール》させる者ですわ……」

「だよね」

　棕しゆ櫚ろは頷うなずいた。

「それが、ボクらの役目だ。《堕落ダウンフオール》すれば、光様はボクらにとっては神様になる。あれは、その当然の結果が出たんだと思うな」

　棕櫚の視線は、モニターの中の二人の姿に向けられていた。我を忘れている少女たちに。神様を止めることなどできない。そういうことだろうか？

「けれど──」

「つまり、光様の《堕落ダウンフオール》は順調に進行している、ということさ」

　獅しぃ子この言葉を封じるように、棕櫚は声を重ねた。

「喜ばしいことだね」

「それはそうですけれど、わかっていますの？　このままでは、光様はあの女とのデートに出かけてしまいますわ！　恋ならばいいですけれど、気持ちが愛に変われば、すべておしまいですのよ!?」

　獅ぃ子は、階段を下り始めた光を映し出したモニターを叩たたいた。

『恋』とは《堕おちる》もの。だからいい。けれど『愛』は違ちがう。『愛』は見返りを求めない。それは『恋』とは対極にあるものだ。

　だが、両者は紙一重でもある。

　光自身は気付いていないけれども、彼が白しら鳥とり愛あいに、淡あわい想おもいを抱いだいているのは、間違いなかった。《堕落ダウンフオール》して本性を出した彼自身がそう言ったのだし、キスもしているのだ。

　そんな相手とデートさせるのは、あまりにも危険だ。

「わかってるさ」

　棕櫚は指を離すとスイッチを切り替えた。

「──みんな、作戦は中止だ。今日の光様は止められない。今後のためにもボクらの印象をよくするべく、邪魔はせずに送り出してあげてほしい」

『おい、なんだそれ!?』

　すぐにそう反論を返したのは、玄関にいる久く美みだった。その表情は険けわしい。だが、棕櫚はまったく動じず、唇くちびるには笑えみさえ浮かべていた。

「説明は、獅ぃ子があとでするよ。とにかく、光様に嫌きらわれたくなかったら、言う通りにしてほしいな」

『……わかったよ』

　ち、と久く美みは舌を打った。

　別のモニターでは、倉くら子こと巳み和わが顔を見合わせて、それから頷うなずく。

　やがて、久美の様子が変わった。落ち着かなげになり、慌あわてて髪を手で撫なで付けるようにして整える。すると、そこに光ひかるが映り込んできた。頭を下げ、靴くつを──少しくたびれたスニーカーを履はく。言いつけ通り、久美は力ずくで止めたりしなかった。

　なにより光に嫌きらわれるのが一番怖い。それは、全員がそうだった。

『光様、もう出かけるのか？』

『はい、行ってきます』

　にこやかに言って、ぺこりと頭を下げる。声が弾はずんでいる。そこには、素直に送り出してもらえることの嬉うれしさが滲にじんでいる。

　光がモニターからフレームアウトし、ドアの開く音、そして閉まる音が聞こえると、久美が恨うらみがましそうな視線をカメラに向けてきた。

『……説明しろよ？』

「上がってきてくれるかな？　ああ、キッチンの二人も。──大だい丈じよう夫ぶ。光様は見失わないさ。人を付けてるんだろ、獅しぃ子こ？」

「もちろんですわ」

　光には《ヴィーナス・グループ》の雇やとっているプロがここを出た瞬間から張り付き、逐ちく次じ連絡が入るようになっている。

　棕しゆ櫚ろはマイクのスイッチを切ると、獅ぃ子に向き直った。

「それで？」

　と獅ぃ子は、この友人の瞳ひとみを覗のぞき込んで訊きいた。

「まさか、このまま放ほうっておくつもりではないのでしょう？」

「当然」

　棕櫚は微笑ほほえんだ。

「デートはぶち壊すよ。ただしそれはボクらの手でじゃない。その上で、光様をその気にさせるプランがあるんだけど──聞く？」

　その気、というのは、おそらくは生徒会長選挙のことだろう。

　あの、人と争うことが嫌いな光がどうすればそんな気になるのか、悔くやしいが、獅ぃ子にはそのプランはなかった。

　教えを請こうのは、自分の《大罪》──《高慢プライド》が激しく拒否反応を示していて、胃がすごい力でねじられたが、それを耐えてでも聞かねばなるまい。

（光様のためですわ）

　その一点のためだけに、獅ぃ子はもろもろの感情をねじ伏せた。

　獅しぃ子こは腰の位置をずらして背を伸ばすと、できるだけ尊大に腕を組んだ。

「──いいでしょう。聞いてさしあげますわ」
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　扉の裏側に付いた大きな鏡に映った自分を見て、愛あいは、今日、何度目かも忘れた、大きなため息をまたついた。あまりため息ばかりついたものだから、肺が痛くなってしまい、上げ下げを繰り返した肩の筋肉が、鉄のように硬くなってしまったくらいだ。

　いまどき、中学生の肩こりなど珍しくもない。

　昔は全然そんなことはなかった、という。『生活習慣病』と呼ばれる病気の幾いくつかに、早い場合は小学生の内からかかる場合もあるのだから、肩こりくらい普通だ。パソコンを使った授業のあとなどは、クラスの女子たちで肩を揉もみ合ったりするくらいである。

「……はあ」

　明日はそのパソコンの使用説明があるのだということを思い出して、もう一度、愛はため息をついてしまった。携帯電話は使えても、パソコンは怖くて駄だ目めなのだ。あの、ぽーん、という音とエラーメッセージが出てくると、パニックを起こしそうになる。

　だが、仕方がない。

　千ち代よ神がみ中学の生徒会選挙は、立候補者の受付も登録もパソコンでやらなくてはならず、それは愛の仕事になってしまったのだ。

　──なんだというのだ、まったく。うっとおしい奴やつだな。

　天てん井じようの辺りからそんな声が聞こえて、愛は少しだけ頭を動かして鏡に《彼》を映した。

　空中に浮いているのは、どういう骨の構造をしているのか、大きな白い翼つばさを畳たたんで胡坐あぐらをかいた尻しりの下にクッションのように敷いた、若い男である。白い、ゆったりとしたギリシャ風のローブのような服を着ていて、肌も白いので、なにやら白尽づくめという印象である。髪はブロンドではあるが、色は薄うすいので白く見えないこともない。鼻筋はすっきりと通っていて、ハリウッドの俳優のような白人の顔立ちなのは、自分の抱いているイメージなのだろうか、と愛は思った。

　男は人間ではない。

　その正体は、大天使《ラファエル》──と、本人は名乗っている。元は天使であった《ルシフェル》──つまり、光ひかるの堕だ落らくを防ぐべく、愛の下へと光こう臨りんして、あれこれとアドバイスというか……あまり役に立たない、勝手なことばかり言っている。

　──聞こえたぞ、愛！

　うひゃ、と愛は首を竦すくめた。天使は愛の考えを勝手に読めるのだ。一時は、音信不通になったりもしたが、いまはまたちゃんと再開していて、気を抜くとつい読まれてしまう。きちんと心を閉ざしておけばよかった、と思ったがもう遅い。

「じ、冗談ですよ、天使様。やだなあ」

　鏡越しに、愛は作り笑いをした。

　──噓うそをつけ。

（噓です）

　聞こえないように考えながら、愛あいは振り返った。そんなことはお見通しだ、という顔をして、天使は見下ろしていたが、それ以上の追及はなかった。

　──まあいい。で？　なにをうっとおしいため息をついていたのだ。

「なにって！」

　愛は、腕を広げて見せた。

「これですよ、これ！」

　──これ？

「わかんないんですか？　本当に？　見てくださいよ、この格かつ好こう！」

　もっとよく見えるように、と愛は、腕を組んで首を傾かしげている天使に向かって、胸を突き出して見せた。襟えりの合わせが、ぴん、と張る。

　──制服だな。

　と、天使は言った。言った、といっても、声は音として聞こえるわけではない。頭の中に直接に響ひびいてくるような感覚だ。

「……そうですよ」

　唇くちびるを尖とがらせて、愛は言った。そうだと認めてしまうと、なんだか悲しくなってきて、油断をすると涙がじわりと浮かんできてしまいそうだった。

　──昨日選んでいた服が全部、気に入らなかったのか？

「違ちがいますよ！……だって、光ひかる君が、今日は制服で行こうって言うから……」

　愛は、スカートをぎゅっと握った。

　そうなのだ。

　昨夜ゆうべ、服をほとんど決めてから、明日のことをいろいろと想像して、にへにへしていたら、光からメールが入った。うきうきとして開くと、そこには、

《明日は学校の代表として行くんですから、制服じゃないと駄だ目めですね》

　と書かれていて、愛は急きゆう転てん直ちよつ下か、翼つばさをもがれた鳥のようにまっさかさまに落ち込み、それがいまのいままで続いているのだ。

　それは、実際に制服を着て鏡の前に立つといや増した。昨日の数時間にわたる服選びが、まったくの無む駄だになってしまったことを思い知らされて。せっかく、素敵な秋らしい服装に決まったというのに。

（制服じゃ、いつもとおんなじだもん……）

　学校公認で出かけられることなどめったにない。それに、おそらくはいつもべったりな美み巳みと久く美みも、今日は付いてこないはずだった。なぜなら光にとって今日のことは『公務』だからだ。学級委員の仕事である以上、二人が──ましてや、他ほかの少女たちが付いてくることを認めることはないと思えた。

　手伝う、と言われても断るはずだ。そもそも手伝ってもらう事柄がない。とくになにかを運んだり、持っていったりするわけではないのだ。

　これが私用だったら、あの七人はきっと付いてくるに違ちがいなかった。彼女たちが天使のことに気付いているかはわからなかったが、自分が敵視されていることを、愛あいは知っていた。それが《恋》のライバルとしてなのか、光ひかるの《堕落ダウンフオール》を邪魔する存在としてなのかは、不明だが。

　──別に制服でもかまわないだろう。

　そんなことは大した問題ではない、と言わんばかりに天使は青い目の上の片方の眉まゆを、大おお仰ぎように上げて見せた。こういうところは、やはり人を超越した存在だ、と愛は思う。女の子の気持ちというものが、少しもわかっていない。

「天使さま、わかってない」

　愛はゆっくりと首を振った。

「好きな男の子とお出かけするんですよ？　可か愛わいい格かつ好こう、したいじゃないですか！　並木道に積もった落ち葉が作り上げたシックな模も様ようを写し取ったみたいな、秋らしい素敵なお洋服で迎えに来てくれた光君の前に立つと、光君は目をちょっとだけ丸くして、『なんだか……感じが違いますね？』とか言って、そしたら、わたしはちょっといたずらっぽく微笑ほほえんで『そう？　どこが違う？　変？』なんて訊きくんです。そうしたらそうしたら光君は『い、いえ！……制服じゃない白しら鳥とりさんとは、あんまり逢あったことないから……素敵です』、なあんて！」

　愛はくねくねと身を揉もんだ──が、すぐにがっくりと肩を落とした。

「……そんな楽しいことを想像してたのに……制服じゃ……制服じゃ……まったく、いつもとおんなじですよ！　こんなのってあり!?」

　──うざい。

「は!?」

　──い、いや、なんでもない。

　天使は大きく咳せき払ばらいをした。

　──まあ、いいではないか、服など。

「よくないですよ！　いま説明したじゃないですかっ！」

　──脱いでしまって裸はだかになれば同じことだ。

「!?」

　一瞬で、愛は自分の頰ほおが、火傷やけどをしたかのように熱くなるのがわかった。どっくんどっくんと胸の下で心臓が激しく自己主張を始めたが、そんなことにはまったく気付いていないかのように、天使は平然としている。

　──服など必要ない。白鳥愛、神かみ代しろ光を《堕落ダウンフオール》から救う唯ゆい一いつ確実な方法はなんだ？　私はなんだと教えた？　言ってみろ。

「そ、それは……」

　愛は言い澱よどんだ。きっといま、自分は真っ赤になっている。とても、女の子の口から言えることではない。しかもこれから光ひかるに逢あうというのに！

　──どうした、言ってみろ！

　ぶわ、と天使はクッションにしていた翼つばさを広げた。巨大なそれに窓からの光ひかりが遮さえぎられ、部屋が薄うす暗ぐらくなる。

「そ、その……」

　──言ってみろ！

　頭の上の《天使の輪》が輝いて影を落とし、顔が見えなくなる。愛あいは、ごくりと唾つばを飲み込んだ。ちょっと、怖い。

「ち、契ちぎる……こと、です……」

　小さな声で、愛は答えた。

　そうなのだ。

　光を《堕落ダウンフオール》から救う方法──それは、七人の《地獄の使徒ヘル・アポストル》の手によって彼が《七つの大罪》に身を染める前に、愛が《契る》こと、と天使は言うのだ。

　──声が小さーい！

　天使は号令のように声を張った。

　──もう一度！　神かみ代しろ光を《堕落ダウンフオール》から救うには!?

「ち、契ることですっ」

　愛はできるだけ、けれども、部屋の外には聞こえないくらいの声で言った。

　もしも両親に聞かれたら、しどろもどろになってわけのわからない説明をしなくてはならなくなる。たとえば……そう、憶おぼえた英単語を書いた紙を、甘えを断ち切るためにはそれを千切ること、と気合を入れ直していたのとかなんとか。なにしろ天使の声も、姿も、愛にしかわからないのだから。

　──そう。つまり《セックス》だ！

　ぐ、と天使は拳こぶしを握った腕を立てる。

　あまりに露ろ骨こつな言い方に、愛は耳を塞ふさぎたくなった。あまりにも熱くなって、顔は本当に燃え上がってしまいそうだ。

　愛も一四歳。

　友達がそういう体験話が載っている雑誌を学校に持ってきたのを見たこともあるし、両方が同じ意味で、することは一緒なのは知っている。けれどもそれは究極の秘密のことで、こんな風にはっきりと口にするなんてことは──ありえない！

　──わかっているのか!?

　ぎらり、と天使の両目が輝く。

　──さあ、言ってみろ！　さん！　はい!!

　音楽の指揮をするように、指を振る。

「言えるかあっ！」

　愛あいは傍そばにあったクッションを引っ摑つかむと、それを投げ付けた。

　もふっ、と見事に顔に当たる。するとそれは、そのまま天使の顔に引っ付いたまま落ちてこなかった。天使は振り上げた手をそのままに固まっている。

　はっ、と愛は我に返った。

　確かにいまのはセクハラだしセクハラだしセクハラだが、相手は天使である。しかも、光ひかるを《堕落ダウンフオール》させないために来ているのだ。いやらしいことを言わせて、恥はずかしがらせようなどと考えているはずはなかった。

「ご、ごめんなさい……大だい丈じよう夫ぶですか……？」

　するとクッションは、ずるり、と下がった。その向こうに、恐ろしい形ぎよう相そうの、それこそ、とても天使とは思えないような顔が現れるかと愛は身構えたが、表情は平へい素そと変わらなかった。

　──なんということはない。

　天使は広げた翼つばさを畳たたみ、ハンカチの代わりのようにその端で顔を拭ぬぐった。翼は再び足の下にしまわれてクッションに変わる。

　──おまえの羞しゆう恥ち心しんが弊へい害がいとなっているようであったから、それを取り除いてやろうと、慣れさせるためにまずは言葉から、と考えたというのに、それを足あし蹴げにされたからといって、私は決して腹を立てたりはしない。なにしろ天使なのだからな。

　噓うそだ、と愛は気付いた。

（思いっきり不機嫌だよー）

　もう、結構な付き合いだ。もしかしたら表情筋がないのだろうか、と思うほど、ほとんど無表情な天使だが、目を見ればどんな気持ちでいるかぐらい、愛にもわかるようになっていた。

「ご、ごめんなさい……だけど、頑がん張ばりますから。ほ、ほら、お洋服を頑張って選んでいたのだって、その……つまり、最後の手段のための準備、っていうか、だって、わたしたちまだ、恋人同士にもなっていないし……」

　──神かみ代しろ光は案あんの定じよう、おまえの一世一代の告白を、綺き麗れいさっぱり忘れていたしな。

（う……）

　愛は思い出しただけで、穴を掘って壁かべに埋まりたくなった。

　天使の言う通りである。

　少し前、文化祭の後夜祭で愛は、《堕落ダウンフオール》しかかった光を救う際に、質問をされてつい、光に恋心を打ち明けてしまっていた。さらに、そればかりか、そのまま首に腕を巻きつけて、大胆にも自分からキスを仕掛けてしまったのだ！

　とはいえ、光とのキスはそれが初めてではない。その前にも渋しぶ谷やで、その時は光から強引に唇くちびるを奪うばわれたことがある。

（光君は憶おぼえてないけど……）

　キスをしたその二回とも、光ひかるは《堕落ダウンフオール》しかかっていて、悪あく魔ま神しん《ルシファー》としての性格の方が表に出ていたために、本当の、天使のような光の性格は奥の奥に押し込められてしまっていたので、その間の記憶が一いつ切さいないのだ。とはいえそれは、二重人格、ということではないらしい。《浄じよう化か》作用が起こって《罪シン》が洗い流される際に、一緒にその間の記憶も流れていってしまうということらしいのだ。

　では、二人の関係にまったく変化がないのかといえば、それは違ちがう。

　いくら《浄化》をしても、ほんの僅わずかだが《罪シン》が残るのと同様、キスの感覚、そういう関係になった、という感じは残るのか、光の態度にはなんとなく《恋心》が滲にじんでいる──気がする愛あいだった。

　事実、仲は近付いている気がする。

　二人の性格同様、とてもゆっくりした歩みだけれども。着実に。

　なによりあの七人を相手にしても愛が頑がん張ばれるのは、光が自分のことを好きだということを知っているからだった。キスと同時に、二度、愛は光から告白を受けていた。どちらも《堕落ダウンフオール》中の光からであったけれども、光の気持ちには違いない。

「……いーんです。ギクシャクするよりはずっとましだし」

　そんな負け惜おしみを言ってみると、胸に一いち抹まつの寂しさの風が吹いた。

　──で、いつ契ちぎるのだ？

　真ま面じ目めな顔で、天使は言った。いつでも彼は大真面目である。

「まだ先ですってば。だって、手だって握ってないし……」

　──ならばさっさと握れ！　うむ、ちょうどいい。今日にしろ。水族館にいったら手を握り、抱きしめ、唇くちびるを奪うばえ。神かみ代しろ光もあんなでも男の子だ。女の子にそこまでＯＫサインを出されれば、《邪淫ルスト》の《罪シン》に背中を押されておまえの事を押し倒すかもしれん。その時は──わかっているだろうな？

「な、なにがですか？」

　──しらじらしいぞ！

「だ、だだだだって──」

　言葉を重ねようとすると、天使が腕を組んだまま、ず、と前かがみになった。それだけで、体はずっと遠くにあるのに、目の前に顔がある気がして、愛は息を吞のんだ。

　──よいか、白しら鳥とり愛。

　その声はいつもの天使のそれと違って、天で轟とどろく雷らい鳴めいのようだった。

　──私はおまえの恋を成じよう就じゆさせて愛へと変換させるためにここにいるのではない。目的は神代光の《堕落ダウンフオール》の阻止、そして大天使への目覚めだ。我々は、神代光を地じ獄ごくに落とさない、という点で一致している。だが、他ほかもそうなのか？

　答えられず、愛は鳥肌を立てた。言われれば、確かにその通りなのかもしれないが、そんな言い方はない──と思う。

　うる、と涙が滲にじむのがわかった。

　すると、天使はばつが悪そうな顔になって、背を伸ばして体を元に戻した。

　──すまん、言いすぎた。

「い、いえ……」

　──だが、状況はおまえが思っているほど楽観はできない、と憶おぼえておくのだ。敵は、あの七人の《地獄の使徒ヘル・アポストル》ばかりではないのだ。

　天使の眉み間けんに深く皺しわが刻まれた。珍しいことだった。

「それって……《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を壊した、あの光ひかりの人のことですか……？」

　──そうだ。

　答えてはくれないかと思ったが、天使はそう言った。

　──だが、いまはそれだけしか言えぬ。新しい《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》が遅れているのも、なんらかの妨害があるのだろう、とだけは言っておく。つまり、神かみ代しろ光ひかるを真に守ってやれるのは我らしかいないということだ。おまえと契ちぎれば、神代光は悪あく魔まどもには手が届かなくなる。そのことをよく考えることだ。

　ゆっくりとだが、愛あいは頷うなずいた。

　天使の言いたいことはわかる──が、だからといって、今日これからいますぐに、迎えに来てくれた光を部屋に引きずり込んでそのまま──などというのは、絶っっっ対にできない。

　それがどんなに勇気のいることか、天使にはわからないのかもしれない。

　いままで誰だれにも見せたことのない、自分のすべてをさらけ出すというのは、相手にすべてを委ゆだねるということだ。それは光も同じだからこそ、お互いに時間が必要なのだ。

　でなければそれは、強ごう姦かんでしかない。

　それで光が救われるとは思えなかった。もしも自分がそんな目に遭あったのなら、地じ獄ごくに落ちるのと一緒だと思えた。

　少しずつでもいいから、そこに向かって二人で進む。そのためには、こんな絶好の機会に制服など……ありえない！

　──結局、そこに戻るのか。

　呆あきれたように天使が言ったが、愛は、だって、と唇くちびるを尖とがらせた。

「恋愛に、意外性は大事なんですよ？　制服姿だったら、学校の延長みたいで、デートの雰ふん囲い気きが出ないじゃないですか」

　──だったら、おまえだけでも私服にすればいいだろう。

「そんなこと！」

　愛はますますむくれた。

「光君が、学校の代表だから制服で、って言ってるのに、そんなことできるわけないじゃないですか……私服でなんて出て行ったら『白しら鳥とりさんって、学級委員としての責任の意識が低いですよね。それってつまり人としてのレベルも低いっていうこと？』とか思われたらどうするんですか！　だからわたしは涙を吞のんで……」

　──よくそこまで想像が回るのものだな。

　なんとなく呆あきれたように天使が言ったとき、廊下で、プルルン、と電話の子機が鳴るのが聞こえた。外線ではない。ドアホンの音だ。

（光ひかる君だ！）

　と、愛あいにはわかった。

　すると、いまのいままで感じていた不安は一瞬にして吹き散らされ、胸の中はたちまち期待だけがいっぱいに膨ふくらんだ。我ながら現金なものだとは思うが、弾はずむ気持ちは抑えられない。

　二階の部屋のドアを開けて首だけを出して耳を澄ますと、階下で母が電話に出たのがわかった。両親は共働きだが、今日は日曜日なので二人とも家にいる。

「あ、はいはい。待っててね」

　と母が言うのが聞こえて、愛は光だと確信して、鞄かばんを摑つかんで部屋を出た。冬服である紺色のセーラー服に合わせて持ってもあまりおかしくない（と自分では思う）マロンブラウンのトートバッグである。ワンポイント、デザイン化された栗くりの絵がプリントされている。

　──愛！

　天使の声に振り返ると、彼は自分の翼つばさの上に胡坐あぐらをかいたまま、ぐ、と親指を立てた拳こぶしを突き出して見せた。きらっと歯が逆光なのに輝く。

　──健闘を祈る。勇気を出して押し倒せ！

「しませんっ！」

　もうっ、と呟つぶやいて、愛は乱暴に扉を閉めた。どさ、という音がしたからなにか落ちたかもしれないが、彼が直しておいてくれるだろう。どうせ、この部屋からは出られないのだから。

　天使というのは不便なもので、降こう臨りんしたラファエルは聖せい域いき──今は愛の部屋──からまだ出ることができず、あれこれと指令を送ることしかできない。

　悪あく魔まはそれよりは自由らしいが、やはり直接には光に手を出すことができないので、人間である獅しぃ子こたち《地獄の使徒ヘル・アポストル》を使ってあれこれと《罪シン》の誘惑を仕掛け、光を《堕落ダウンフオール》させようとしているのだということだった。

「まあ、いったいどうしたの!?」

　階段を下りる途中で、ドアを押し開けたらしい母の、そんな驚いたような声が聞こえて、愛は慌あわてた。一瞬で、いろいろな想像が駆け巡る。

（もしかして怪け我がしてるとか!?　車に撥はねられて骨が折れちゃってるとか!?　それともあの可か愛わいらしい顔に大きな痣あざが!?　そ、それはいや!!）

「お母さん！」

　愛あいは階段の最後の三段を飛び降りた。

　が、それが大失敗だったと気付くのに、時間はいらなかった。ぶわ、と翻ひるがえったスカートに視界が閉ざされる一瞬前、その二つの瞳ひとみが捉とらえたのは、目を真ん丸く見開いた光ひかるの姿！

（い、いやあああ！）

　愛は空中でスカートを両手で必死に押さえた。だが、そのせいでバランスを崩してしまい、

　──ごん！

　着地と同時に、階段のすぐ向こうにある壁かべに思い切りおでこを打ち付けてしまった。

（う……痛い……）

　目から星。

　頭頂部からは煙が出た──気がする。

　ぽろり、涙がこぼれた。

　が、それは痛みのせいではない。光にいきなりみっともない姿を見せてしまった、そのことにである。不幸中の幸いは、天使に煽あおられてちょっと素敵なショーツ（獅しぃ子この会社で始めたローティーン向けの海外アンダーウェアのサンプル。広告のモデル料として送ってきた）を穿はいていたことだが、だからといって恥はずかしくないわけではない。

（って……なに気合入れてるんだか、と思われたらどうしよーうっ!!）

　そんなことを考えて、愛は頭を抱えた。

「ちょっと、愛、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　すぐに駆け寄ってきて、母が抱き起こしてくれた。頭がひどく痛いのだと思ったのかもしれない。愛は、平気、と小さく言いながら立ち上がった。

　──馬ば鹿か者もの。

　天使の声がそう頭に響ひびいて、それがまたずきりと痛んだ。彼は部屋から出ることはできないが、愛の五感を通じて情報を得ることができるのだ。

（うう……わかってるけど、そんな言い方ないじゃないですか……）

　じわり、涙で滲にじんでなにも見えない。

　──だが、とりあえずはおまえの望む通りになりそうだぞ？　よかったな。

（どういうことです？）

　──自分の目で確かめるがいい。

　愛は目を瞬しばたたいて涙を落とした。きっと呆あきれている、と思いながら顔を上げて玄関を見──そして、今度は驚きに瞬いた。

「ひか──じゃなかった、か、神かみ代しろ君、どうしたの、その格かつ好こう!?」

　一人のときには少年のことを『光君』と呼んでいるのだが、面と向かっては『神代君』としかいまだに呼べない愛だった。

　その光は、約束通りに学ラン姿であったが、その裾すそやズボン、あと袖そでなどは、どこかでぬかるみにはまりでもしたのか、茶色いなにかがべっとりとこびり付いている。

　おでこの痛みも忘れて傍そばに行くと、なにやら甘い匂においがした。

（……チョコ？）

　女の子が、チョコレートの匂いを間ま違ちがうことなどない。これは、間違いなくチョコレートだ。それも極ごく上じようの。問題は、どうして光ひかるからその匂いがするかということだ。しかも、こんなにもはっきりと濃く。

　すると光は、ちょっと困ったような、あのいつもの笑顔を浮かべた。

「やっぱり匂います……？　実は、出がけに、那な賀が花はなさんの、その……ケ、ケーキを見せてもらっていたら、ちょっとクリームが付いちゃって……着替えようにも、制服はこれ一着きりだし、遅刻しちゃいそうだったから、そのまま来ちゃったんです……」

　呆あきれるよりも強く、嬉うれしさがこみ上げて、愛あいは微笑ほほえんでしまいそうになった。光は遅刻をしないよう、こんな格かつ好こうのまま、駆け付けてくれたのだ！　チョコレートごと、食べてしまいたくなる。

（って、なに考えてますか、わたし！）

　びしい、と自分で自分に突っ込みを入れて、愛は真っ赤になった。

　──ふふふ、やっとその気になったか。

　天使の声が、そう追い討ちをかけてくる。

（ちちち違いますっ！）

　なんだろう、と小首を傾かしげる光の視線に囚とらわれながら、愛は天使に向かって否定した。

　──だろうな。だがこれで、おまえの望むようになった、というわけだ。

（え？）

　──いくらなんでも、その格好で行くわけにはいくまい。恥はじを搔かくぞ。おまえの服を貸してやるのだな。神かみ代しろ光なら、おまえの服も着られるだろう？　良かったな。これでおまえも、お気に入りの服が着られるというわけだ。

（あ──）

　愛は、ぱっ、と目の前が明るくなった気がした。

　天使の言う通りだ。

　これで、おしゃれができる。無む味み乾かん燥そうな、個性を殺して型に押し込めて、生き方もなにもかも決めてしまうその第一歩として存在する──らしい、制服姿ではなく、あれこれ悩んでようやく決めた服で、デートができる！

　愛はこの喜びを表現するために、ここでくるくると回りたかった。もちろんしないが。けれど、この幸運はやはり、天使が味方に付いていてくれる、そのおかげだろうか？

　──気を抜かぬことだ。禍か福ふくはあざなえる縄なわのごとし。人生における、幸福と不幸の総量は決まっている。良いことがあれば、悪いことがあるぞ。

　愛あいは少しだけ、むっとした。水を差される、とはこのことだ。

　が、すぐに、浮かれていては足元をすくわれるかもしれない、と、気を引き締めた。

　悪あく魔まっ娘こたちは邪魔をしようとしたらしいが、ひとまずは失敗した。那な賀が花はな美み巳みのケーキというのは光ひかるを遅刻させるための妨害工作だったのだろう。

　だが、それで諦あきらめるはずはない。

　──わかってます、天使様。気を付けます。

　そう伝えながら、愛は咳せき払ばらいをひとつして、光に微笑ほほえみかけた。

「か、神かみ代しろ君、その格かつ好こうじゃあ、水族館の人に失礼だし、着替えていこ？　わたしの服、貸してあげるから」

　ゴホッ、と咳せき込む声がリビングから聞こえた──父だ。えほん、おほん、とわざとらしい咳が続く。がさごそと新聞を開いたり畳たたんだりする音も。夕刊が届くにはまだ早いし、朝刊を読むには遅すぎる。

　愛が首を捻ひねりながら母を向くと、くすくすと笑っていた。

「なに？」

「ん？　可か愛わいいなあ、って思って」

「神代君が？」

　思わず言ってしまってから、愛はハッとして彼を見た。男の子で、可愛い、と言われて喜ぶ子は少ない。だが、光は別段気にした様子もなかった。

「お父さんよ」

　と母は小声で答えたが、愛にはどこが可愛いのかはさっぱりわからなかった。それはまあ、冬眠から覚めたばかりの熊みたいだとは思うけれども。

「でも、神代君も可愛いから、愛の服も似合いそうね」

「そ、そんな……」

　光は照れたように首を振った。

「お母さん、出かけてる間に、制服、クリーニングに出しておいてくれる？」

「ええ、わかったわ。じゃあ、神代君、とりあえず脱ごっか」

「い、いえ……いいです……」

　光は少しあとずさって首を振ったが、愛はその袖そでをしっかりと摑つかんだ。自分としては、これまでにないほど勇気を振り絞しぼった結果だ。

「わたしたち、学校の代表でしょ？　その格好じゃ……」

　光はやっと自分の姿を見下ろした。

　愛は、袖を摑んだまま、けれど、決して急せかすようなことはせずに、ただ待った。

　ありきたりな話だが、それは、ほんの数十秒のことだったに違ちがいない。けれども愛には、何分にも感じられた。

　やがて顔を上げた光ひかるの顔には、すまなそうな色が浮かんでいた。

「わ、わかりました。そうですよね……それじゃあ、すみませんがお借りします」

　膝ひざを合わせて深々と頭を下げた光の、その黒々とした髪の毛に輝くキューティクルが作る《天使の輪》を見ながら、愛あいは心の中で、きゃあ、と喜びに叫んだ。




　　　　☆




　目的の水族館に最も近い駅は、都営大おお江え戸ど線の都と庁ちよう前まえ駅だったが、あいにくと大江戸線の駅が二人の家の近くにはないため、いつものようにＪＲ中央線を使って新しん宿じゆくまで出、あとは歩きとなった。

　日曜日でなくとも新宿はいつも人が多いが、それでも西口──都庁側は、アルタや歌か舞ぶ伎き町ちようのある東口に比べれば年齢層も高く、落ち着いた雰ふん囲い気きがある。

　だがそれも、都庁に近付くにつれて変わった。

　カップルや家族づれが次第に増えていき、新宿中央公園にたどり着く頃ころには、道路を渡る橋の上に列ができるほど、人であふれていた。

　数ヶ月前にオープンしたばかりの水族館──『メトロハートアクアリウム』は、都庁の西側にある新宿中央公園の地下に作られた巨大水族館である。地上に緑、地下に海、という、地球の縮しゆく図ず、というオーバーなコンセプトの下に建造されたここには、地下五階分の深さの巨大水すい槽そうがあって、そこでは驚くべきことに、ホオジロザメが飼育されている。

　その体長、五メートル。

　沖縄や大阪にいるジンベエザメよりは小さいが、ホオジロザメは人食いザメとおそれられる凶きよう暴ぼうな種である。これを間近で見られるとあって、連日、行列ができるほどだということは愛も光も知っていた。

　新宿中央公園と同じ広さの敷地面積があるほど大きいのに、今日も入場制限がかかっているらしく、虹にじの橋、緑の橋、共に列は都庁脇わきの道にまで伸びて、物々しい格かつ好こうをした警備員が列の整理に当たっている。

　それを、まだ列に加わる前のずっと後ろから眺めて、愛は息をついた。

「すごいね……」

「うん……」

　光も、驚いたように呟つぶやいた。

　確かに、混こんでいる、と聞いてはいたが、ここまでとは思わなかった。この様子では、入場する頃ころには日が暮れてしまいそうだ。そんなことになったら、なにも見ずに家に帰ることになってしまう。七時までには帰るように、と出がけに言われた愛なのだ。

（せっかくのデートなのに！）

　本当はそうではないのだが、愛あいは泣きたくなった。

（頑がん張ばって並んだのに、目の前で閉館になって、このままなんにも見られなくて、ただ疲れて、それでお終しまいになったりして、光ひかる君に『ちっ、段取りの悪いつまらない女』とか思われて、もう口もきいてもらえなくなったりしたら……どどどどどうしよう！）

　──妄もう想そうはやめんか。

　天使の冷静な声が頭の中に響ひびいて、愛は、暴走して遠くへ行きそうになる想像を、なんとか引き戻した。

　──おまえは一般入場者とは違ちがう目的で来たのだろうが。列に並ぶことはない。約束もあるのだろう？　ならば館の人間に言って、入れてもらえばいい。

　素晴らしい考えだった。

　確かに水族館の館長に、先生がアポを取ってくれている。約束の時間まで、まだ二〇分ほどあるが、この列に並んだところで時間までには絶対に中に入ることはできないだろう。

（天使様、すごい！）

　本当に感心してそう言ったのだが、

　──あたりまえだ。

　天使は、謙けん遜そんもなにもなくそう言った。

　──この状況では、橋を渡るのは難しいだろう。別のルートから行くがいい。

（はい）

　──あと、だ。

　なにやら天使の声に意味ありげな様子が滲にじんだ。

（なんですか？）

　──いい機会だ。愛、神かみ代しろ光の手を握ってしまえ。

「はあ!?」

　どうしていきなりそういう話になるのかわからず、愛は思わず声に出してしまい、慌あわてて口を閉じたが、すべてはあとの祭りだった。

　周りの人が怪け訝げんな目で振り返って見つめてくる。それはまだいい。まだ耐えられる。だが、光にまで、どうしたのだろうこの人は、といった感じの目で見られるのは──

（し、死んじゃいたい……）

　愛は泣きたくなった。

　──そんなことでいちいち死んでいたら身がもたぬぞ？

（うう……）

　顔から火が噴ふん出しゆつしそうだ。

　──おかしな奴やつだ。

（天使様に言われたくないですっ！）

　少し涙目になって、愛あいは心の中で怒ど鳴なった。

　すべてこのおかしな状況のせいだというのに、天使にはその自覚がまったくない。おそらく指摘したところで直らないだろうが。

　──なにやら癇かんに障さわるが……まあいい。いい機会だと言ったのは、この状況のことだ。この混雑ぶり。いかにも迷まい子ごが出そうではないか。迷子とは、親や保護者と離れてしまうことで起こる。迷子にならないためには、離れなければいい。そのためにはどうする？　ところで、神かみ代しろ光ひかるは、いかにも迷子になりそうではないか？

（あ……）

　愛はやっと、天使の言わんとすることがわかった。なるほどそれなら自然だ。口実が立つ。それに、別に付き合っているわけでもないクラスメートと、握手などではなく手を繫つなぐなどということは、ほぼ、ないことだった。

　──どうだ？

　愛は、心の中で頷うなずいた。勇気を振り絞しぼって、提案してみるだけの価値はある。

（うん！）

　気合を入れ、愛は光を振り返った。光は、ちょっとだけ、驚いたような顔になる。

「か、神代君っ！」

「は、はい」

「そ、その──と、とりあえず、あっちに行こう？　ね？」

　愛は、大きなビルの建っている方角を指して、微笑ほほえんだ。が──

「だいたーん」

「最近の子供はこれだよ……」

「えんこう？」

　といった呟つぶやきが次々と聞こえて、愛は自分の指がなにを指しているかを見た。

「あっ！」

　それは、ホテルだった。もちろん歌か舞ぶ伎き町ちようにある、カップル向けのブティックホテルではなくて、高層建築の一般的なホテルである。

　とはいえ、ホテルはホテル。

　──うむ。とうとうその気になったか。

　天使の声が響ひびいて、愛の頭の中は一瞬で真っ赤になった。

「ちちちちちちち違ちがうっ！　違うの光君っ！　そうじゃないの！　こここれは、あそこに入ろう、とかって意味じゃなくて、ただあっちの方に行こう、ってそういうことが言いたかったのであって、本当に違うったら違うの！　大体今日はそんなお金持ってきてないし──って、ちちち違うよ!?　じゃあお金があったら行くんだ、とかそんなこと全然ないから！」

「はあ……」

　なんのことだかさっぱりわからない、といった光ひかるの様子に、周囲でどっと笑いが起こる。

「う、うわーん！」

　囃はやし立てるように口笛を吹く者、下品な指の仕し草ぐさをする者たちの輪から、愛あいは逃げるように速足でその場を離れた。

「かれしー、ほら、はやくおいかけないとー」

　そんな声が聞こえる。

　体中が燃えるように熱い。恥はずかしくて息が詰まりそうだった。このままどこまでもどこまでも走って、心臓が破は裂れつするまで走ってしまいたかった。

　だが、それは叶かなわなかった。

　ぐ、と誰だれかに腕を摑つかまれて、中央公園北交差点に着く前に、逃亡は終わった。

「し、白しら鳥とりさん……」

　喘あえぐような息の下でそう自分を呼ぶ声に、愛は振り返った。

　もちろん、そこにいたのは光。

　彼は肩で息をしながら、微かすかに頰ほおを高潮させた顔で微笑ほほえんだ。

　きゅん、と胸が甘く締め付けられる。

「ど、どうしたんですか？」

　説明などできない。そんな恥ずかしいこと、不可能だった。なので、

「ごめんなさい……」

　と謝ることしか、愛にはできなかった。

「なんでもないの。ちょっと──」

　──走りたくなった、と言え。

「あの……走りたくなっちゃったんだ！　あははは……はは……」

　なんて言い訳！

　愛はますます顔が赤くなるのがわかった。勢いで、思わず天使のアドバイス通りに言ってしまったが、これではちょっと危ない子だ。とつぜん走り出したくなって、その欲求が抑えられないなどというのは！

　もしかしたらこの天使、本当は光との仲を邪魔しにきたのでは──などという邪じや悪あくな考えが浮かびそうになるのを、愛は無理やり抑え込んだ。

「う、ううん、冗談。そうじゃなくて、ちょっと人ごみに酔っちゃって」

「え、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　本気で心配をしてくれている顔に、愛は今度は、ちくりと胸が痛んだ。

「う、うん……もう平気。走って、澱よどんだ空気も肺から抜けたから」

「それは、よかったです」

「うん」

　と頷うなずいて、愛あいは呼吸を整え、そして、ハッとした。気が付けば、光ひかるはまだ、愛の手を摑つかんだままであった。彼も気付いたのか、慌あわてて放そうとしたが、今度はそれを、咄とつ嗟さに愛の方が握っていた。

「…………」

「…………」

　とても熱い。自分の手も、光の手も。意志を伝えるように、愛は指に力を込めた。光の掌てのひらの感触が、熱が、はっきりとわかる。

「……は、はぐれると、いけないから……」

　勇気と共に、搾しぼり出すように、愛は言った。そんなの、子供じゃないんだから大だい丈じよう夫ぶ、とふりほどかれても仕方がない。そうなったら、そうだよね、と微笑ほほえめばいい。だが──

「！」

　きゅ、と光の、同年代の男の子に比べると小さな手が、明らかに握り返してきて、

「うん」

　と小さく彼が呟つぶやくのを、愛は、はっきりと聞いた！
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（ああ、神様!!）

　ぱあっと光りが射さし、りんごん、と鐘が鳴り、ハレルヤが響ひびいた。

　手を握られたくらいでこんなに幸福な気持ちになってしまうのだったら、その先に進んだらいったい自分はどうなってしまうのか、愛あいは少し怖くなった。

　──キスはしただろう？

　天使の声がする。

　確かにそうだ。一度は光ひかるから、もう一度は自分から、してはいる。けれどそれは、《堕落ダウンフオール》した光であって、自分が好きになった、この優しい光ではない。手を繫つないだだけでこんな幸福な気持ちになれるのなら、この優しい光に抱きしめられたり、キスをされたりしたら、それだけで死んでしまうかもしれない。

　──それは困るな。

（もう！）

　人の独り言にまでいちいち突っ込まないでほしい。だが、おかげで少しだけ頭が冷えた。幸福感はそのまま残っていたが。

「……でも、どうするんですか？」

　手は繫いだまま、光は列を振り返った。その横顔は、ほんのりとまだ赤い。とても綺き麗れいだ。頰ほおもつるりとして、髭ひげなんか全然ない。実は女の子です、と紹介したとしても、全っ然、違い和わ感かんがない。着ている服は、胸にワンポイント入ったＴシャツに、デニムのジャンパー、下はジーンズである。いずれも愛のものだが、光には少し大きい、というのは悔くやしかった。特にズボン、そのウエストが。

「白しら鳥とりさん？」

「えっ！　あ、うん」

　愛は髪を整えるふりをして、視線をあちこちに泳がせた。あまりに素敵で格かつ好こういいので、つい見み惚とれてしまった。

　──曇くもってるな、おまえの目は。

（ほっといてください）

　くるりと指に髪を巻き付け、愛は心の中で天使に舌を出し、光に対しては微笑ほほえんだ。

「えっと、とりあえず、事務所に行ってみない？　あのまま並んでたら、入れる頃ころには日が暮れちゃいそうだし、そもそも約束の時間に間まに合いそうにないし」

　光は、腕時計を見た。約束の時間まで、一五分を切っているはずだ。初めての待ち合わせには、一五分前に行くくらいがいい、と愛は聞いたことがある。

「……そうですね。そうしましょうか」

「うん！」

　手を繫いだまま、愛は光と並んで歩き出した。

　交差点に向かい、信号が青になるのを待っている間、周りの人に見られているような気がしたが、注意して見てみると、そんなことはなかった。ちらりと見る人もいたが、ほとんどの人は自分たち以外には興味はない様子だった。よく見れば、手を繫いでいるカップルというのは意外と多いことに愛あいは気付いた。

（カップル……）

　自分たちもそう見えるのだろうか？　考えただけで頰ほおが緩ゆるみそうになるのを我が慢まんして、愛は光ひかるの手を引く形で横断歩道を渡った。自分たちと共に渡った人たちは、水族館に向かうわけではあるまい。入るには、橋のところの列に並ぶことが必要だから、公園の緑を楽しもうと思っている人々だろう。

　和なごやかな雰ふん囲い気きが、公園には満ちている。

　かつては新宿中央公園にはホームレスが多くいたが、水族館の建設が始まると共にそうした人々は追い出されて、いまは一人も見かけることはなくなったということだった。たまに住み着こうとする人がいても、二四時間態勢でつめている警備員が、これを許さないらしい。

「右の方みたいですね」

　公園の入り口の案内板を見て、光が言った。頷うなずき、車が一台通れるほどの幅がある道を、公園の奥へと向かった。歩きながら、愛も、そして光も無言だったが、気詰まりは感じない。言葉がない分、逆に光の体温が強く感じられて、心地がよかった。

　だが、それも終わるときがきた。

　五分も歩かないうちに、小さなレストラン、といった雰囲気の、二階建ての建物に着いた。だがそこはレストランではなく、入り口の横には『メトロハートアクアリウム事務所』と看板がかかっている。

　きゅ、と少し力を入れてから、愛は手を離した。名残なごり惜おしいけれども、ここからは学級委員としての役目を果たさなくてはならない。中学生の男女が手を繫つないで現れたら、大人がいい顔をしないことは、愛もわかっていた。

　肩にかけたポシェットを軽く手で押さえて、そこに手紙があることを確認すると、愛は光に頷うなずきかけ、大きなガラスのドアを押した。

「……失礼します」

　ドアは音もなく開いて、建物の中から微かすかに生なま臭ぐさい臭においがした。スーパーの鮮せん魚ぎよコーナーの臭い、といえばいいだろうか。

　突然入ってきた中学生二人の姿に、パソコンに向かっていた女性の一人が立ち上がり、微笑ほほえみながら傍そばに来てくれて、愛はホッとした。『メトロハートアクアリウム』は都営であるから、職員も都の職員といっていいので、多少不安だったのだ。母も父も、時折区役所に行ったときには、帰ってくると必ず文句が出る。

「なにか御用ですか？」

「あ、はい。実は──」

　愛は事情を説明した。すると、その女性は、ちょっと待ってくださいね、と言って机に戻り、どこかに電話をかけ始めた。

　その間に、愛あいは辺りを見回した。

　一〇人ほどいる人たちは、忙いそがしく働いている。

　壁かべには、駅などでよく見かける、この水族館のポスターが貼はられていて、どれにもホオジロザメが可か愛わいらしいイラストで描かれていた。『メトロハートアクアリウム』のマスコットキャラクターである、シロちゃんだ。けれども──人食いザメなので、あまり人気はないらしい。

　テーブルの上には、大きなぬいぐるみも置かれているが、唇くちびるが捲めくれ上がって歯は茎ぐきが剝むき出しになった鋭い歯が怖かった。夜、目が覚めてこれが頭の上にあったら、驚いて飛び上がるかもしれない。

　光ひかるは、と見ると、ぬいぐるみの口にこわごわと指を伸ばしては引っ込めていた。

（か、可愛い……）

　こんなのは反則だ。胸の奥が、きゅん、となってしまう。

「お待たせしました」

　しばらくして女性は電話を終えると、戻ってきて、にっこりと微笑ほほえんだ。

「お話は伺うかがっているとのことです。それで、仔し細さいについて、館長がご説明をいたしますので、こちらへどうぞ」

　そう言って女性は歩き出し、愛は光と共にそのあとを付いていった。が、館長はこの建物にはいないらしい。彼女は、さっき二人が入ってきたドアから外に出て行ってしまったからだ。

　女性はドアを押さえて二人が出るのを待ち、それがすむと、ヒールの踵かかとを鳴らしながらあっという間まに前に出、タイトスカートでよくこんなに、と思えるほどの速足で歩いた。

「展示の方はもう御覧になりました？」

　振り返りながら訊きかれ、愛は首を振った。光も。

　来てみたいとは思っていたが、入場料が中学生でも二〇〇〇円というのは、はっきりいって親とでなければ来られる額ではない。

「じゃあ、ゆっくり見てくださいね。とても迫はく力りよくがありますから」

　女性の声には、自信と、誇ほこらしげな響ひびきがあった。

　そう思える気持ちはわかる気がする。

　週末ともなれば、橋の上の行列は途と切ぎれることはない。開館して数ヶ月を過ぎてもこれということは、人気は本物だということだ。

　この女性がどう開館に関かかわったのかはわからないが、こうして結果がはっきりと形になって見えるというのはうらやましい。

　愛は、ちらり、と光を見た。

　いったい光の《堕落ダウンフオール》がどのくらい進行しているのか、愛にはわからなかった。

　多少、変化は出てきたようには思う。

　以前は、明らかに噓うそだとわかるような理由であっても、頼まれればＮＯとは言わなかったのだが、この頃ごろは、場合によっては断るようになってきた。

　天使はこれを《堕落ダウンフオール》というのだけれども、彼には内緒だが、愛あいは、いまの状態で止まってくれるなら好ましいことだ、と思っていた。

　ようやく、普通の男の子っぽくなってきたというか、どうしても感じてしまっていたもどかしさがなくなったいまの光ひかるは、間ま違ちがいなく、昔の彼よりも格かつ好こういい。

　見つめられていることに気付いたのか、光が振り返ろうとするのがわかって、愛は慌あわてて視線を逸そらした。ここでしっかりと視線を捉とらえて、にっこりと微笑ほほえんで見せたりすることができればいいのだろうが、やはりまだ恥はずかしい。

　やがて、橋から続く行列の先頭が見えた。公園の中央に設置されているチケット売り場で会計を済ませた人々は、二ふた手てに分かれて地下へのエスカレーターに乗って降りていく。普通設置されている、大人二人が並んで乗れる幅のあるものではなく、一人がやっとの幅しかないのは、割り込みや、走ることで起こる事故を防ぐためなのかもしれない。

　愛たちも、女性に導かれてエスカレーターに乗って驚いた。

　長い！

　都営大おお江え戸ど線のエスカレーターぐらい、深く深く降りていく。途と中ちゆう、壁かべに光ひかりの線で描かれた魚の絵が現れて泳ぎ出し、わあ、と声が上がった。といってもそれは、一ひと筆ふで書がき程度の簡単なものであったのだが、それでも皆、リアルな動きに喜んでいる。

　エスカレーターを共に降りていく魚に、愛も目を奪うばわれた。

「すごいです！」

　と言うのが聞こえ、視線を前に戻すと、光が振り返って後ろを見た。

「これなら、クラスの皆も大喜びですね！」

「うん♪」

　愛は頷うなずいた。

　光の言う通りだ。クラスメートの中には既すでにここへ来た生徒もいたが、ほとんどの生徒はまだ、未体験だった。それに予定では、展示を見るだけではなく、いかにして飼育をしているのか、その裏側も見学することになっていた。

　水族館見学は、課外授業の中でも競争率が高く、予定日には五クラスが手を挙げていたが、２─Ａがその権利を獲得できたのは本当に運がよかった。

　一いち応おう、主しゆ旨しを説明して正式に許可をもらうことになっていたが、これはただの『儀式』にすぎない。担任の来くる栖す先生が連絡した段階で、すでに許可は下りているのと同じなのだ。けれども、とんでもない態度をとれば、取り消されることもある。愛は、自分も光も、そんなことにはならない、と知っていた。そんなことになるような態度をとれる性格ではない。

『足元にお気を付けください』

　エンドレスに繰り返す案内の声が聞こえて、愛たちは長いエスカレーターを降りた。振り返って階上を見ると、入り口は他ほかの光ひかりと一緒になってしまっていて、どれがそうなのかはもうわからなかった。

　エスカレーターを降りた人々は、右手の方角に伸びる、洞どう窟くつを模もした通路へと歩いていったが、愛あいと光ひかるは女性職員に促うながされて壁かべの一角に設けられたドアをくぐった。そこは職員専用の通用路らしく、どこにでもある普通の廊下だったが、やはり、ぷん、と魚の臭においがした。臭いを除けば、なんとなく病院の廊下を思い出す。

「すぐですからね」

　こちらを気き遣づかってか女性職員は僅わずかに振り返り、そう言って微笑ほほえんだ。

　愛と光は頷うなずいてそのあとを付いていって、やがて、特に立りつ派ぱでもなんでもない、普通のスチールの扉の前で立ち止まることになった。

　女性がノックをして、

「館長、千ち代よ神がみ中学の生徒さんをお連れしました」

　と言うと、『ど、どうぞ』と、なぜか慌あわてたような声が返った。

　──気を付けろ。

　不意に、天使の声がした。

（なんです？）

　──わからんが、奇き妙みような気配がする。《地獄の使徒ヘル・アポストル》ではないが、近い臭いだ。

　愛は臭においを嗅かいだが、魚さかな臭くささしかしなかった。

　──実際に臭うわけではない！

（えっ、そ、そうですか……）

　そんなやり取りをひっそりとしている間に、女性はドアを開け、二人を中へと通した。

　廊下同様、部屋の中も実にあっさりとしたもので、そこには病院で使うような衝つい立たてが置かれていて、煌こう々こうと灯ともる蛍けい光こう灯とうのせいで、部屋全体がやけに白っぽい印象だった。

　衝立の向こうから、ひょいと男の丸い顔が覗のぞいた。頭は髪が半ば失われて、てら、と輝いている。目め尻じりはくっきりと皺しわが刻まれて、つくろったような笑えみが浮かんでいた。この人が館長なのだろうか？　男の服装はスーツなどではなく、いかにも作業着といったツナギ姿だ。

「ど、どうぞ、こちらへ。ええと……私が、館長の鮫さめ島じまです」

　光がちらりと、ここまで連れてきてくれた女性を見ると、彼女は優やさしげに微笑んだ。

　では、本当にこの男性が館長なのだ。

　愛は光と視線を交かわすと、衝立をぐるりと回り──声を失った！

「あれ？」

　そう呟つぶやいて首を傾かしげ、微笑みを浮かべてソファーに座っていたのは、

「く、黒くろ島しまさん……？」

　であった。

　もしやただの似た人では、と何度か瞬まばたきをしたが、間ま違ちがいはなかった。

　黒くろ島しま竜りゆう一いち──超進学校、私立・帝てい開かい中学の生徒会長で、愛あいが遅い夏風か邪ぜを引いたときには、見舞いにものすごい薔ば薇らの花束を贈ってくれたりした。友人の平ひら山やま綾あや香かは、

『愛のこと、好きなんじゃないの？』

　などと言って人のことをからかうが、本当のところはどうなのか愛にはわからなかった。

　会うのは、文化祭のとき以来である。

　けれども、その顔を見た途と端たん、落ち着かない気分になったのは確かだった。なんとなく後ろめたいような感情が胸の奥で蠢うごめくのは、光ひかるには見舞いのことを言っていないからだろうか？

「久しぶり」

　竜一は愛を、そして光を見た。

　途端、光の表情が微妙に曇くもった。これは、彼にしてはとても珍しいことだった。その表情には微かすかに、嫌けん悪おのようなものが交じっていると見えたからだ。少なくとも愛はこれまで、光のそんな顔を見たことが、記憶にはなかった。

　この二人は、文化祭の後夜祭で勝負をしている。それが原因だろうか？　内容は『大食い』で、勝負は光の負けだった。なにかをかけたとか、そういうことがあったのかどうか、愛は知らなかったが、あのあと後夜祭は光が《堕落ダウンフオール》したために滅め茶ちや苦く茶ちやとなり、勝負そのものは流れたと千ち代よ神がみ中学側では考えている。

「失礼します」

　そう言って、案内をしてくれた女性は、館長が多少つっかえながら、ああ、と答えるのを聞くと一礼して出て行った。

　そうして部屋に四人きりになると、館長はなぜか、落ち着かない様子で愛と光に向き直った。目はきょろきょろと動き、手は耳を搔かいたり、顎あごに触れたり、少し苛いら立だってしまうくらい、せわしない。

（天使様、天使様）

　愛は、ラファエルに呼びかけた。

（さっき言っていた、奇き妙みような気配って、どっちですか？）

　どちらも可能性がある、と愛には思えた。

　このタイミングで竜りゆう一いちがここにいることが偶然だと考えるのは無理がある気がしたし、館長は館長で、訪問があるということは、前もってわかっていたはずなのだから、この動どう揺ようっぷりはおかしい。

　──わからん。

（は？）

　まったく役に立たない答えである。

　──拡かく散さんしてしまっている。どちらかについていた《地獄の使徒ヘル・アポストル》の気配が、部屋全体に散ってしまった。どちらが持ち込んだのかは、わからん。とにかく用心しろ。《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》はないのだからな。

（わかってますよ）

　そう言って、愛あいはもう一度、館長と竜りゆう一いち、二人を交互に見た。

　だが、天使にわからないものが自分にわかるはずもなかった。それに、いつまでもこうしているわけにもいかない。

　愛はポシェットの口を開けて、中から来くる栖す先生から預かった手紙を取り出すと、館長を向いて、しっかりと頭を下げた。光ひかるもそれに倣ならう。

「初めまして。あの、わたしは千ち代よ神がみ中学２─Ａの学級委員で、白しら鳥とり愛といいます。それで、こっちが神かみ代しろ光、君といって、学級委員です。それで今日は、社会科見学のことでお伺うかがいしました。ええと、これが担任の来栖先生から預かってきた手紙です」

　愛は手紙を差し出した。

　館長はなぜか、非常にばつが悪そうな顔になって、手紙は受け取ったけれども、中を読もうとはしなかった。代わりに、ちらちらと竜一の事を見る。

　しかし、竜一はといえば、それに気付いた様子もなく、座っているソファーの前の、高さのないテーブルの上に置かれたカップを優ゆう雅がに手にして、音を立てることなく紅茶らしい飲み物を飲んでいた。

　彼になにかを期待していたのかもしれない。だが、竜一にその気がないとわかると、館長は深々と長いため息をつき、意を決したように愛たちを見た。

「千代神中学の生徒さん、だったね？　社会科見学の件の……」

「はい」

「うん、そうだ……そうに決まっているよなあ……」

　再び、館長はため息をついた。

　いったいなんだというのか。愛は眉まゆを顰しかめ、天使に情報を送るべく、館長をよくよく見た。

　だが、その直後、愛はその目を、館長の口から出た予想もしていなかった言葉に、大きく見開くことになる──
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　月曜日。

　教室の後ろのドアを開ける手が、寒いわけでもないのに冷たいことに愛あいは気が付き、聞いた者が落ち込むようなため息が出た。

　今日ほど、休んでしまいたい、と思ったことはない。けれど、今日は生徒会長選挙の立候補の締切日でもあったし、なにより、今日休んだら、それはあまりにも無責任だと思えた。

　──仕方があるまい。

　慰なぐさめるつもりではなく、本当にただそう思っている、といった声こわ音ねの言葉が頭に響ひびいた。

　──あれはおまえの責任ではない。神かみ代しろ光ひかるの責任でも、な。連絡の不備と──なにより、約やく定じようを違たがえたあの館長。あの男にはやがて、天罰が下るだろうな。

（そうかもしれないですけど、皆がそう思ってくれるかどうか……）

　もう一度ため息をついて、愛は心を決めてドアを開けた。

　ドア越しにも聞こえていた、朝のざわついている教室の中の声のボリュームが上がる。その中を、愛は足早に自分の机に向かいながら素早く辺りを見回した。

　──神代光はまだ来ていないようだな。

（……お休みするのかも）

　今け朝さは、迎えには行かなかった愛だった。行けば、同じクラスで、しかも光と同居をしている美み巳みと久く美みに、昨日のことをあれこれ聞かれることは間ま違ちがいない。自慢し、のろけられるような内容であれば対抗もできるけれども、美巳はともかく、久美には学校への途と上じよう、ずっと責められるのは間違いなかった。

　──そうなればよかったのだ。

（天使様、ひどい）

　机の間を縫いながら、愛はちょっと唇くちびるを尖とがらせた。

　──違う！　そうなれば神代光はおまえを庇かばう。何もかもおまえに押し付けて責任を回かい避ひするような男ではあるまい。となれば、株を下げるのはおまえではなく、《地獄の使徒ヘル・アポストル》だ。

（それはそうかもしれないですけど……）

　確かに、光ならば庇ってくれるだろう。だが、そうだといって、その通り、ともいえない。それでは今度は自分が光に責任を押し付けることになってしまう。

　愛は、黒板の上の時計を見た。

　ホームルームが始まるまで、あと一五分ほどもある。待ち遠しいような、永遠にこないでほしいような、心が二つに裂かれるような、もどかしい気分だった。

　けれど、昨日のことは、自分たちではどうすることもできない事案だった。対応は、間違っていなかったと思う。すぐに、教えてもらっていた来くる栖す先生の携帯に電話をして説明し、折り返し水族館にかけてもらって、館長と話をしてもらったが……どうしようもなかった。

　そのあと、先生から携帯に電話があり、

『説明は、明日の朝のホームルームで、先生の方からするから、今日はもう帰りなさい』

　と言われては、従うしかなかった。

　そのやり取りを、余裕の態度で聞いていた竜りゆう一いちは、共に部屋を辞じするときに、

「このあと、食事でもどう？　ああ、もちろん神かみ代しろ君もよければ」

　などと、大人びた提案をしてくれたが、とてもそんな気分にはなれなかった。なにより光ひかるが、見るからに落ち込んでいて、

「僕は帰ります……白しら鳥とりさんはどうするんですか？」

　と言われて、

「じゃあ、ごはん食べに行きまーす♪」

　とはとても言えなかった。そもそも、光が一緒でないのなら、行くつもりもなかったが。

　愛あいは、なんとか誰だれにも話しかけられずに机にたどり着くと、そそくさと鞄かばんの中から教科書とノートを出してしまい、鞄を脇わきのフックに引っかけて、椅い子すに座った。

　隣の席は空からだ。光はまだ来ていない。

（天使様）

　引っ搔かいたような傷のある机の天板を見つめながら、愛は頭の中に話しかけた。

（こんどのこと……《地獄の使徒ヘル・アポストル》がやったことだと思いますか？）

　──可能性はあるだろう。私は、確かにあのとき、《地獄の使徒ヘル・アポストル》共の残のこり香がのようなものを感じた。黒くろ島しま竜一は、前回のときにも神代光に接近し、結果、神代光は一時的に《堕落ダウンフオール》しただろう？　おまえに接近したのもその布ふ石せきであったのかもしれんぞ。現にあのあと、昨日まで、あの男からはなんの連絡もなかった。

（……うん）

　確かに、天使の言う通りではある。けれど、好きになってくれたのかも、と思った相手が、《地獄の使徒ヘル・アポストル》たちの意を受けて、光を堕だ落らくさせるために邪魔になりそうな自分のことを排除するために近付いた、と考えるのは悲しかった。

　──とにかく、黒島竜一には気を付けることだ。ただの好意であるとは思うな。人間の人生において、物語のような出来事に遭そう遇ぐうするのは奇跡のようなものだ。だからこそ、人は物語を求め、ひょっとしたら、と夢を抱いだく。

　好きな男の子が元は大天使で、悪魔の一番偉い人で、わたしがそれを救う、なんて話の方がよほど物語だ、と愛は思ったが、それは天使には伝えなかった。

「おっはよー、愛！」

　そんな元気な声と共に、肩をぽんと叩たたかれて、愛はぎくりとした。振り返る必要もなく、クラスでは一番仲がいい、平ひら山やま綾あや香かだとわかった。いつもよりも声が弾はずんでいる。やはり、今度の社会科見学のことがあるからだろうか、と考えていると、前の席に回って、背もたれを前に椅子に座り、にっこりとした。くるん、と端がゆるく巻かれた髪が可か愛わいらしい。

「で、どうだった？」

「ど、どうって……？」

「なによぉ」

　つん、と腕とつつかれる。

「決まってるじゃない。昨日、デートしたんでしょ？──神かみ代しろと♪」

　愛あいはホッとした。綾あや香かの関心は水族館よりも、そっちにあったとわかって。

「別に、なんにもなかったよ？」

「ほんとにぃ？」

　愛は頷うなずいた。本当は、手を繫つなぐ、という大進展があったのだが、誰だれが聞き耳を立てているかわからない、こんな場所で話せることではない。

　そして、それが正しい判断だったということを、直後に愛は知ることになった。

「……誰がデートしたって？」

　そんな、怒りを含んだ低い声が頭のすぐ後ろでして、愛は鳥肌が立った。それまで恋話で甘い感じだった綾香の顔が、挑戦的なものに変わる。

　この声は久く美みだ。

　光ひかる以外の男子に対してまったく媚こびず、思ったことをがんがん言う久美は、女子にも人気が高い。だが、光のことでは愛の味方である綾香は、結果、彼女とあまり仲はよくなかった。といっても、嫌きらっているというのではなく、立場が違ちがう、という感じであるが。

「そうだよ～、ただの先生のおつかいだもの～」

　んふふ～、という含み笑いと共に、机に影が射さした。窓を背にして立ったのは、美み巳みだ。ふわっとした緩ゆるいウェーブの髪が、窓から入ってくる風に揺ゆれている。

　だが、綾香も負けてはいない。

「けど、二人っきりで出かけたのは本当でしょ？　それってデートとおんなじじゃない。しかも話題の水族館！　あんたたち、神代と行ったことある？」

「……ねーよ」

　おそろしく悔くやしそうな声で久美は言った。美巳もふくよかな頰ほおを膨ふくらませる。

「でしょ？」

　綾香は、勝った、という顔をしたけれど、負け惜おしみかどうかはわからないが、それに対して久美は、鼻を鳴らした。

「ふん、水族館の一度くらいなんだってんだ！　こっちは光様と同どう棲せいしてるんだぞ！　そんなの、ぜんぜん悔しくないねっ！」

　そーよそーよ、と美巳が続き、同棲、という言葉に秘められた、大人の男女の関係を思わせる響ひびきに、クラスメートの視線が集まる。綾香もこれには、微かすかに頰を赤くした。愛の知る限り、彼女にはまだ彼氏はいない。男女の関係、という点では、すでに二度のキスを済ませている愛あいの方が豊富といえたが、もちろんそのことは言っていない。

「あの……同どう棲せいじゃなくて、同居ですよ？」

　そう、愛たちの間に声がそろりと割って入った。男の子にしては高い、まだ声変わりをしていない声は、愛の胸をちくりと刺した。

「おはようございます……」

　どこか沈んだ声で、隣の席に光ひかるが現れて鞄かばんを置いた。

　制服は、母がクリーニングに出しておいてくれたものだろう。昨日、思ったよりも早く帰ってきた愛たちに驚いて、慌あわてて取りにいってくれたのだ。ケーキのクリームだという染しみは、綺き麗れいに抜けている。

　今け朝さも、久く美みたちと一緒に登校したに違ちがいなかった。少し遅れて現れたのは、後ろのロッカーになにかを置いていたのかもしれない。

　思ってもいなかったが、光の顔を見た途と端たん、愛は、先刻、胸を刺したのは罪悪感なのだとわかった。光に久美たちを押し付けた、という。昨日の顚てん末まつを知ったとしても、彼女たちが光を責めるとは考えられないから、それは的まと外はずれな思いなのかもしれなかったが、自分が久美たちから責められたくなくて逃げたのは確かだ。

「おはよ、神かみ代しろ」

　椅い子すにまたがるようにしたまま、綾あや香かがひらりと手を振る。愛はそれに便びん乗じようする形で、吐と息いきで聞こえなくなってしまいそうなほど小さな声で、おはよう、と言った。

「光様さあ」

　くるり、と体ごと久美は光を向いて、腰に手を当てた。彼女は、男の子にしては背の低い光よりも、さらに小さいので、そういうポーズをしても威い圧あつ感かんはない。

「同居、ってのはねーんじゃねえの？　男と女がひとつ屋根の下で暮らしてたら、それはもう同棲だろ？　光様にもそういう意識を持ってもらわねーと」

「集団生活が同棲っていうならさ」

　と綾香は言って目を眇すがめ、

「老人ホームも同棲？　ＴＶなんかで見たことあるけど、あの玄関がひとつの古～いアパートとかに住んでる人も？　あ、ひとつ屋根の下、っていうんなら、マンションなんかも、ひとつ屋根の下っていえなくもないよねえ」

　ふふん、と笑った。

　この、と呟つぶやいて、久美は鼻を膨ふくらませて愛の肩越しに身を乗り出し、綾香を睨にらむ。

「そういうのはな、屁へ理り屈くつってんだ！」

「あんたたちの、同居が同棲っていうのも、そのくらい無む茶ちや、って言いたかったのよん♪」

　愛は、いまにも嚙かみ付き合いを始めそうな二人の間で、どうすることもできず、ただはらはらしながらその会話を聞いているしかなかった。光も同じだ。だが、

「んもー」

　そんな二人の間に、美み巳みが手を突き出し、ぱ、と掌てのひらを開いた。そこにあったのは、個別包装されたチョコレート。

「いらいらするのは、糖分が足りない証拠だよ～。本当はすご～く惜おしいんだけど、これあげるから二人とも落ち着きなよ～。あたしたちが、光ひかる様とおんなじ建物に住んで～、みんなでごはんを食べて～、みんなで遊んだりしてるのは事実なんだから～」

（う……）

　わかってはいたことだけれども、改めて言われると、胸が痛み、焦あせりに似た感情が胸に渦うず巻まいてチリチリした。綾あや香かも、美巳の言ったことまでは否定できない、と思ったのか、小さく肩を竦すくめて、けれどもチョコレートをとることはなかった。

　そのとき、チャイムが鳴って、彼女は立ち上がった。

「はん、命拾いしたな」

　久く美みがそんなことを言ったが、綾香は、そう？　と不ふ敵てきに微笑ほほえみ、愛あいの肩を軽く掌で叩たたいて自分の席に戻っていった。久美と美巳も、同じく後ろへ行く。久美の横顔は、いつか決着をつけてやる、と語っていたが、美巳は、大事なチョコレートをあげずにすんで心からほっとしている様子だった。

　が、愛あいは同じような気持ちにはなれなかった。確かに、喧けん嘩かは避けられたが、チャイムはホームルームの始まる合図。つまりは、昨日のことが知られてしまうときだ。ちらりと光を見ると、彼も僅わずかに緊張しているのか、その横顔は硬い。

　やがて、生徒のほとんどが席に着いた頃ころに、教室の前の扉が、がらりと開いた。

「おはようございます」

　そう言いながら教室に入ってきた担任の来くる栖す先生は、今日はクリーム色のスーツにえんじ色のネクタイ、という格かつ好こうで、出席簿と教科書を持っていた。

　先生が教卓の前に立つと同時に日直が号令をかけ、愛たちは立ち上がった。

「礼！」

　おはようございます、と生徒たちがぼそぼそ言うと、先生はもう一度、おはよう、と言って日直に頷うなずきかけた。着席、と声がかかり、皆が椅い子すに座り直してがたがたと音を立てる。

　先生はぐるりと生徒たちを見回すと、出席簿に、おそらくは遅刻者の名前に印を付けたあとで、簡単な連絡事項を伝えた。内容はたいしたことはない。誰だれの関心も引かなかった。

「ああ、そうだ。生徒会長選挙の立候補届けは今日が締め切りですから。立候補の意思がある人は、社会科特別教室の選管委員のところにいくように。横おう着ちやくして、白しら鳥とりに頼んだりしないこと」

　クラスメートたちには、特になんの反応もなかった。誰も、そんな意思はない、ということだろう。金曜日の放課後までに、立候補したのは四人。いずれもクラブの部長で、押しの強い、俺おれが、私が、という人ばかりだった。

「予算が取り放題だと思ってるんだろうな」

　現・生徒会長が、そう苦笑したのが印象的だった。

　来くる栖す先生は出席簿を閉じて教科書をその上に重ねると、ちらりと視線を光ひかる、それから自分に向けたのを、愛あいは見み逃のがさなかった。

（いよいよなんだ）

　そうだとわかって、愛は膝ひざの上で拳こぶしを握り締めた。

　もちろん、今度のことは、自分たちにはなんの落ち度もない。だとしても、怒りが向けられるのは自分たちだと、愛はわかっていた。微かすかに顔を伏せて横を見ると、光もちょっと首をうなだれている。

「えー……」

　と言って、来栖先生はひとつ、咳せき払ばらいをした。

「実は、みんなにひとつ、残念な報告をしなくてはならなくなりました」

　ひそひそ交かわされていた声が消え、授業の準備をする手の音も止まった。なんだろう、と生徒たちが先生に注目するのがわかる。

「今度の、社会科見学のことなんですが」

　ざわ。と教室が震ふるえた。半ば、わかったに違ちがいなかった。社会科見学、残念となれば──

「まさか、中止？」

　女生徒の一人が呟つぶやく。すると、それはたちまち教室中にざわめきとなって広がった。

　予想されていたこととはいえ、愛は微かな恐怖を覚えた。何十人もの人に一いつ斉せいに責められるという経験は、これまで愛にはなかった。

「はいはい、静かに！」

　先生は珍しく乱暴に、出席簿で教卓を叩たたいた。驚いてだろうか、ざわめきは、完全にではないが治まった。

「実は、水族館の方で手違いがあって、他ほかの学校と予定が重なっていたことが、昨日、わかりました。水族館側と話し合ったんですが、残念ながら、今回は向こうの学校に譲ゆずることになり、２─Ａの社会科見学は『千ち代よ神がみ植物園』の見学ということに──」

　ええー、という声が上がり、来栖先生の声を搔かき消した。

「なんでこっちが譲らなくちゃならなかったんですか!?」

　生徒の一人がそう言うと、そうだ、そうだ、という声が上がった。いったい、どこの学校なのよ、という声が聞こえて、最初に聞いた生徒──野の村むら郁いく美みが立ち上がったのが見えた。

「先生」

　手を挙げて綺き麗れいに背を伸ばしている。来栖先生は困ったような表情になったが、無視はできないか、という顔をして微かにため息をつき、発言を許す意味でだろう、頷うなずいた。

「先生、それはいったい、どこの学校ですか？」

　手を下ろし、郁いく美みはそう訊きいた。必ず明らかにする、という意志が滲にじんでいる。千ち代よ神がみ中の部活の幾いくつかは、近隣の幾つかの中学をライバル視している。特にサッカー部と野球部はそれが強く、郁美はサッカー部のマネージャーだった。

「別にどこでも──」

「駄だ目めです！」

　郁美は、語気を強めた。もし相手がライバル校だったら絶対に譲ゆずらない、というのが、ありありとわかった。具体的にどうするのかはわからなかったけれども。

　来くる栖す先生は、ため息をついて、

「帝てい開かい中学ですよ」

　と白状した。

　郁美は、なんだ、という顔になったが、代わりに勉強がよくできる生徒の何人かの顔色が変わった。運動では、特に競い合うところのない帝開だが──そもそも、運動部が大会に出てこない──受験という意味では憧あこがれの対象であり、同時に、妬ねたましい相手でもあるのだ。

「どっちが先だったんですか？」

　学年でもベスト一〇位に入る、甘あま木ぎ信のぶ子こが手を挙げて立ち上がり、発言した。

「それが重要だと思います」

　他ほかの生徒たちも頷うなずく。

　社会科見学で水族館に行くというのは、この二、三日で決まった話ではない。何ヶ月も前からわかっていたことだ。それが、昨日になってダブルブッキングしていたのがわかった、というのはおかしな話だ、と思うのは当然だった。

　愛あいも同様であり、天使も『帝開があとからねじ込んだと考えるべきだな』と言っていた。

　だが結局は、千代神中が身を引いたという形になった。

　学年主任の芥あくた木ぎ先生が、どうぞどうぞ、と譲ってしまったのだ。無理に、こちらの方に権利があることを主張して、超進学校である帝開ともめたくはない、と媚こびたのかもしれない。

　来栖先生は、困ったように頭を搔かいた。

「ええと……どちらが先かというのは、ちょっとわかりません。たぶん、違ちがう担当者の人が別々に相手のことを知らなくて受け付けたんだと思いますので」

「だったら、どうして、わたしたちが譲らなくちゃならないんですか？　それって、誰だれが決めたんですか？──学級委員ですか？」

　信子の発言に、皆の視線が一いつ斉せいに自分たちに向けられた。

「まさか！」

　慌あわてたように先生がそれを否定した。

「違います。二人から連絡を受けて芥木先生に相談をしたところ、それならば、と今回は諦あきらめることにしたのです」

　ああ、と納得と諦あきらめのため息が洩もれた。

　芥あくた木ぎ先生の帝てい開かい贔びい屓きは有名だ。なにかというと『帝開は』と言って、生徒たちのやる気を削そいでいる。『そんなに帝開がいいなら帝開の先生になればいい』というのは生徒たちの一致した意見だが、実際のところ本人も、できるものならそうしたい、と思っているという話だった。

「ですけれど」

　信のぶ子こはまだ納得せず、愛あいと光ひかるを見て続けた。

「昨日、その場には帝開の生徒会長がいたそうじゃないですか」

　愛はぎょっとして信子を見た。どうしてそのことを知っているのか？　もしかして彼女も《地獄の使徒ヘル・アポストル》なのだろうか？

　──いや、《大罪》は感じぬ。

　天使の声が頭に響ひびいた。

　──この娘にも《罪シン》はあるが、それは人が多かれ少なかれ持っているもの。《罪人シナー》のような重いものではない。

（じゃあ、どうして……）

　その問いは、愛の代わりに綾あや香かの口から発せられることになった。

「甘あま木ぎ、なんでそんなこと知ってるの？」

「そ、そうです」と先生。「いったい、どうしてなんですか？」

　信子は一度、微かすかに目を伏せて、それから開き直ったように顔を上げた。

「ブログです」

　──なんだそれは？

（えっと……確か、インターネットで人に見せることのできる日記です）

　愛は天使にそう説明した。

　信子は、一言言ってしまって気が楽になったのか、堂々と胸を反そった。

「帝開の生徒会長は、自分のブログを持っていて、そこで見たんです。昨日のことがこんな風に書かれていました。『今度見学予定のある施設で、ちょっと困ったことになったんだけど、千ち代よ神がみ中学の人が譲ゆずってくれて助かったよ。この前の勝負は、僕が勝ったけど、それを根に持ったりしない紳しん士しだね、彼は』って。これって、神かみ代しろのことだと思いますけど？」

　今度は、皆が一いつ斉せいに光を見る。

　あは、と少し困ったように、光は微笑ほほえんだ。

　信子は、光がすべて悪い、と言わんばかりに、指を突き付けた。

「学級委員の二人がその場でしっかりと、どちらが先かを確認して、もし、うちがあとだったとしても、権利はこちらにあると主張すればよかったんじゃないですか？　うちは公立学校で、水族館も都営なんですから！」

　どうして千代神中に優先権があるのか、愛はわからなかった。いや、愛ばかりではない。ほとんどの生徒が、きょとん、としている。ひょっとして、同じ、東京都の施設なのだから、ということなのだろうか？　だが──

「無理、無理」

　そんな男子の声がした。宇う喜き田た正しよう二じだ。赤あか坂さか純じゆん一いち、小お倉ぐら健けん二じの二人が、光ひかるの《浄じよう化か》に巻き込まれ、すっかり邪じや気きが抜けておとなしくなってからは、一番、元気がある。といっても、不良、というわけではなく、出たがり、という程度だが。

「交渉なんかできるわけねーじゃん。なんたって、神かみ代しろだぜ？　んでもって、向こうは帝てい開かい中学の生徒会長！　同じ施設を貸すんなら、そりゃあ、帝開の方がいいって思うさ」

　明らかに、うちの方が劣っている、という言い方に、信のぶ子こは正二を睨にらんだが、しかし、他ほかのほとんどの生徒は、そうだよなあ、と同意のため息をついた。

　ただの都立の一校にすぎない中学より、超進学校の私立中学の貸切にした方が、水族館としてもいいのだろう。あの帝開中学が見学に訪れるくらいの場所ならなにか成績向上の秘密があるのかもしれない、と受験第一の生徒の親が子供をつれてやってきて、さらに来場者が増えるかもしれないが、千ち代よ神がみではそれはありえない。

「なに、その負け犬根こん性じよう」

　信子は、いかにもな眼鏡めがねの端を持ち上げて正二をさらに睨んだ。窓からの光りに、フレームが挑戦的にギラリと輝く。

「いったい、誰だれのせいだと思ってるの？　あんたみたいな馬ば鹿かのせいじゃない。勉強もしないで、かといってなにかスポーツとか、一芸に秀ひいでてるわけでもなくて、そのくせ言うことだけは偉そうで。あんたみたいな連中のせいで、平均点が下がるんじゃない。いい迷惑だわ」

　辛しんらつな言葉に、正二の顔色が変わった。一瞬青く、そしてすぐに真っ赤に。椅い子すを蹴けるようにして立ち上がる。背もたれが後ろの生徒の机に当たって大きな音を立て、その生徒が、ひっ、と小さな悲鳴を上げたのが聞こえた。

「んだと、らあっ！」

　正二は怒ど鳴なった──が、声変わり間まもないために、声がひっくり返って、変なおかしさがあり、何人かの男子が、小さく噴いた。彼自身も恥はずかしかったのか、顔はますます赤くなり、見る間に額ひたいから珠たまのような汗を噴く。

「はい、そこまで！」

　来くる栖す先生が教卓を出席簿で叩たたいて、少し厳しい顔で信子と正二を見た。

「座りなさい、二人とも。いいですか？　今回のことは、水族館側の責任であって、学級委員にはなんの落ち度もありません。その場に帝開の生徒会長がいようがいまいが、結果は同じだったでしょう。二人は、日程の確認と下見、それにお礼れいに行っただけなんですから。むしろ、感謝すべきだと思いますよ、先生は」

「どうしてですか？」

　まだ立ったままの信のぶ子この声には、棘とげが消えてはいない。

「帝てい開かいにみすみす権利を譲ゆずった二人に、どうして感謝なんかできるんですか？　どうせ神かみ代しろたちは水族館を見学したんですよね？　ずるいじゃないですか」

「いいですか、甘あま木ぎ君。もし当日、現場で今度の事態がわかったらどうです？　それこそ、一日が無む駄だになってしまいます。ただでさえ少ない授業時間がさらに減りますし、うちのクラスだけ学校に戻ってきて教室で授業、ということになったでしょう。ですが、神代君たちが行ってくれたおかげで、別の日に日程を調整できます」

　生徒たちは互いに顔を見合わせ、それなら、という雰ふん囲い気きに教室は変わった。それでも、信子を初め、納得がいかない様子の生徒は何人かはいたが、愛あいには、どうしてそれほど彼女が帝開に見学を譲ったことにこだわるのかがわからなかった。

　──《高慢プライド》だ。

　そう、天使の冷静な声が響ひびいて、愛は視線を机に落とした。

（プライド、ですか？）

　──うむ。あの娘は、自分は帝開の生徒に劣るものではない、と思っているのが言葉の端はし々ばしに滲にじんでいる。であるのに、世間的には千ち代よ神がみ中学の生徒というだけで下に見られるのがたまらなく嫌いやなのであり、他ほかの連中が自分の足を引っ張っているように感じているようだ。あの宇う喜き田た正しよう二じという生徒しかり、見学を譲ったおまえたちしかり。

（そんな！　だって、決めたのは、先生たちですよ？）

　──しかし、おまえたちはあの場にいた。自分がその場にいたのなら、絶対にこんなことにはならなかった、と思っているのだろう。それこそが《高慢プライド》。赤坂らと同じく、多少、《地獄の使徒ヘル・アポストル》どもに中あてられているのかもしれん。

（それって、治せるんですか？）

　──いまはどうしようもないな。《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》もない。だが、神代光ひかるやおまえに実害はあるまい。赤あか坂さか純じゆん一いちの場合とは違ちがう。あの態度を続ければ、せいぜいあの娘自身が他の生徒から嫌きらわれるくらいのことだろう。

（それ、学級委員としては大きな問題なんですけど……）

　愛は少しだけ唇くちびるを尖とがらせた。

　クラスにイジメでも起きれば、学級委員としては難しい立場に立たされる。幸い、２─Ａにはこれまでなかったが、他のクラスではそうしたことがあって、そのクラスの学級委員は先生に報告をしたが、すると今度はその学級委員がイジメの対象になったのだ。

　そんなのは嫌だった。

（だって、もしそんなことになったら、学校に行けなくなっちゃうもの。そうしたら、光君とも会えなくなって、何年か後の同窓会でクラスメートに、

『そういえば白しら鳥とりっていたよな？』

『誰だれだっけ？』

『ほら、水族館のことで学校に来なくなった──』

『ああ、あいつか！　そういえば、今日は来てないの？　いないみたいだけど』

『呼んでないんじゃね？』

『ふうん、ま、どうでもいいか』

『どうでもいーよ』

　とか言われるような存在になって、柱の陰から会場を寂しく見つめて、しょんぼり涙を流すことになっちゃう！　そんなの寂しすぎる！）

　想像しただけで、本当に涙が出そうになる。

　──相変わらず、妄もう想そう過か多ただな。

　天使は呆あきれたように言った。

（だって……）

　──仮にそうした事態になったとしても、教師に報告をするなら、誰がそれをやったのかわからないようにすればいいだけのことだ。なにも面と向かって話す必要などあるまい。メールとかいうものでも使えばいい。

　確かに、それはそうかもしれない。報告したのが誰か特定されなければ、仕返しをしようにもできない。メールは、携帯のくらいしか使えないし、それだと個人が特定されてしまうので、もしも本当にその必要が出てきたときには、手紙にしよう、と愛あいは思った。

「いいですね？」

　来くる栖す先生の声に、愛は顔を上げて教卓を見た。彼は、平素よりは幾いく分ぶん厳しい顔をしていて、他ほかの生徒たちも少し様子を改めたのが感じられた。

「学級委員の二人には、感謝こそすれ、責めるなんてとんでもありません。私は、そんなことをする人の人間性を疑います」

　きつい言い方に、今度は信のぶ子この表情が硬くなった。ざまみろ、と正しよう二じが呟つぶやくのが聞こえ、先生が窘たしなめるように彼を睨にらむ。正二が首を竦すくめると、場を仕切り直すように、先生は咳せき払ばらいをして出席簿と教科書、副読本をまとめるように教卓に軽く打ちつけた。

「……そういうことで、社会科見学は延期です。当日は、通常の時間割になりますから、間ま違ちがえないようにしてください。詳しいことが決まったら、すぐに連絡します。では、一時間目の授業はすぐですので、用のある人は早めに済ませるように」

　そう言って、来栖先生は教室を出て行った。張り詰めた空気が緩ゆるみ、生徒の何人かがトイレに走る。愛も、行こうかどうか体と相談したが、大だい丈じよう夫ぶそうだった。

「あーあ、せっかく一日遊べると思ったのに授業か……最悪」

　男子の一人がそう言うのが聞こえて、愛は胃が少しだけきゅっと絞しぼられるのを感じた。光ひかるもちょっと困ったような表情になって、真まっ直すぐに机を見つめたまま顔を上げようとはしない。もちろん、いまのは自分たちに聞かせるために言ったのだ。そうでなくて、あんなに大きな声で独り言を言うはずはない。

「おい、坂さか上がみ！」

　がた、と音を立てて久く美みが立ち上がると、その生徒──坂上健けん二じに向いた。

「文句があるんなら、わざとらしいことしねーで、ちゃんと立って言え！　そうしたら、あんまり痛くないようにぶん殴なぐって気絶させてやる！」

「べ、別に、神かみ代しろに文句を言ったわけじゃないって……」

　簡単に噓うそとわかることを、健二は言った。

「た、ただの感想だよ、感想。皆だって残念だって思ってるだろ？」

　救いを求めるように、周囲を見回す。その目は、そう思ってるのは俺おれだけじゃないだろ、と他ほかの生徒たちに同意を求めている。だが、ほとんどの生徒は目を逸そらした。健二の視線のあとを、久美がしっかりと追いかけていたからだ。

　味方が現れないとわかると、健二は自分の席で小さくなった。

　その様子に久美は鼻を鳴らし、

「だったら、最初から言うんじゃねーよ」

　と言って腰に手を当て、ぐるりと教室を出ていかなかった生徒たちを見た。

「おまえら、下見を学級委員に押し付けられて喜んでたくせに、向こうの都合で中止になったら光ひかる様のせいか？　勝手な連中だぜ」

　久美の言葉に、愛あいは少しだけ気持ちが軽くなった気がした。

　もちろん、彼女が自分のことを思って言ってくれたのではないことはわかっている。久美が庇かばっているのはあくまで光だ。たまたま愛が同じ学級委員であるから、一緒に庇っているような格かつ好こうになっているにすぎない。

　これがもし、愛が一人で行ってこんなことになったのだとしたら、久美は決して同じように言ったりすることはないだろう。

「けどよ」

　と正しよう二じが言い、久美を初め、信のぶ子こなども彼を向いた。

　愛も僅わずかに体をねじって、腕を組んで椅い子すを傾け、机の上に足を投げ出して体を揺ゆらしている姿を見た。

　光も僅かに顔を上げて彼を見ていたが、正二の口元には、少しだけ意地の悪そうな笑えみが張り付いている。

「行ったのが神代じゃなかったら、少しは結果が変わってたかもしれねーよな」

「んだと、こら？」

　久美が眉まゆを吊つり上げ、拳こぶしを握る。だが、正二はあまり怯おびえているようには見えなかった。腕を組むことも、足を投げ出すこともやめない。

「だってそうだろ？　向うは超進学校の生徒会長。こっちはただの都立中学の学級委員。学校の違ちがいはどうしようもないとしても、だぜ？　端はなっから、気持ちで負けてたってのもあんじゃねーの？　神かみ代しろ、文化祭の対決でも、あの生徒会長に負けてるんだしよ」

　生徒の何人かが、同意するのがわかった。

　光ひかるが微かすかに顔をうつむけるのを見ながら、愛あいも、それはまったくない、とは言えなかった。

　水族館の勝手な決定に、特に抗議らしい抗議もできず、光が、

「と、とにかく先生に電話しましょう、白しら鳥とりさん」

　と言ったことに従って、どうすればいいのかを訊きいたのは事実だ。

　あれはもう少しあと──きちんと抗議して、自分たちが帝てい開かいに譲ゆずらなければならない理由があるのならそれをきちんと聞かせてほしい、と言って、それでもう、これは生徒の判断ではどうしようもない、という風になってから電話をすればよかった。

　それで結果が変わるとは思えなかったが、とにかくやれるだけのことはやった、と堂々と胸を張ることはできただろう。

「でもさ、それって、しょうがないんじゃない？」

　そう、綾あや香かの声がした。彼女は教科書を机の上に置くと、正しよう二じのことを見た。

「神代をクラスの代表に──学級委員に選んだのは、わたしたちでしょ？　神代も愛も、別に立候補したわけじゃなくて、誰だれかが推薦して、それで、皆がＯＫって認めたんだから、思ったようにやってもらえなかったからってさ、文句言える立場じゃないと思うけど？」

「わたしは認めてないわ。わたしは票を入れなかった」

　そう言ったのは信のぶ子こだ。

　だが、綾香はそんな彼女を鼻で笑った。

「けどさ、甘あま木ぎは女子の学級委員に立候補しなかったじゃん？　それなのに、こんなときだけ文句言うのっておかしくない？　あのとき、他ほかに候補者もなかったんだし、すればよかったじゃん。そうすれば、甘木が間ま違ちがいなく委員になってたんだから。なんで立候補しなかったの？」

「それは……勉強があったから」

「それって自分の都合じゃん。なのに、交渉しろだのなんだのってのは勝手すぎるよね？」

　信子は呪のろい殺すような目つきで綾香を睨にらんだが、しかし、分ぶが悪いと思ったのか、ぷい、と前を向いて授業の準備を始めてしまった。

　他の生徒も、二人がどうして学級委員になったのか、それを思い出したのか、二人に非難めいた視線を向けることもやめて、自分は非難などしていない、といった顔になる。それは正二も同様で、足を下ろすと、それが話の打ち切りであるかのように、机の中からろくに開きもしない教科書を出して放ほうるように置いた。もう一度、ひとしきり辺りを睨んでから、久く美みも席に腰を下ろす。

　綾香が小さくＶサインを出すのが見えて、愛は、ありがと、と唇くちびるを動かした。言いたいことは、彼女が全部言ってくれた。

　実際、その通りだと思う。

　皆、信のぶ子こと同じだ。面倒なことはやりたくないから、光ひかると自分に学級委員を押し付けておいて、こんな風になにかあると責めるなんていうのはおかしい。学級委員はクラスの代表で、クラスメートの委任を受けている形ではあるけれども、クラスメートに奉仕するためにいるわけではないのだから。

　確かに、よくやった、とは自分でも思わないけれども、責められる憶おぼえもない。学級委員をやっていて得なことなど、愛あいにとっては光と一緒にいられるということ以外にはなにもなく、光にとってはなにひとつないのかもしれないのだ。自分たちは日曜日を満まん喫きつしておいて、人のことを責めるなんて、と思うと、なにやら腹が立ってきた。

（……なによ、勝手なことばっかり言って）

　愛は、信子の背中を見た──いや、睨にらんだ。

（勉強しなくちゃならないのは、あなただけじゃないわ。あたしだって、光君だっておんなじ授業を受けて、おんなじ試験を受けるのに、自分の勉強は他ほかの人とは違ちがう、特別みたいな言い方して──）

　──白しら鳥とり愛！

　天使の声が頭に響ひびいて、愛はハッとした。胸の中で急速に膨ふくらみつつあった怒りの塊かたまりが、急速に縮んでいく。喉のど元もとに嫌いやな苦さがある。いま、危なかったような気がする。

　──まったくだ。

　微かすかに、天使がため息をついた。

　──救うべき者が《罪シン》を犯したのでは話にならんぞ？　とはいえ、これだけ《罪人シナー》の傍そばにいる時間が長いのだから、ある程度は仕方がないことではあるが……おまえが《堕落ダウンフオール》すれば、神かみ代しろ光を救える者は誰だれもいなくなるのを忘れるな。純粋に神代光を想おもっているのは、いまのところおまえしかいないのだ。

　──は、はい。

　天使の言った言葉はつまり、いま、光に想いを寄せているのは自分だけ、ということだ。もちろんその中に《罪人シナー》は入っていないだろうから、それを加えれば決してライバルが少ないとはいえないが、安心したような、残念なような、複雑な気持ちだった。

　そっと光のことを盗み見ると、彼はまだ机に視線を落としてなにかを考え込んでいるかのようだった。責任を感じて、自分を責めているのだろうか？　だとしたら、綾あや香かが言ってくれたように、決して光のせいではないということがわかる言葉をかけてあげたい。

（けど、なんて言おう……）

　先生が言った以上の言葉を愛は探さがしたが、容易には思い付けなかった。それに綾香の言葉は、責める立場のクラスメートが言ってくれたから、意味のある言葉なのだと言えなくもなく、当事者である自分が言っても、綾あや香かの言葉ほど胸に響ひびかないかもしれなかった。

　──言わぬよりはましだ。

　悩む愛あいの頭に、天使の声がそう響いた。

（そ、そうですよね）

　──もちろん、そうだ。おまえはあれこれ考えすぎる。仕方がなかった、でもいい。帝てい開かいのやり方がずるいのだ、ということでもいい。田た名な網あみ久く美みは庇かばって見せた。おまえも行動しなければ《地獄の使徒ヘル・アポストル》共にリードを許すことになるぞ？

（わ、わかりました）

　愛は腹を括くくった。久美たちに先を行かれるわけにはいかない。

（ひ、光ひかる君、気にすることないよ。だってあれは、あたしたちが悪いんじゃないもの。水族館には、時間通りにちゃんと行ったんだし、館長さんの態度を見ても、帝開を優先するのは明らかだったでしょ？　芥あくた木ぎ先生の決定を知らせたら、館長さん、ほっとしてたもの。あれ、どうあたしたちに断ろうか、それを考えていたんだよ、きっと。だから──）

　──声に出さないでどうする！

（れ、練習ですよ！　言うことをちゃんと決めておかなくて、わけわかんないこと言ったりしたら、恥はずかしいじゃないですか！　ちゃんといまから言います！）

　ゆっくりと、愛は深呼吸をして、光を向いた。

　だが、いざ唇くちびるを開こうとした途と端たん、台詞せりふはいまので本当によいだろうか、という不安が頭をもたげた。ただの自己弁護にしか聞こえなかったらどうする？　もっと悪いのは、光を慰なぐさめるふりをして、自分に言い訳をしているのだ、と思われるかも──

　──いい加減にしろ！

　珍しく、苛いら立だったような声が頭の中に響いて、愛はその声に背中を蹴けり飛ばされるようにして、光へ体を寄せた。さすがに気付いて、光が振り返る。後ろの席で久美が立ち上がる音、それから、おい、という声がする。だが、止められないはずだ。

「か、神かみ代しろ君」

「は、はい」

「か、神代君は、ちっとも、わ──」

　そのとき、ガラリと教室のドアが開いて先生が入って来、起立、の声がかかってしまった。椅い子すを鳴らしてクラスメートたちが立ち上がり、トイレに行っていた生徒たちも慌あわてて戻ってきて、教室は一気に賑にぎやかになった。

　愛はため息をついた。完全にタイミングを逃のがしてしまった。

「……ううん、いいや。ごめん」

　そう言って愛は、日直の、礼、の声に合わせて、深く頭を下げた。

　──馬ば鹿か者もの。

　と、天使の声がした。まったくその通りだ。




　　　　☆




「光ひかる様、ひょっとしてまだ気にしてるのか？」

　紙パックのジュースを握り潰つぶすようにして飲んだ久く美みの声に、光は自分の手が止まっていることに気付き、あいまいに微笑ほほえみながらフォークに刺したフライを食べた。

　美み巳み特製ソースのかかったイカフライである。

　弁当では、さすがに揚げたてとはいかないので、衣のさっくり感はなかったが、油はよく切れていておいしかった。

　とはいえ、食が進んでいないのは確かだった。お昼休みも半ばを過ぎたのに、いつもの半分も、重箱の中に詰められた料理は減っていない。

　美巳の料理に原因があるわけではない。相変わらずおいしいとは思うのだが、喉のどのところになにかできているかのように、痞つかえるのだ。

　いまだけのことではなく、昨日、水族館から帰ってからずっとそうだった。

　芥あくた木ぎ先生の決定を館長に伝えた光と愛あいは、そのあと、どこにも寄ることなく、真まっ直すぐに愛の家に帰った。

　館長は、竜りゆう一いちに館内を案内するのに一緒にどうか、と誘ってくれたのだが、光はその気になれなかった。竜一とは別に、ということであるなら受けたかもしれなかったが、どうしてか、嫌いやだ、と思ってしまった。

　そんな風に考えてしまった自分にも嫌いや気けが差して、愛も話しかけづらかったのか、帰り道では一言も口をきかなかった二人だった。ほんの一時間前には、手を繫つないで、とても満ち足りた気分であったのに、竜一が現れてすべてが壊れてしまった。

　愛の家に着くと、彼女の母親が慌あわててクリーニング店に行って、特別に大急ぎでやってくれたという制服を取ってきてくれ、着替えには愛の部屋を借りた。考えてみれば、昨日、初めて彼女の部屋に入ったのだが、行きは急いでいたし、帰りはひどく気分が塞ふさいでいて、ろくに見ていなかったことに、いまさらながら気付いた。

　けれど思い返してみると、なんとなく気分が落ち着くというか、やすらぐような雰ふん囲い気きのある部屋だった、と思えた。どこか、前に住んでいた家の部屋を思い出した。常に、守られているかのような、そんな気分だ。

　いま、廃はい教会に一緒に住んでいる少女たちの部屋にも時々は行くが、どちらかというとどの部屋に入っても緊張してしまう。羊よう子この部屋などは、壁かべに自身のセミヌードのポスターなどが貼はってあり、獅しぃ子この部屋はこう、高いものが置いてあったりするのでそれも当然かもしれなかったが、他ほかの少女の部屋も、なんとはなしに緊張感を覚える。

「仕方ねえって」

　エクササイズのマシンや、技わざの練習に使うものなのか、スポンジのようなものでできた人形を部屋に置いている久く美みは、そう言って肩を竦すくめた。

「腹は立つけどよ、とにかく光ひかる様のせいじゃねーんだから、元気出せよ」

「ありがとうございます……」

　光は笑え顔がおを作ったが、どうにも不自然なものになってしまっているのが、自分でわかった。先生も久美も、そして一部の生徒も、自分の──学級委員のせいではない、と言ってくれている。それはとても嬉うれしいが、けれど自分自身が、なにかできたのでは、と思ってしまうのは、どうしようもなかった。

　視線を移すと、愛あいと目が合った。

　彼女は真正面に座っていて、スプーンを咥くわえて、どこか心配そうにこちらを見ている。その表情に、光は自分がますます情けなく思えた。愛も同じ状況だというのに、心配してもらってしまって。しかも、光は自分のことばかりで、彼女のことを心配してもいなかったことに気付いてしまった。

（ほんと……情けないよね……）

　フライを無理やり飲み込んで、さらにそれを小さなペットボトルのお茶で奥へと流し込む。やはり喉のどの痞つかえはとれない。なんとなく全体が膨ふくらんでいる感じがする。

　甘あま木ぎ信のぶ子この言い分も、正しいところはあった。

　どちらが先に見学を申し込んだのか、確かにそれは重要だ。連絡の不備でダブルブッキングを起こしたのだとしたら、先に申し込んだ方に優先権がある、と光も思う。それを確認しなかったのは失敗だった。

　けれども、それで千ち代よ神がみ中が先でも、結果は変わらなかったように思える。

　竜りゆう一いちに向けられた、館長の目を見れば明らかだった。

　そこには一種の尊敬が感じられたけれども、自分たちを見たときには、困った、厄やつ介かいごとがやってきた、と言わんばかりの目だった。

　あの目は、思い出すと落ち着かない気持ちになる。

「神かみ代しろ君、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「え？」

　愛の眉まゆが曇くもっている。

「なんだか辛つらそうだけど、もしかして、気持ち悪い？」

「ひどぉい、愛ちゃん！」

　大丈夫、と言おうとした光だったが、それよりも早く、机に身を乗り出した美み巳みによって、声も視界も遮さえぎられてしまった。

「あたしの作った料理が、光様を気持ち悪くさせてるって言うのぉ？」

「えっ、ち、違ちがうよ！　そうじゃなくて、神かみ代しろ君、優やさしいから責任感じすぎちゃって、それで食欲なくて、気分も悪いのかな、って。那な賀が花はなさんのお料理は、今日もいつもとおんなじ風においしいよ？　うん」

　そう言うと愛あいは、美み巳みの持ってきた重箱にスプーンを伸ばして、ライスサラダというものらしい料理を掬すくって食べた。

「あ、おいしい……」

　思わず、といった様子で、愛は呟つぶやいた。

　光ひかるも気持ちはわかった。日本人の感覚として、サラダに米が入っているというのは、やはり驚きだ。チョコレートを使った料理用のソースの技法がある、と知ったときの感覚に近い。

「でしょう？」

　体を起こした美巳が、誇ほこらしげに胸を張る。そうして、くるりと振り返ると、彼女は自家製のミートローフを切り分けたものをフォークに刺し、ずい、と光に突き出した。

「光様、これも、おいしいよ？　野菜もたっぷりだし、他ほかの料理が駄だ目めなら、これだけでも食べておいた方がいいと思うな。そうじゃないと、絶対、午後の授業、乗り切れないよぉ。お腹なか減って倒れたら大変でしょ？」

「う、うん」

　と返事はしたものの、どうしても食欲は湧わかなかった。見た目も、香りも、素晴らしい。とてもおいしそうだな、とは思う。けれども、ぱくりと食べる気持ちには、やはりどうしてもなれなかった。

「おまえじゃねーんだから」と久く美みが言った。「光様が、腹の減りすぎで授業中にぶっ倒れたりするかってーの」

「えー、そんなのわからないよぉ。光様、朝だってろくに食べてないんだからぁ」

　頰ほおを膨ふくらませて、美巳は久美と睨にらみ合った。

　確かにいつもと比べると量は少なかった。けれど、ろくに食べてない、と言われるほどではないように思える。一いち応おう、トースト一枚に目玉焼きをひとつ、無理はしたが吞のむようにして食べはしたのだから。

　確かに美巳であれば『ぶっ倒れる』量だろう。だが、自分は違う。

　それでも、これは自分のことを気き遣づかってくれてのことだと思うと、無む下げにもできない。どうせ一切れだ。手間をかけて作っていたことも知っている。光は、まだ自分の方に突き出されているフォークにかぶりついた。

「か、神代君！　無理しない方がいいよ!?」

　驚いたように言った愛の声に、美巳と久美も、光がミートローフを食べたことに気付いた。久美は苦い顔に、美巳は嬉うれしそうな表情になる。

「……おいしいです」

　微笑ほほえみながら光ひかるが言うと、美み巳みは嬉うれしそうに身を捩よじり、久く美みはなんとなく面おも白しろくなさそうに、けっと呟つぶやいた。

「神かみ代しろ君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　そんな二人の間から気き遣づかってくれる愛あいの優やさしさが嬉しい。光は大きく頷うなずくと、ミートローフをなんとか飲み込んだ。美巳の言う通り、味は本当にいい。けれどもいまは、この一切れで十分すぎるほど、肉を味わえた。

「ごちそうさま」

　光がそう言って箸はしを置くと、美巳は悲しいような、けれどどこか嬉しげな表情になった。理由は至し極ごく簡単だ。

「どうぞ、美巳さん。残った料理は全部、食べちゃっていいですから」

「やったぁ」

　美巳はそう言うと、重箱を抱かかえ込む。こういうことになると、いつもなら久美が、

『そいつはおまえのもんじゃねーだろ！』

　と美巳を叱しかり飛ばすのだが、今日は光が本当に気分が悪そうだとわかってくれたのか、仕方ねーなあ、という表情にはなったが、重箱を取り上げようとはしなかった。

（助かった）

　光は胸を撫なで下ろして、少し残っていたお茶で口の中をさっぱりとさせた。と──

「うわ」

　不意に鞄かばんが震ふるえだして、ちょうどそれが久美の膝ひざに当たっていたために、彼女は驚いて立ち上がると五〇センチ以上は飛び退のいた。

「で、電話ですから、大丈夫ですよ」

　光は慌あわてて言って、鞄から携帯を取り出した。だが、ディスプレイには相手が誰だれなのかは表示されておらず、数字だけが並んでいる。

　いったい誰だろうか？

　これはつまり登録されていない相手からの電話である、ということだ。廃はい教会で一緒に暮らしている七人の少女たちからであれば、名前が表示されるので、彼女たちではありえない。他ほかに番号を教えたのは愛だが、彼女はこうして目の前にいるのだから、ありえない。

　頭の三桁けたで、相手も携帯だとはわかる。

　無視してもよかったのかもしれないが、光は、なんとなく気になって『通話』のマークのボタンを押した。

『ああ、やっと出てくれたね』

　そんな、声変わりの前の滑なめらかな声が受話口から聞こえた。それは──

「……黒くろ島しま、さん？」

　光の口からこぼれた名前に、愛の表情が僅わずかな変化を見せた。驚いたような、それでいて、どこかうらやましがっているかのような。胸の辺りの、もやもやした気持ち悪さが広がり、光ひかるは携帯を手に席を立つと、自分でもどうしてそうしたのかわからないが、小走りに教室を出ていた。

「光様!?」

　久く美みの声が追いかけてきたが、光はかまわず足を動かしつつ、受話口の向うから聞こえてくる竜りゆう一いちの声を、言葉を聞いた。
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「いったいどうして、僕の携帯の番号を知ってるんですか？」

　教室を出て渡り廊下を過ぎ、階段を上がって特別教室の並ぶ棟とうのトイレの個室に入って、光ひかるはそう小声で言った。この棟のトイレにはほとんど人が来ない。いたとしても、腹痛を起こした生徒がひっそりとやってくる程度なので、こちらの話し声を気にする余裕はない。

　どうして、竜りゆう一いちとの話を聞かれたくない、と思ったのかは自分でもわからなかった。もしかしたら、このもやもやした気持ちが声に出てしまうのを、愛あいたちに聞かれたくなかったのかもしれない。それは決して綺き麗れいなものではないと思えたから。

『そんなことはどうでもいいじゃないか』

　ふふ、と竜一が笑うのが聞こえた。

「よくないです」

『そうかい？　まあ、いろいろ伝つ手てがある、とだけ言っておくよ。それより、君にお礼を言わなくてはと思ってね』

「お礼……？」

　光に、思い当たる節ふしはなかった。竜一のためになにかをした憶おぼえはない。そもそも昨日顔を合わせたのが、文化祭からこっち、初めてのことなのだから。

『その声は、憶えがない、って感じだね。まあ、そうかもしれない。君が意い図として、してくれたことじゃないからね。だけど、君のおかげだ。君のおかげで僕は、面子メンツが保てた』

「なにを言ってるのか、わからないんですけれど……」

『本当に？』

　声に、嘲あざけるような調子を感じて、光は気持ちが悪くなった。ぐるり、と胃の辺りになにかが蠢うごめくのを感じる。

『そうか、わからないか。──ええとね、水族館の見学のことだよ。実はうちが見学を申し込んだのは一昨日おとといなんだ。館長さんには、同じ日に千ち代よ神がみ中の見学予定が数ヶ月前から入っているから無理、と言われていたんだけどね。ぜひ、話を聞いてほしい、と頼み込んで、昨日、あそこへ行ったのさ』

　光は声には出さなかったが、ずるい、と思った。そして、

（噓うそだったんだ）

　と、今け朝さの来くる栖す先生の話の真実を知った。

　それが、先生の作ったものなのか、それとも水族館の方ででっち上げた話なのかはわからないが、おそらくは後者だろう。来栖先生は、どちらかと言えば真まっ直すぐな先生だ。比べると、水族館の館長の昨日の態度を思い返すと、あの戸と惑まどったような表情は、後ろめたい気持ちを隠していたせいだったのかもしれない。

　けれど、だからといって、自分が礼を言われる理由にはならない。やはり、竜一の言葉は意味がわからなかった。

『つまりね』

　と、こちらのそんな気持ちを見み透すかしたかのように、竜りゆう一いちは言った。

『館長さんは、千ち代よ神がみ中学がよこしたのが君だったから、僕らに見学をさせる気になったと思うんだよ。なぜだと思う？　実はね、見学するのは僕のクラスじゃなくて、一年生のクラスなんだ。けれど、帝てい開かい中学は僕を──全校生徒の代表であるこの黒くろ島しま竜一を送り込んだ。これは、ただの一クラスの話じゃない、帝開中学の授業なんだ、という意志の表れさ。けれども千代神中学は、君を──見学予定クラスのただの学級委員をよこした。その、本気の差、というやつかな？』

「で、でもそれは、僕が決めたことじゃないですし、そ、そもそも、黒島さんたちと予定がバッティングしてるなんて知らなかったんですよ？　そうじゃなかったら──」

『君たちも生徒会長を送り込んできた？』
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　光ひかるは黙った。

　おそらく、そんなことにはならないはずだ。生徒会長は、まだ引退はしていなかったけれども、選挙が近いのにそんな面倒なことを引き受けるとは思えなかった。

『でも、本当の理由は君が生徒会長じゃなかったからじゃない』

「え……？」

『君が、自分というものを持っていないからさ』

　それこそ、意味がわからなかった。自分を持っていない？　なんのことだかわからない。自分が『神かみ代しろ光ひかる』という中学男子だということを、わかっている。それなのに、自分を持っていないというのは、いったいなんの話なのか。

「ぼ、僕は僕です……」

　それなのに、なぜか声が震ふるえていた。

「神代光、一四歳です……」

『そんなのは、ただの音、ただの記号、ただの数だよ』

　冷れい徹てつ、ともいえる声が受話器の向うから耳を打った。

『君は与えられてばかりで、自分で摑つかんだものなんかひとつだってないだろう？　名前だってそう。学級委員だってなりたくてなったわけじゃない。学校にしたって、学区内の中学になんの疑問も考えもなく通っているだけだ。だけど、僕は違ちがう。自分の意志で帝開を受験し、会長の地位を勝ちとった。そうでなければ、僕は認められなかった。いいや、まだ認めてもらってなんかない。帝開中学の頂点、生徒会長になっても、だ。君みたいに、与えられた環境だけで認められている人間が、僕は許せないんだよ！　なんでだ!?　あの館長を見ただろう!?　僕が帝開の生徒会長だと知り、千代神が送ってよこした生徒が、ただの学級委員だと知ったら、あっさり僕に見学日を譲ゆずった。他ほかの人々だってそうだ！　君の学校の教師！　あの女教師だって、僕に媚こびを売っていたのを君も見ているだろう!?　それなのにっ』

「ご、ごめんなさい！」

　一気にまくし立てられて、光は思わず謝ってしまった。竜りゆう一いちがいったいなにに対して怒っているのか、さっぱりわからない。

　電話の向こうで竜一は黙り、大きく咳せき払ばらいをした。

『少しばかり興奮してしまった。これも、君があまりに自分がわかっていないからだ』

「す、すいません……」

　言いがかりのような気がしたが、それでも光は謝った。それで怒ど鳴なられなくなるなら、その方がいい。それにしても、お礼を、と言っていたのに、どうして怒られなければならないのか、どうにもわからなかった。

『話がずれてしまったよ』

　ふん、と竜一は鼻を鳴らした。

『だけど、とにかくお礼を言おう。君が自分でなにひとつ手に入れていない、見るべきところのない生徒だったおかげで、僕は後輩にあの素晴らしい水族館を見せることができる。それにしても、かわいそうなのは君のクラスの生徒。とりわけ──白しら鳥とりさんだね』

　愛あいの名前が出た途と端たん、光は心臓が跳はねるのを感じ、なにも食べていないのに口の中に嫌いやな苦味を感じた。胃の辺りで、ぐるりと黒い感情がとぐろを巻くのがわかる。竜一はなぜか愛のことで自分に絡からんできている、と光は感じていた。ただ、その理由がわからなかったが。

　けれど、彼が愛あいのことを話題にするのを聞くことも、どうしてか、

（やだな）

　と感じる自分に、光ひかるは気付いていた。もしかしたら、愛たちにそれを見せたくなくて、こんなところで竜りゆう一いちと電話をしているのかもしれない。

「ど、どうして、白しら鳥とりさんがかわいそうなんですか？」

『そんなこともわからないのかい？　学級委員のせいで自分たちは水族館見学ができなくなった──君のクラスの生徒は、そう思っているんじゃないのかい？』

　確かにそれはそうだった。今け朝さのホームルームでも、それは強く感じたことだ。先生が、そうじゃない、と言ってはくれたが、あれで、全員が納得しているとは思えなかった。現に、甘あま木ぎ信のぶ子こなどは、気が付けばじっと睨にらんできて、いたたまれない気持ちにさせられた。

『だけど、今度のことは学級委員のせいじゃない。君のせいだ』

「え……？」

『あのとき、君がきちんと正論を申し立てていれば、館長としても無理は言えなかった。けれど君はなにも反論せず、そればかりか、ただぼうっとして、白鳥さんが電話をして判断を仰あおぐのを黙って見ていただけだ。君はいったいなにをしたんだい？』

　なにも、と言うしかなかった。なにもしていない。詰まるような感じがして、光は喉のどを何度もさすった。言いたいことがここに引っかかってどうしても出てこない、というような、そんな感じだった。

『まったく、君は彼女にふさわしくないね』

　竜一は、ながながとため息をついた。その言葉はどうしてか胸に突き刺さり、本当に胸が痛い、と感じた。喉のどが渇かわく。

『彼女はこのことで無言の責めを負うだろう。……君、もしかしたら、自分ではなくて白鳥さんが反論すればよかったじゃないか、とか思っているんじゃないだろうね？　自分じゃなくてもよかったんじゃないか、とか。だとしたら君は本当に最低だ。思うに、君は彼女にずっと頼ってきたんじゃないのかい？　言われたことだけを、その通りにだけやって、自分ではなにかを積極的にはしたことがないんだろう』

「そ、そんなことないです……」

　光は、必死になって声を絞しぼり出した。このまま黙っていたら、竜一の言葉に押し潰つぶされてしまいそうだった。

「に、庭の掃除は、自分でもできることをしなくちゃ、と思って、それで始めたことですし、掃除とか、噓うその理由で押し付けられることもあまり──」

『なんとも消極的だな』

　竜一は、光の言葉を鼻で笑って断たち切った。

『そんなのは、積極的、とはいわないんだよ。全部、あたりまえのことじゃないか。自慢にもならないね。君もひとつぐらい、なにかを自分で勝ちとってみたらどうなんだい？　そうでなければ張り合いがない』

「は、張り合い……？」

『そうさ。言っておくが、僕は白しら鳥とりさんに好意を寄せている』

　好意、という言葉に、光ひかるは激しく動どう揺ようした。携帯を、思わずトイレのタイルの床に落としてしまいそうになるくらいに。

『必ず、僕のものにするつもりだ。白鳥さんはああ見えて、着やせするタイプのようだからね。脱ぬがせたときが楽しみだよ。声も素敵だから、きっとあのときの声も可か愛わいいだろうな』

　竜りゆう一いちは含み笑いをした。

　光は、言葉の意味がよくわからなかったが、それでも、なにかとても嫌いやな──愛あいにとって、というよりも、自分にとってとても我が慢まんできないことを言われている、というのは感じた。

　胃の辺りが引き絞しぼられる。

　いっそ、電話を切ってしまいたかったが、それこそ竜一の望むところではないか、と思うとできなかった。

『だが、彼女は君と仲がいい──といっても、それは駄だ目めな弟を放ほうっておけない、という程度の気持ちなのかもしれないが』

「ぼ、僕は弟なんかじゃありません！」

　思わず言ってから、光はハッとした。

　どうして、それほど強く否定したのか、自分でもわからなかったが、そんな風に見られていると考えるのは、どうしてか嫌だった。

『……なるほど、そのくらいの自覚はあるってわけだ』

　電話の向こうで、竜一は笑った。

『だったら、僕と本気で張り合ってみるかい？　でも、文化祭でも君は僕に負けてるってことを忘れない方がいいよ。白鳥さんは、君を情けないと思ったはずだ。弟としては《かわいそう》と思ったとしても、男としては《情けない》とね。そんな君が僕と張り合おうっていうなら、相当、頑がん張ばらないとね。いまはまだ、同じフィールドに立ってさえいないんだから』

「た、立てばいいんですね？」

　携帯を強く握りしめて、光は言った。なにか考えがあってのことではない。けれどここでまた、無理、できない、と言ってしまうのは嫌だ、と胸の奥で囁ささやく声がした。

『……立てるのかい？』

　ひどく挑ちよう発はつ的てきな、できっこない、と思っていることが明らかな口く調ちようだった。

『いったい、なにをどうするつもりなのかは知らないけど』

「や、やってみせます！」

『君、本当にわかっているのかな？　自分と僕との間にどれほどの差があるのか。いいかい、神かみ代しろ君？　たとえば、僕は勉強もできる。運動だって得意だ。クラスや先生の信頼も厚い。自分で言うのもなんだけど、容姿だって悪くないし、なにより、超進学校、帝てい開かい中学の生徒会長だ。君はいま、その僕と同じフィールドに立つ、と言ったんだよ？』

「わ、わかってます……」

　光ひかるは、急にしぼんでいくやる気のようなものを必死に繫つなぎとめた。竜りゆう一いちの言葉は、目の前にそそり立つ絶ぜつ壁ぺきのようだったが、どんな高い崖がけも、登るための一歩を踏み出す手がかり、足がかりはあるはずだ。

『……いいだろう』

　ふっ、と竜一の声のトーンがそれまでよりも下がった。

『じゃあ、試そうじゃないか。今度、千ち代よ神がみ中では生徒会長選挙があるんだろう？　君、それに立候補して生徒会長になってみなよ。そうすれば、僕は君を認めよう』

「し、白しら鳥とりさんに手を出さない、ってことですか？」

『まさか！』

　竜一は笑った。

『同じ生徒会長でも、格まで一緒にしてもらっては困るな。だけど、結果が出るまでは行動は起こさない、と誓おう。僕としては、いまの情けない君を相手に、白鳥さんを自分のものにする方が楽なんだが、ゲームは面おも白しろくないと』

「ゲ、ゲーム!?」

『そう、ゲームさ。体だけじゃなくて、心まで裸はだかにして、すべてを僕の前に晒さらさせることができるかどうか──恋愛はそれを目標にしたゲームさ。白鳥さんは、その景品としては、とてもとても魅力的だよ』

　喉のどの奥で笑う声が、耳を打つ。

　それを聞きながら、光は思わず、汗ばむ手で携帯を強く握り締めていた。

　チリチリと胸の奥が焼けるような感覚がある。それは初めてといっていい感覚で、しかも言葉となって喉から飛び出そうとしている。光は抵抗したが、それは僅わずかな間でしかなかった。

「……僕は、あなたが嫌きらいです」

　堪こらえきれずに飛び出した言葉の強さに、光は自分で驚いた。これまで誰だれかに対して《嫌い》などという言葉はもちろん、そんな感情を抱いだいたことすらなかった。だが、いまははっきりとわかる。この人は、嫌いやだ。

『光栄だね』

　竜一は、少しも動じた様子もなく、言った。

『僕も君が嫌いだから、ちょうどいい』

　光は、それがたとえ嫌いだと思っている相手からでも、はっきりとそう言われると痛いものなのだ、と知った。けれど、初めにそう言ったのは自分の方なのだ。

「き、きっと、なってみせます……」

『楽しみにしているよ、神かみ代しろ君。せいぜい頑がん張ばってくれたまえ。ま、無理だとは思うけれどね。むしろ、白しら鳥とりさんの方がよほど可能性はあるんじゃないかな？』

　プツ、と唐とう突とつに電話は切れた。

　光ひかるは手を下ろすと、トイレのドアに寄りかかってため息をついた。

　まるで熱があるかのように、頭がぼうっとしている。

　なにか、とんでもない約束をしてしまったような気がしたが、あとには引けない、ということも理解できていた。

（白鳥さんを、あんな男子に渡せない……）

　それだけは、確かだった。

　これまで彼女は自分のためにいろいろしてくれた。自分が──竜りゆう一いちの言う通り──情けないばかりに、たくさんの迷惑をかけてきた。今いま頃ごろになってだけれども、そのことがわかるようになってきた。その彼女をあんな、ゲーム、だとか言ってしまうような男子の、その景品になんかさせるわけにはいかなかった。

（が、頑張らなくちゃ……）

　といっても、なにをどう頑張ればいいのかわからなかった。

　汗で湿ってしまった携帯をハンカチで拭ふいて、光はトイレの個室を出た。幸い、辺りには誰だれもいない。洗面台で手を洗い、静かな廊下に出て教室に戻ろうとしたとき、ふと、張り紙が目に入った。

（あ……）

　ポスターとはいいがたい、コピー用紙に一色刷ずりで印刷されたそれは、生徒会長選挙の告知及び、候補者の募集について書かれたものだった。光は足を止めるとそれを読み、そして、ホームルームで来くる栖す先生が言っていたことを思い出し、ごくりと唾つばを飲み込んだ。




　　　　☆




「みろ、おまえのせいで見失っちまったじゃねーか！」

　目を吊つり上げた久く美みにセーラー服の襟えりを摑つかまれ、愛あいは廊下の壁かべに押し付けられてしまった。裾すそが引っ張られてお腹なかが剝むき出しになり、そこに秋っぽい風を感じる。手で押さえてなんとか下ろそうとするものの、キャットファイトで鍛きたえた腕力に敵かなうわけもなく、爪つま先さき立だちになって息が詰まらないようにするのがやっとだった。

「久美ちゃぁん、やめようよぉ」

　小柄な久美の後ろに立って、こんなときにも食べ物を手放さずに美み巳みが言うのが見えた。彼女が手にしているのは、愛の作った弁当だ。自分の分を彼女のと交換することで、光に自分の弁当を食べさせる、という作戦は今も続いている。

「先生、来ちゃうよぉ？」

「かまうかよ」

　久く美みの声は低く、廊下に轟とどろくようだった。その小さな体は、あちこち食べ物で汚れている。そしてそれは愛あいも同じだった。実は、光ひかるが飛び出していってすぐあとを追おうとしたのだが、そのときに愛は久美ともつれ合って転び、食事中の他ほかの生徒のグループの机に突っ込んで、頭からランチを被かぶってしまったのだ。

　おかげで服がジュース臭くさい。

「黒くろ島しまの奴やつ、いったい光様になんの用だってんだ!?　オレたちから水族館見学を奪うばって、それでもまだ足りねえってのか？──大体！」

　ぐ、と服を摑つかんだままの拳こぶしが喉のどに押し付けられて、愛は息が詰まった。服はますます持ち上がり、このままではブラが見えてしまいそうだ。事実、チャンスと見たのか、何事かと集まってきた生徒たちのうち、何人かの男子はしゃがみ込んでいやらしげな視線を向けてきている。

（見られたら死んじゃう！）

　愛は泣きたくなったが、

　──そんなことで死にはしない。

　薄はく情じような声が頭の中に響ひびいて、この乙おと女め心ごころを解かいさない天使を呪のろいたくなった。

（女の子は死ぬんです！）

　ふう、と天使がため息をつくのが聞こえた気がした。

　──くだらん。そんなことでころころ死ぬのなら、どうやって契ちぎるというのだ？　服を着たままか？……ふむ、まあ、それはそれでかまわぬか。それなら気付かれずに教室で、ということもできるだろうからな。よし、今日の放課後にでもやってしまえ。神かみ代しろ光を椅い子すに座らせてその上におまえが向き合って座るようにすれば、もし見つかっても《抱だっこ》しているように見えるだろう。うむ、素晴らしい！

　絶句しているうちにどんどん過激な方向へ突っ走っていく天使の妄もう想そうに、愛は慌あわてた。しかもその想像図（もちろん天使が考えたもの！）が、頭の中にぼよ～んと浮かんでくる！

「ぎゃーっ!!」

　思わず上げてしまった悲鳴、しかも、女の子らしい『きゃー』ではなくて、真に驚いたときには女の子もなにもない、人としての叫び『ぎゃー』。さすがの久美もこれには驚いた様子で、思わず、といった風に手を離した。

「な、なんだよ……」

　そんなすごいことをしたか？　と言いたげな久美は無視して、愛は必死に頰ほおのほてりと動どう悸きが静まるように祈りながら、天使に向かい、

（馬ば鹿かっ！）

　と心の中で怒ど鳴なった。

　──馬ば鹿かとはなんだ、天使に向かって！

（天使だからなんですっ！　ああああああああんな、いやらしい想像図を人の──女の子の頭の中に送り込むなんて信じられないっ!!）

　だが、天使は鼻を鳴らした。

　──わからないと困ると思い、《契ちぎり方》を説明してやったのではないか。もたもたしていたら、神かみ代しろ光ひかるが果ててしまうからな。あの年とし頃ごろの男子は、とても敏びん感かんなのだ。

（そんな豆知識はいりませんっっ!!）

　うきい、と愛あいは髪を搔かきむしりたくなった。天使とは到とう底てい思えない、このデリカシーのなさを、本気でどうにかしてほしい。

「お、おい。大だい丈じよう夫ぶか、おまえ……？」

　本気で心配しているかのような声に、愛はハッとした。

　周囲はしんと静まり返り、少しいやらしい目をしていた男子も含めて、全員が奇き異いの目で自分を見ていることに、愛は気が付いた。まさか、天使とのやり取りを口に出してしまっていたのでは──

　──それはない。

　そう声が聞こえて、愛はひとまずホッとした。もし声に出していたら、電波な人だと思われて、それが光にまで伝わってしまったら、絶対に嫌きらわれる。

　──その前に、この連中にばれてどうなるかわからぬがな。

（人ひと事ごとみたいに、言わないでくださいっ）

　引き攣つった笑えみを周囲に振り撒まきながら、愛は服を直した。襟えり元もとはすっかり皺しわになってしまっている。破れなかっただけよかった、と思うべきなのかもしれないが、久く美みの馬鹿力を恨うらめしく思った。もっとも、弁当のせいで付いた汚れに比べれば、まったく、ぜんぜん、たいしたことではないが。

　だが、天使の言う通りではある。

　久美たち──《地獄の使徒ヘル・アポストル》たちは、まだ愛が天使の意を受けて光を《大罪》から救おうとしていることを知らない。ただ、光のことを好きな女の子、と思っているだけだ。だからこそこれまで、命に関かかわるような目には遭あっていない。

　──むしろ、おまえを利用しようとしているところもある。

（知ってます）

　襟の皺を伸ばしながら久美と美み巳みを見つつ、愛はそう返した。美巳たちは竜りゆう一いちを利用し、光の《嫉妬エンヴイ》を煽あおったように思えるからだ。

　後夜祭の対決に敗れた光は《嫉妬エンヴイ》の《大罪》を犯し、《堕落ダウンフオール》した。もちろん《浄じよう化か》を行って、その《罪シン》はほとんど洗い流したが、気分は複雑だった。

　あの後夜祭には伝説がある──キャンプファイヤーで告白してカップルになった恋人同士は幸せになれる、という。

　あの日、勇気を振り絞しぼり、愛あいは光ひかるに告白した。だがそれを、彼は憶おぼえていない。それは《堕落ダウンフオール》しているときの光だからだ。告白は《罪シン》とともに流されてしまったのかもしれない、と思うと、少しむなしかった。

（……今度も、黒くろ島しま君を利用してるんだと思いますか？）

　──わからん。あの少年は《地獄の使徒ヘル・アポストル》ではない。それは確かなのだが……そうではなくても、協力者である可能性はある。今度のことも、タイミングがよすぎる。

（わたしのことが好きだから、って可能性も──）

　──ないな。

（う……そんな、断言しなくたっていいじゃないですか……）

　──あった方がいいのか？

（い、いえ！　別にそういうわけじゃないですけどっ！　うう、いじわるだ）

　──あっはっは。

　なんとなく、胡坐あぐらをかいて腰に手を当てて胸を反そらしている絵が浮かんだ。

「おい──おい！」

「えっ!?」

　愛は目を瞬しばたたいた。気が付けば久く美みが怪け訝げんな顔をしてこちらを見ていた。彼女だけではない。周りに集まった生徒たちも、ちょっと気味が悪そうな顔をしている。

「……なんなんだ、おまえ？」

「な、なにって、なんか変だった……？」

　じわりと腋わきに汗が滲にじむのを感じながら、愛はなにかおかしかっただろうか、と考えた。今度も、声には出していないはずだ。

　だが、こっくりと、久美と美み巳みは頷うなずいた。

「え、な、なにが？」

　愛が訊きくと、久美の指先が鼻先に突き付けられた。

「顔だよ、顔」

「か、顔？」

「そうだよ。なんてーか、こう微妙に表情が変わるのは、なんだ？」

「え、き、気が付かなかった……」

　あはは、と愛は笑った。天使とのやり取りが声には出なくても、思わず顔には出てしまったのかもしれない。

　──納得していないようだぞ？

（ち、ちょっと黙っててください！）

　愛あいは、薄うすら笑いを浮かべながら、そう返した。天使の反論はなかった。もしかすると、また繫つながりを切ってしまったのかもしれないが、いまはその方がよかった。ここで久く美みたちに天使のことを知られるわけにはいかない。

　だが、久美はまだなにかを疑うかのように、じっと顔を見つめてきていた。と──

「あの、なにしてるんですか……？」

　その声が、危機を救ってくれた。

「光ひかる様！」

「光様ぁ」

「ひ──神かみ代しろ君！」

　振り返ったその先、野や次じ馬うまの中に光の姿を、愛たちは見付けた。海が割れるように、人が光から離れる。彼は少し驚いたように周りを見たが、理由がわからなかったのか、首を傾かしげながら近付いてきた。

「どうしたんですか、皆さん？」

　小首を傾げながら訊く。

「どうしたもなにも」と久美。「いきなり教室を出ていっちまうから、心配しておっかけてきたんじゃないか。見失っちまったけどよ」

「神代君、なんの電話だったの？」

　愛は、美み巳みを押しのけるようにして訊きいた。なにより知りたいのはそのことだった。竜りゆう一いちが、いったいなんのために電話をかけてきたのか。

「お礼を言われました」

　そう、光は言った。

「お礼!?」

「はい。譲ゆずってくれた、そのお礼だそうです」

「なんだ」

　と久美は言ったが、愛はそんな風には思えなかった。それが本当なら──光が噓うそをつくはずもないが──なんとも馬ば鹿かにした話だった。確かに、見学を譲った形にはなったが、愛や光がそれを望んでいないことは、あの場にいた竜一ならわかったはずだ。

（……それとも、あの人って本当は天然……？）

　愛は光を見、そしてひとまずは安心した。

　少なくとも竜一が今け朝さ以上に光を傷付けたのではないらしい、ということは、その顔を見ればわかった。もちろん、元気、というには程遠かったけれども。

「あ──」

　そのとき、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴って、集まっていた生徒たちはそれぞれの教室へと散り散りに動き出した。

「オレたちも戻ろうぜ、光ひかる様」

「それはいいですけど……」

　光は、愛あいと久く美みを交互に見た。

「それ、着替えた方がよくありませんか？」

　愛は自分の服を見下ろして──ああ、と大きくため息をついた。午後はずっと、体操着で過ごす羽は目めになりそうだ。




　　　　☆




「これでいい？　お姉ちゃん」

　廃はい教会の浴室の広い脱衣所で、携帯電話を閉じながらそう言った竜りゆう一いちの表情は、知っている者が見たら驚くほど幼いものだったが、巳み和わにとってはこちらの方がしっくりとくる、よく知っている顔だった。

　帝てい開かい中学の三年生にして生徒会長、という竜一は、本当はまだ一〇歳なのだ。飛び級制度のある帝開であるから、可能な措そ置ちだ。いつもの大人びた方の顔は仮面であるといっていい。竜一は、巳和の前では本当の顔に戻るのだ。

　背も高く、見た目はもう大人も同然で、姉である巳和の方は背はずっと低く顔立ちも幼いが、弟は弟。苗みよう字じが違ちがうのは、両親が離婚して、竜一は母の姓を名乗っているからである。

「……まあ、いいでしょう」

　巳和は頷うなずいた。

　よくやった、とは褒ほめない。竜一が、とても強く自分に認めてもらいたがっているのは知っている。知っているからこそ、褒めたりはしない。

　案あんの定じよう、竜一はあからさまに不満そうな顔になった。こういうところは、まだまだ子供だ。

　無表情のまま踵きびすを返そうとすると、

「お姉ちゃん」

　と、呼び止められた。

「……なに？」

　ワンレングスにした髪を押さえて、僅わずかに振り返り、弟を見上げるようにする。

　竜一は、微かすかに頰ほおを染めて唇くちびるを尖とがらせた。携帯を握り締めた手をもじもじと動かして、なにかを言いよどんでいる。

　本当は、なにを言いたいのかはわかっていたが、あえて巳和は口にはしない。その方が楽しいからだ。いつもは自信に満ちた男の子のこうした顔を見るのは、唇が思わずほころんでしまうほど気持ちがいい。

「……なあに？」

　もう一度重ねて訊きくと、竜りゆう一いちは拗すねたような目で巳み和わを見た。わかっているくせに、とその瞳ひとみは言っている。が、決して姉の方から察して言ってくれることはないということも、ちゃんとわかっているのだ。

「僕は、ちゃんとやったよね？　だったら、その……ご褒ほう美びは……？」

「……ご褒美？」

　わざとらしく眉み間けんに皺しわを寄せる。途と端たん、竜一の表情は不安に揺ゆらぎ、大きな体で幼おさな子ごのように首を竦すくめた。よく見れば、唇くちびるも微かすかに色が褪あせている。

　この辺りが潮時だろう。

　巳和は、それまで無表情だった唇に、にっこりと微笑を浮かべた。それを目にした途端、竜一は、迷まい子ごの子供が母親を見付けたかのような表情になった。心からの安あん堵ど。巳和は、弟のこの顔を見るのが好きだ。宇う美み野の家では誕生を望まれなかった自分が、もっとも望まれた子供に慕したわれ、頼られている、というのは。

　巳和は竜一の前に立つと、帝てい開かい中学の制服であるブレザーのネクタイを摑つかんで跪ひざまずかせた。

　その手をゆっくりとネクタイから首、首から頰ほおに這はわせて、ゆっくりと撫なでてやる。体格はよくても、やはりまだ一〇歳。髭ひげなどはまったく生えていない。

「……そうね」

　少し伸びた爪つめを柔らかな肌に立てながら、巳和は目を眇すがめた。

「……とりあえず下準備は済んだ、というところで、結果は放課後にならなければわからないけれど、いいわ。なかなか上う手まくやったと思うから」

「お、お姉ちゃん……」

　ごくり、と喉のどが動いたのが、手の感触でわかる。期待に微かに震ふるえているのも。

　巳和は腰を折って体を僅わずかに屈かがめた。それで十分、竜一とは向きあえる。顔を近付け──至し近きん距離で見つめ合いながら、巳和は微かに眉まゆを顰しかめた。

「……目を閉じなさい」

　慌あわてて竜一が瞼まぶたを閉じる。

「……それでいいわ」

　巳和は優やさしく言った。竜一は、息を肌で感じているはずだ。持っていた片目のテディベアの背中から黒布を取り出し、それで巳和は弟を目隠しした。

「お、お姉ちゃん……？」

　戸と惑まどったような、少し怯おびえたような声。だが、事情を説明してはやらない。しっかりと、取れないように縛しばり、その手で今度はネクタイを外してやる。ブレザーを脱ぬがし、そうしてシャツのボタンをひとつ、またひとつと外す。下にはなにも着てはおらず、肌があらわになる。その厚い胸むな板いたを、巳和は撫なでた。プツプツと鳥肌が立つのが感じられる。けれど嫌いやだからではない。

「……立って？」

「え──」

　竜りゆう一いちは逡しゆん巡じゆんした。その理由を、巳み和わはわかっていた。実の姉の愛あい撫ぶに、立つに立てない状況になってしまったのだろう。けれど、許したりはしない。

「……立ちなさい」

　少し強く命令口く調ちようで言うと、竜一は震えるようにため息をついて立ち上がった。案あんの定じよう、タックのあるズボンの前部分は、なにか危険なものを隠したかのように膨ふくらんでいる。

「……いやらしい子」

　意い図と的てきに軽けい蔑べつを込めて言うと、竜一は、うう、と呻うめいて太ふと腿ももをすり合わせた。顔に巻き付けた布に、微かすかに染しみができる。泣いているのだろう。

　巳和は微笑ほほえみを浮かべて、テディベアの中から手て錠じようを取り出すと、裸はだかの弟に抱き付くようにして、竜一を後ろ手に拘こう束そくした。

　そうしておいて、ズボンのベルトに手をかける。

　慌あわてて下がろうとした弟に、

「……竜一」

　その一言で、弟の足は止まる。

　本当に素直な、ぬいぐるみのようないい子だ。巳和はベルトを外し、学生ズボンを足首まで引き下ろした。竜一はトランクス派である。膝ひざをつき、膨ふくらんだそこを目の前に見ながら、足からズボンを抜いてやる。

　それを少し離れた場所に放ほうり、巳和は立ち上がって弟に触れるか触れないかのところまで近づいて囁ささやいた。

「……よく聞いてなさい」

　そう言って、わざと大きく衣きぬずれの音を立てながら、上から下まで黒で統一された服を脱いでいく。いまはジャケット、今度はスカート、と告げながら。

　この《ご褒ほう美び》は、羊よう子こに教わったものだ。彼女は、竜一が巳和と話す様子を一度見ただけで、どうすればいいかを完かん璧ぺきに見抜いた。昔はこんなに過激ではなかったけれども、おかげで竜一は自分にべったりになって離れられなくなった、と巳和は羊子に感謝していた──自分を切り捨てた両親から、もっとも大切なものを奪うばうことができたのだから。

　といっても、竜一のことが嫌きらいなわけではない。好きだ──いつも手放すことのない、ぬいぐるみとおなじくらい。

　シルクのスリップを脱ぬぎ、フロントホックのブラを、わざと、かちん、という音が立つように外して、
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「……いま、ブラジャーをとったわ」

　と囁いてやると、竜一は苦しげな声を漏もらした。それを聞きながらショーツに手をかけ、肌がシルクとすれる音を立てながら、全ぜん裸らになった。

「……竜りゆう一いち、お姉ちゃんがいま、どんな格かつ好こうをしているかわかる？」

　弟はこっくりと頷うなずいた。頰ほおは紅潮して、息は首を絞められているかのように苦しげだ。

「……今日は、ご褒ほう美びにお姉ちゃんと一緒にお風ふ呂ろに入りましょう。もちろん、見ちゃ駄だ目め。それとね──」

　ちら、と竜一の背後に視線をやった途と端たん、脱衣所の隅すみにあって竜一がよくできたマネキンだと信じて疑わなかったものが動いた。その太い腕で背後から、がっちりと竜一を押さえ込み、悲鳴を上げる隙すきを与えずに口を塞ふさいで床に押し付けた。

「んんーっ！」

　恐怖に、赤かった顔が見る間まに青ざめていく。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　裸はだかで弟の顔の前にしゃがみ込み、巳み和わは囁ささやいた。

「……この人は《赤せき兎と》さん。お姉ちゃんのお友達の大切な人。竜一に、耳みみ栓せんをちゃんとしてもらうのを手伝ってもらうだけだから、そんなに怖がらなくても平気」

　それを聞くと、竜一の体の震ふるえはゆっくりと静まっていった。

　ラバーマスクをつけた、怪人、と呼ぶのがふさわしい大男が、燕えん尾び服ふくの胸ポケットから特殊な耳栓を取り出して、竜一の耳の穴に押し込む。これでもう、竜一にはなにも聞こえないはずだ。いくら弟といえども、この先の話は聞かせるわけにはいかない。

　なのに獅しぃ子こが同席を許可したのは、そうしなければ竜りゆう一いちは協力しない、と羊よう子こが言ったからだ。けれども、それは噓うそである。こんな褒ほう美びでなくても、竜一は協力しただろう。つまり、羊子自身が楽しみたくて、そういうことを言ったのだ。

　それを別に反対する理由は、巳み和わにはなかった。

　最後にもう一度、赤せき兎とにトランクスを剝はぎ取られる際に、竜一は微かすかな抵抗を示したが、すぐに諦あきらめたようにおとなしくなった。

　赤兎が離れると、巳和は、まだ微かに震ふるえている竜一が立つのに手を貸してやった。冷や汗を搔かいてぺとぺとする肌に、巳和のさらりとした肌が触れ合うと、たちまち精気が戻る。が、先ほどまでの元気はどこへいったのか、竜一の《蛇へび》──脱皮したてのような──は、冬眠をしているようだった。

　なにも言わなくても、赤兎が浴室のドアを開けてくれ、巳和は後ろ手の拘束をといた竜一の肘ひじに手をかけて、湯気の立ちこめる中へと二人して入った。といっても視界が利きかないわけではない。

　竜一には見えていない、とわかっていても、やはり恥はずかしいのか、獅ぃ子は決して湯のせいではなく頰ほおを赤くして、片腕で胸を隠すようにした。けれども、表情はあくまで平静を装おうとしている。

　だが、そんな風に恥じらいを見せたのは彼女だけで、他ほかの三人は、男の子が全ぜん裸らで入ってきても、まったく平気な様子だった。

《怠惰スロース》の《罪人シナー》である棕しゆ櫚ろは、自分の肉体にすら興味がないほどの面倒くさがりであるから、ましてや他人の体などどうでもいいのだろう。

　羊子は、そのまったく逆で、巨大な浴よく槽そうの縁ふちから乗り出すようにして、竜一の、一〇歳らしくつるんとした股こ間かんを凝ぎよう視ししている。

　残る倉くら子こは、といえば──

「ん？……ぎゃ！」

　ただ、見えていなかっただけだとわかった。曇くもった眼鏡めがねのレンズを拭ぬぐい、そのときにはずいぶん接近していた竜一の股間をまともに見た途と端たん、派手に飛沫しぶきを上げて浴槽の反対側へと、逃げていったので。

「な、なん──」

　なんで男子が、と言おうとして、どうやら思い出した様子で、眼鏡のフレームやポニーテールにした髪の房から雫しずくを落としながら、咳せき払ばらいをしていつもの冷静な仮面を着け直した。
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　巳和は椅い子すを二つ引き寄せて前後に並べ、後ろに竜一を座らせ、自分は前に座った。スポンジにボディソープを付けて泡立て、竜一の手に載せてやる。

　それでわかったのか、竜一は手を伸ばし、巳和の肩を見つけると、ゆっくりと手探りで姉の小さな体を洗い出した。ゆっくりと、ちょっとでも余計な力を入れたら壊れてしまうものであるかのように。

「本当に見えて、聞こえていないんでしょうね……？」

　片手で浴よく槽そうの縁ふちを、もう片方で、何度も零こぼれ落ちそうになる胸を隠しながら獅しぃ子こが言うのに、巳み和わはこっくりと頷うなずいた。竜りゆう一いちがそうしたことで噓うそをついていれば、巳和には一発でわかった。確かに見えていないし、確かに聞こえていない。それは、態度を見ればわかる。

「一いち応おう、信用しておきますわ」

　ちらり、と竜一を見て獅ぃ子は言ったが、歩くことのできない彼女の《足》である赤せき兎とならば、入ってきてもまったく気にしないのだから面おも白しろい。が、おそらくは自分と同じことなのだろう、と巳和は思った。自分が竜一の裸はだかが平気なのは、それこそオムツが取れない頃ころから面倒を見てきたからだ。確かに体は大きくはなったが、弟は弟。竜一の方ではどうかは知らないが、男の子として見たことなどない。

　赤兎も、彼女が幼い時分に歩けなくなってからずっと《足》をやらせてきたと、獅ぃ子から聞いているので、感覚的には同じなのだろう。

　獅ぃ子は、皆の注目を集めるように咳せき払ばらいをした。それには、竜一を試す意味もあったのかもしれないが、もちろん彼はなんの反応も示さなかった。

「では、二人ほどいませんけど、《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》、始めますわ」

　ぺちぺち、と、倉くら子こ、羊よう子こ、巳み和わが拍手をする。棕しゆ櫚ろだけは面倒くさそうに欠伸あくびをしたが、いつものことだ。外見も男の子のようだが、仕し草ぐさも男の子っぽい。これが久く美みであれば、獅しぃ子こも怒ど鳴なり付けるところだろうが、棕しゆ櫚ろに関しては言っても無む駄だ、とわかっているかのような態度だった。

「それにしても、明あけ星ほしさん」

　眼鏡めがねの位置を直しつつ、最初にそう言ったのは倉子だった。頰ほおはまだ赤く、九〇センチを誇ほこる胸もほんのりと染まっている。

「なぜ、バスルームで《委員会》なんです？　ここでは株価のチェックができないわ」

「だから、ですわ」

　胸までお湯に浸つかって手を離し、獅ぃ子は言った。

「倉子、あなたは《委員会》に真ま面じ目めに取り組んでいませんでしょう？　株や先さき物もの取とり引ひきに気を取られて。《強欲グリード》があなたの《罪シン》だということは知っていますけれど、《七コミ人ツテ委イ オ員ブ セ会ブン》は光ひかる様をいかに《堕落ダウンフオール》させるかの大事な会議。強制的に控えてもらいますわ」

「それに～、光様がいたらゆっくりお風ふ呂ろに入れないもんね～」

　浴槽の端から、まだうつぶせに身を乗り出したままである羊子が、楽しそうに笑う。大きな胸がひしゃげて、巨大なボールを胸で潰つぶしているかのようだ。

「お風呂入るのって、楽しいドキドキならいいけど～、そうじゃないと、リラックスできなくて疲れ、抜けないもんね～」

　巳和は頷うなずいた。まったく同感である。

　光の微笑には《罪シン》を《浄じよう化か》する働きがある。それは、建物の壁かべなど簡単に透とう過かしてしまうので、服を着ていないときにそれを浴びたらどうなるのかまったくわからず、また、試す気もないので、自然、入浴は光のいないときに、ということになるのだ。

　寝ているときに入ることもあるが、寝ていても《浄化》の輝きを発することがないわけではないので、よほどでない限りそれはしない。

「疑問は解けましたわね？」

　獅ぃ子は倉子に、これ以上、風ふ呂ろでやることについての異議は聞かない、という意志を滲にじませてそう言い、再び巳和の方を向いた。

「それでは、報告を聞きますわ。──あなたの弟は上う手まくやったんですの？」

「……たぶん」

　と、巳和は答えた。

　確実ではないのか、と言いたげに獅ぃ子の眉み間けんに皺しわが刻まれる。

「……結果は、放課後にならないとわかりませんから。けれど、反応はよかったみたいです。竜りゆう一いちが十分に挑ちよう発はつしましたから、これで駄だ目めなら、なにをやっても駄目かと。推薦では意味がないんですよね？」

　獅しぃ子こは頷いた。

「自ら望み、勝ち取ったという自負でなければ《高慢プライド》には育ちませんわ。誰だれかに無理やり立たせられたのでは、いまやっている学級委員と変わりませんもの」

「……でしたら、あとは待つ以外にはないかと」

「…………」

　決して満足している様子ではなかったが、獅ぃ子はそれでも黙った。

「けど～」

　代わりに、というわけではないだろうが、羊よう子こは巳み和わたちに背を向けて獅ぃ子の方を向くと、その長い足を湯船の中に伸ばした。ぷかり、と大きな胸が浮き上がる。その巨大さに巳和は微かすかに《嫉妬エンヴイ》を覚えたが、それを表に出すことなく、黙って竜りゆう一いちに体を洗わせ続けた。

「光ひかる様が新しい能力を手に入れたっていうの～、本当なのかな～？」

　羊子は首を傾かしげた。

　昨日、光が水族館に出かけてから、集まった皆の前で獅ぃ子がそう言ったのだが、確かに巳和もそれは実感がなかった。

　帰ってきた光は、獅ぃ子の支持通りに向かわせた竜一の作戦が成功したようで落ち込んでいたが、それだけで、今け朝さ、美み巳みと久く美みと一緒に家を出るまでも、特に変わった様子は見られなかったからだ。

「獅ぃ子ちゃんは～、美巳ちゃんがモックケーキを食べたのは、光様がそう言ったからっていうけど～、別にそうじゃなくて、ただ我が慢まんできなくなっただけじゃないのかな～。だって、美巳ちゃんなんだから～」

　倉くら子こも、同意するように頷うなずいた。

　それは巳和も思ったことだ。《大食グラトニー》の《罪人シナー》である美巳は、食欲を抑える方が難しいのだ。目の前に特大のケーキがあって、食べていいよ、と言われたら、それが光の言葉でなかったとしても、そうしたのではあるまいか。

　獅ぃ子は、湯にぷかりと浮かんでのんびりと漂っている棕しゆ櫚ろをちらりと見た。彼女はけれども、そんな視線に気付いた様子もなく、たゆたい続けており、獅ぃ子は諦あきらめたように息をついて、再び羊子に向き合った。

「確かに、美巳の食欲は侮あなどりがたいものがありますけれど、いくらなんでも、光様があの女と出かけるのを阻止するという大事を前にして、誘ゆう惑わくに負けるとは思えませんわ。それも、傍そばを光様がこっそりと過ぎるのに気付かないほど夢中になるなど、光様が《堕落ダウンフオール》した、あの後夜祭のときのような場合でなければ、ありえませんわ」

「つまりね」

　と、目を閉じ、浮かんだまま、棕櫚が口だけを開いた。

「これは光様が《堕落ダウンフオール》の段階をひとつ上がった──この場合は、下がった、っていう方がいいのかな？──証拠だと、ボクは思うんだ。那な賀が花はなさんも言っていただろう？　光ひかる様の許しを得た途と端たん、それをする以外、考えられなくなった、って」

「でも～、わたしはなんともなかったよ～」

　羊よう子こがそう言うと、ぱちり、と棕しゆ櫚ろは片目を開いた。

「だったら、どうしておとなしく《食べられて》いたんだい？　光様を止めるつもりなら、クリームでべたべたの体で抱き付いたってよかったじゃないか。だけど君は、那賀花さんに摑つかまれていたとはいえ、おとなしく《食べられ続けて》いた」

「そう言われれば～……」

　羊子は、よく憶おぼえていない、というように首を傾かしげた。

「ボクらは」と棕櫚は続けた。「《地獄の使徒ヘル・アポストル》だ。人ではあるけれども、その《罪シン》によって地じ獄ごくに仕えている。そして光様は、いまは同じ人ではあるけれども、その正体は地獄の神。悪あく魔ま神しん《ルシファー》だ。神はね、絶対だから神なんだとボクは思う。だから、光様が言ったことにボクらが逆らえないのは当然だし、そうなったということは、《堕落ダウンフオール》が進行している証拠だと思う」

　ふー、っと棕櫚は息をつき、また目を閉じた。

「ああ……一気に喋しやべったら疲れたよ。獅しぃ子こ、あとは頼むね」

「わかりましたわ」

　気ままに流れていく友人を見ながら、獅ぃ子はあとを引き取った。

「つまり、やはり光様の《浄じよう化か》は、完かん璧ぺきではなかったことが証明されたということですわ。ですけれど、これで光様の誘ゆう惑わくは難しくなったと考えなければなりませんわ。なぜなら、今回のように、光様が本当に『こうしてほしい』と思ったら、わたくしたちはそれに逆らえないんですから。白しら鳥とり愛あいとの仲をこれ以上進展させない方法にも、一ひと工く夫ふうする必要がある、ということですわね」

「まあ、光様をとっとと《堕落ダウンフオール》させちゃうのが一番なんだけどね」

　浴よく槽そうの端まで漂っていった棕櫚が言うのが聞こえた。

「ですわ」

　と獅ぃ子も頷うなずく。

「それで～、今回は獅ぃ子ちゃんの番、ってわけ～？」

「ええ。生徒会長選挙は、年に一度ですわ。これを逃のがせば、同じような機会はすぐには見付かりませんもの。なんとしても光様には立候補してもらって、当選してもらいますわ」

「けど～光様だよ？」

　羊子の言いたいことはよくわかる。確かに変わってきてはいると思うが、竜りゆう一いちの挑ちよう発はつに、果たして自分から乗るのだろうか？　後夜祭の勝負は、久く美みが勝手に買ったが、今回はそれでは駄だ目めなのだという。

　そのとき、浴室のドアががらりと開いて、赤せき兎とが入ってきた。巳み和わはもう平気になったが、倉くら子こは慌あわてた様子で体を湯に沈めた。

「なんですの？」

　微かすかに棘とげを含む声で獅しぃ子こが訊たずねると、赤兎は黙って携帯電話を差し出した。忙しい獅ぃ子は、いつどこででも出られるように、防水なども完璧な携帯を使っている、と巳和は聞いたことがあった。獅ぃ子は腕だけで赤兎の傍そばに行くと、携帯を受け取って微かに目を瞠みはった。

「光ひかる様からですわ！」

　そう言うと獅ぃ子は、その場にいる全員に向かって、静かにするように、という意味であろうジェスチャーをして、電話に出た。

「代わりましたわ」

『──あ、明あけ星ほしさんですか？』

　光の声が浴室に反響した。スピーカーにしてくれたのだろう。

「ええ、そうですわ」

『いま、大だい丈じよう夫ぶですか？』

「ええ」

　ちらり、と獅ぃ子が自分を見た気が、巳和はした。

『あの……いきなりなんですけど、ちょっと聞きたいことがあって』

「なんです？」

『昨日の……水族館のことなんです。大人の人たちの中で仕事をしている明星さんなら、もしかしたらわかるかと思って……』

　そこで、光は一いつ旦たん言葉を切った。なにかを考えているかのようだったが、あまり時間をおかずに、また話しだした。

『あの、大人の人たちって、やっぱり肩書きを大事にするんでしょうか……？』

「どういう、意味ですの？」

『それが……水族館が僕たちではなく、あとから申し込んだ帝てい開かい中学を選んだのは、行ったのが生徒会長さんだからだ、ってある人に言われたんです。僕が学級委員だから、駄だ目めなんだ、って。そんなこと、あるんでしょうか？』

「ありますわ」

　獅ぃ子はずばりと言った。

「光様、肩書きにはそれなりに意味があるんですのよ？　相手の本当の姿など、初めて会ったところで、わかるものではありませんでしょう？　だったらなにで判断をするか。それは、肩書きですわ。同じ義務教育でも、帝開中学は私立。学区内に住んでいれば無条件で入ることができる千ち代よ神がみ中学と違ちがい、受験を突とつ破ぱしなければ入れませんわ。生徒会長も同じ。あれは選ばれるものであっても、自ら願わなければ叶かなわないもの。学級委員には、最終的には拒否権がありませんわよね？　クラスの誰だれかがならなければならないものですもの。けれど、生徒会長は大たい抵ていそうではないでしょう？　無理やりということはない。自らなにかを勝ちとった者とそうでない者。どちらが心を動かすか。選ぶとしたら……おわかりでしょう？」

　獅しぃ子こは優やさしげに言ったが、光ひかるは返事をせず、なにかを考えているようだった。

「……けど、よろしいのではありませんか？」

　と、獅ぃ子は、巳み和わが思ってもみなかったことを言った。

「光様は、なにもなさらなくても。わたくしたちが、すべてをやってさしあげますわ。水族館のことは、どうでもよろしいじゃありませんか。それほど残念なら、わたくしたちが水族館ごと買い上げて、光様のものにしてさしあげてもよろしいですわよ？」

『そんな……いえ、いいです……』

　声の調子から、光が微かすかに不快感を抱いだいたのが、巳和にはわかった。

（……光様に、もし反はん骨こつの気持ちがあるのなら……）

　本当に立ち上がるかもしれない、と巳和は感じた。

　あえて甘えさせるようなことを、獅ぃ子は言ったのだ。これに乗ってくるようであれば、計画は失敗した、ということだ。

　だが、光は軽い怒りすら滲にじませた。

「本当にいいんですの、光様？」

『ええ』

　と答えたその声に、巳和は軽い鳥肌を覚えた。《力》を感じたのだ。

『大だい丈じよう夫ぶです』

「わ、わかりました。では、それはやめておきますわ」

　獅ぃ子も感じたのか、その声は微かに震ふるえている。

『ありがとうございました』

　そう言って電話は切れたが、獅ぃ子はしばらく、携帯を握ったままだった。

　巳和には、彼女が必死に自分を立て直そうとしているのがわかった。提案を、それが計略のうちだったとしても、断られたのだ。《高慢プライド》の《罪人シナー》である獅ぃ子には、耐たえ難がたい屈くつ辱じよく、苦痛に違ちがいなかった。

　すいー、と流れて近付いていった棕しゆ櫚ろの頭が、とん、と彼女のお腹なかで止まった。

「……さすが、獅ぃ子」

　優やさしげな微笑を浮かべて棕櫚が呟つぶやくと、獅ぃ子は一瞬、大きく唇くちびるを震わせ、けれどそこに無理やりに笑みを作った。そして、大きく胸を反そらして天てん井じようを見上げ、言った。

「当然ですわ！」







[image: ５　神代光、立つ！]







（結局なんだったんだと思います、天使様？）

　放課後の特別教室で、もう一人の選挙管理委員の子と、来ない立候補者を待ちながら、愛あいは天使にそう訊たずねた。部屋の中は窓から射さし込む夕日の輝きに照らされて、少しだけ、紅こう葉ようの中にいるような気分になる。

　──電話のことか？

（うん）

　頰ほお杖づえをついて、開かない引き戸を見つめながら愛は心の中で頷うなずいた。

　昼休みには時間がなかったので、五時間目のあと光ひかるに、いったいどうして、なんの用で黒くろ島しま君から電話が？　と訊きいたのだが、その返事の内容は、少し気持ちを逆なでするものだった。

「お礼を言われました」

　そう、光は言ったのだ。

「昨日、見学日を譲ゆずってくれてありがとう、って」

　別に、譲りたくて譲ったわけではない。それは、竜りゆう一いちも雰ふん囲い気きでわかったはずだ。それなのにそんなことを言ってきた、意い図とがわからなかった。

　それとも、わからなかったのだろうか？

　わかっていて、そんな電話をかけてきたのだとしたら嫌いや味みな行動だと思えたが、それと、雨の中で傘を差しかけてくれて、自分は濡ぬれて走っていった姿は重ならなかった。

　見学にしても、自分のクラスのことではなくて、後輩のクラスのために、わざわざ足を運んだというのだから、嫌味を言うような人には思えなかった。

　──目が曇くもっているんじゃないのか？

　どこか探るような感じの、天使の声が頭に響ひびいた。

（眼鏡めがねなんかかけてませんよ？）

　──眼鏡じゃない！　目だ！……ったく、おまえは、あの黒島竜一という男に多少、好意を持っているようだからな。そのせいで、きちんと見えなくなっているのじゃないか、と言っているのだ。

（まさか！）

　あはは、と愛は笑ったが、けれども、鼓こ動どうが少し駆け足になったことは、天使に隠すことはできなかった。

（……えっと……ですね？　好き、とかじゃないですよ、ぜんぜん。後夜祭のときにも、はっきり光君に言いましたけど、わたしが好きなのは、のんびりした光君で、キキキキキキスだってできちゃうくらい、す、す、す好きなんですから）

　──ならばなぜ、鼓動が速くなった？　体温も上じよう昇しようしたぞ？

（そ、それは、ほら、格かつ好こういい男子にあんなこと──お見舞いに、薔ば薇らの花束とかもらっちゃったりしたら、女の子としては悪い気はしないですもん。でもそれと、好き、っていうのは別だから、ぜんぜん、安心していいですよ？）

　──……。

（天使様ひどいなあ、わたしのこと、疑ってます？）

　──いや、よくわからないだけだ。白しら鳥とり愛あい、おまえは確かに神かみ代しろ光ひかるに想おもいを寄せている。だがそれは、《恋》とは違ちがう。もちろん、まったく皆かい無むというわけではないが、おまえが神代光を想う気持ちは《愛》だ。だからこそ、わたしはおまえを選んだのだが──一方で、僅わずかにとはいえ、黒くろ島しま竜りゆう一いちにも惹ひかれた。だがこれは《恋》に近い。《恋》は地じ獄ごくに、《愛》は天国に近いものだ。だが、人は普通、親族以外に対しては《恋》を経て《愛》にいたる。ゆえに人間は不特定多数の他人を愛せないようになっているのだが……《愛》を抱いだける相手がいても、《恋》はできるのだな。

（ちょっ──天使様、それ、なんか勘かん違ちがいしてますよ！　そもそも《恋》が地獄に近いっていうのもわたしにはあんまり納得できないですけど、それより！　わたしは黒島さんに少しも《恋》なんてしてませんから！　そりゃあ、光君に約束をすっぽかされたりして、そんなときに優やさしくされちゃったし、お花ももらっちゃったりで、素敵な人だなあ、大人だなあ、っていう風には思うし、クラスの子供子供した男子とは大違い！　とか思いますけど、それと《恋》はまったく別ですから！）

　──だったらどうして、鼓こ動どうが速くなる。

（それはまあ、格かつ好こういいですもん。けど、光君がいる限り、そんな、たとえ黒島さんがわたしのこと好きだって、付き合ってほしい、って言われても、断りますよ？　わたしは、本当に本当に光君のことが好きなんだ、って、知ってますもん。後夜祭のとき、《堕落ダウンフオール》した光君に『好きになれ』って言われたとき、もう一度ちゃんとわかりましたもん）

　──わかった、信じよう。

（そうですよ。ちゃんと彼氏、彼女がいる人だって、好きなアイドルとか俳優さんとかいるのとおんなじですよ。わたしにとって、黒島さんはそういう人です。天使様？　わたしはいままでも、これからも、光君、ただ一ひと筋すじなんですから）

　──うむ。

　愛は、天使が大きく頷うなずいたように思えた。

　──だったら、一日でも早く《契ちぎって》ほしいものだがな。

（それとこれは別でーす）

　頰ほおが熱くなるのを感じながら、愛は答えた。

「来ないねー」

　後ろからそう声が聞こえ、愛は頰ほお杖づえをやめると振り返った。

　少し離れた席でパソコンをいじっているのは、別のクラスの選管委員である。クラスで一名ずつ、ということで、学級委員が兼けん任にんするクラスがほとんどで、彼女もその一人だった。

　男子に押し付けられたらしいが、初めの頃ころこそ文句を言っていたものの、この頃はそうでもなくなった。放課後にパソコンが使い放題、というのがよかったようだ。いまも、誰だれかのホームページを見ている。

　──そういえば、黒くろ島しま竜りゆう一いちもホームページを持っていたのではないか？

（うん、甘あま木ぎさんが、そんなこと言ってましたね）

　──見てみたらどうだ？　もしかすれば《地獄の使徒ヘル・アポストル》共とのつながりが、なにかわかるかもしれんぞ。

（無理ですよ！　わたし、パソコンなんて扱えないですもん！）

　──頼んで見せてもらえばいいだろう？

（そ、それはそうですけれど……）

　もしもそのときに壊れたりしたら、と考えると恐ろしかった。そもそも、私用でネットを見るのは禁じられているのだ。アダルトサイトにはブロックがかかっているということを男子が話しているのを聞いたことがあるが、それ以外ならいい、というわけではない。

「白しら鳥とりさん？」

「え？──あ、うん、そうだよねー！　ほんと、暇」

　あはは、と笑うと、確か、紡つむ木ぎさん、という名前だった少女は、うん、と言った。

「今日は、ＣＤ借りに行きたかったんだけど、これじゃあ、遅くなっちゃうなあ……」

「六時まで、いなくちゃならないもんね」

　立候補の締め切りがその時間なのだ。この状況だと、もう誰もやって来ることはなさそうではあったが、もしものときに困る。パソコンに入力をしなくてはならないからだ。一いち応おう、教えてはもらったが、自信はなかった。

　壁かべにかかった時計は、五時半を指している。あと三〇分。自分に権限があれば、もう切り上げてしまうところだが、それはできなかった。いまの時点で立候補者は五名。これだけいれば十分な気もするが、決まりは決まりだった。

　紡木は小さく息をつくと、パソコンの画面に向き直った。たぶん、もう帰っていいよ、という言葉を期待していたのだろう。

　愛あいも前に向き直って、また頰ほお杖づえをついて開かない扉を見つめた。背中側の窓の向こうからは、運動部が片付けに入ったらしい声などが聞こえる。

（光ひかる君、なにしてるかなあ……）

　そのことを考えた。

　今頃は家で宿題でもやっているだろうか？　離れているときはとても心配だ。《地獄の使徒ヘル・アポストル》たちから、どんな誘ゆう惑わくを受けているかわからない。

　だからといって、扶ふ養よう家族の身で、一緒に暮らすことはできないし、すぐに《契ちぎる》なんてことも怖くてできなかった。

　ニュースなどでは、いまだに《援助交際》などをして捕つかまる大人がいるが、その連中に体を提供できる精神は、愛あいにはまったく理解できなかった。好きな人に対しても、こんなに壁かべが高いのに、どうして見も知らぬ相手にそんなことができるかわからなかったし、また、わかりたくもなかった。

　──気持ちはわからなくもないがな。

　と、天使の声が響ひびく。

　──だからといって、いつまでも先延ばしにはできぬぞ。延ばせば延ばすだけ、神かみ代しろ光ひかるの《堕落ダウンフオール》の度合いは増していく。奴やつの《浄じよう化か》が完かん璧ぺきではないことは、知っているだろう？　後夜祭では、これまでで最深度の《堕落ダウンフオール》を見せた。あの《地獄の使徒ヘル・アポストル》共すら、真の姿を解放しかねないほどの《堕落ダウンフオール》ぶりだった。このままでは──

（わかってますけど……でも、ゆっくりだけど、二人の距離は間ま違ちがいなく縮まってるって思いませんか？　水族館は残念だったけど、光君、手、握ってくれましたよ？）

　──確かにな。あのとき、神代光の《想おもい》が強く伝わってきた。同時に、なにかおそれのようなものも感じたが。

（わたしとおんなじなんですよ、きっと。だから、焦あせったら光君は逃げちゃうと思います）

　──だから《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》をとっとと使っていればよかったのだ。

　天使がため息をついたのがわかった。

　──そうすれば、神代光はもっと積極的になっただろう。

（けど、ないし）

　──わかっている。新しいのを用意している。

　別にいらないですよ、と言おうとしたそのとき、紡つむ木ぎが大きく伸びをした。

「んーっ……はあ。──ねえ、白しら鳥とりさん。もう、締め切っちゃわない？」

「え？」

「だって、こんな時間になっても誰だれも来ないんだよ？　もういいでしょ」

　ぎし、と椅い子すを鳴らした紡木に、愛あいは手を振った。

「だ、駄だ目めよ。まだ二〇分以上あるし、ギリギリまで迷ってきた人が、受付が開いてなかったら、あとで先生に怒られるよ？」

「それはそうなんだけどさぁ……」

　紡木は、不満そうに唇くちびるを突き出した。無む茶ちやを言っているのは彼女の方なのだが、愛はなぜか自分が困らせているような気分になった。それはどこかで、彼女の言う通りだ、とわかっているからなのかもしれない。立候補者は、ほとんど募集を始めて二日のうちにやってきている。少なくとも、いま立候補している人たちはそうだ。

　だから確かに、ほんの二〇分くらい繰り上げても、誰も困ることはないようにも思える。けれど、迷いに迷って最後の最後に駆け込んでくる、ということも、まったくないとは言えない。

「あと二〇分だから──」

「その二〇分で、サービスタイムが終わっちゃうんだよね」

　遮さえぎるように紡つむ木ぎは言った。おそらくレンタルショップのことだろう。愛あいは少し悲しくなった。締め切りの時間を決めたのは自分ではないし、今日、彼女が当番になったのも同じだ。自分が早く帰りたいから人を巻き込もうとし、それを否定されると不機嫌になる、というのは、ちょっと身勝手な感じがする。

　──ちょっとどころではないぞ。

　天使が舌打ちをした。

　──ふざけた女だ。同じクラスだったら、赤あか坂さか純じゆん一いちらと同じで、とっくに《大罪》を犯して地じ獄ごく行き大決定だな。こんな奴やつは天国ではお断りだ。

　愛は、少しだけ心が軽くなった。天使の口く調ちようは、それが本気ではないことを滲にじませており、おそらく代わりに怒ってくれたのだろうからだ。

（罪、そんなに重くなくていいですよ）

　そう考えを送ると、天使は、そうか、といって微笑ほほえんだように思えた。

　紡木もそれ以上しつこく、切り上げよう、とは言わず、諦あきらめた様子でパソコンの画面に向き直った。ほっとして、愛も机に向き直ろうと椅い子すを回した、そのとき──

（えっ!?）

　カラカラ、と元気なく引き戸が開き、そこに立っていた生徒を見て、愛は息が止まった。

　いつもよりも、ほんの僅わずかながら背を伸ばしているのは、

（ひ、光ひかる君……!?）

　だったからだ。

　その表情は、いつもより硬く思えた。緊張している？　だが、理由がわからない。

（ひょっとして、わたしに告白、とか？）

　最初に浮かんだのは、そんな、実に都合のいい想像だった。まずありえないことだとわかってはいたが、夢ぐらい見たっていいと思う。

　そう先回りしたからか、天使のツッコミはなかった。

　光は部屋に入ってくるでもなく、ただ戸口に立って視線だけを動かした。その目に愛と、それから紡木が映る。ふくらみのほとんどない喉のどが小さく動いた。やはり緊張している。

　愛は久く美みと美み巳みの姿を探したが、廊下の見える場所にはいない。ドアの後ろに隠れているのかもしれなかったが、透視能力があるわけではないので確認はできなかった。

「どうしたの、神かみ代しろ君？」

　動かぬ光にそう呼びかけると、彼は口を開きかけ、だが、言葉を吞のみ込んだ。

「白しら鳥とりさんの知ってる人？」

　紡木の問いに、愛は頷うなずいた。

「２─Ａの、もう一人の学級委員の、神かみ代しろ君」

「神代──って、あの？」

　紡つむ木ぎがなにを考えたのかはわかる。光ひかるは両親の死によって富ふ豪ごうから貧民に生活レベルが落ちた、悲劇の少年として有名なのだ。凡ぼん庸ようなので、顔を憶おぼえている生徒は少なかったが。

　愛あいはあいまいに微笑ほほえんで返事の代わりとし、再び光を向いた。

「でも、本当、どうしたの？　なにかあった？　もしかして田た名な網あみさんたちのこと？」

「い、いえ、違ちがいます」

　慌あわてた様子で光は手を振った。

　それを下ろし、光は深呼吸をすると、まるで崖がけにかかった細い板を渡るべく勇気を振り絞しぼったかのような顔で、廊下と特別教室の境界をまたぎ越え、ぎこちなく、けれど大おお仰ぎように手足を動かして、愛の目の前に立った。

（な、なに……？）

　まさか本当に告白？──とか思ったが、それにしては、顔は青ざめているといってよく、とても告白前の興奮などはそこにはない。

　わけがわからず、愛はただ待った。

　光は、しっかりと襟えりを留めた学ランの胸に手を当てて、何度も深呼吸をすると、しっかりと愛のことを見つめた。

　真剣な瞳ひとみに、自分だけが大きく映っているのを、愛は見た。

（ててて天使様！　まさか本当に告白……!?）

　──慌てるな。早とちりをしてがっかりした顔を見せれば、神代光を傷付けるぞ。

（そ、そうですね……）

　愛もまた深呼吸をして気持ちを落ち着けた。本当に告白ならこんな嬉うれしいことはないが、よくよく考えてみれば、光が、他ほかに人がいる場所で、いきなりそんなことを言うような性格ではないことは、愛はよく承知していた。

　それでも、ほんの僅わずかな希望までも消すことはできなかったが。

「……白しら鳥とりさん」

「は、はい」

　ごくり、と光が唾つばを飲み込む。後ろで、紡木が興味深々で耳をそばだてているのもわかる。汗を搔かいたのか、掌てのひらをズボンに擦こすりつける。

「そ、その……」

　緊張が伝染して、思わず愛も固かた唾ずを吞のんだ。そして──

「あのっ、僕っ！　生徒会長に立候補しますうっ!!」

　声が裏返り、耳の奥に光の声が、

『しますうっ──しますう──します──しま──』

　と反響してぐるぐると回った。

　なにを言われたのか、愛あいはちょっとわからなかった。頭が理解を拒否している。だが、告白でなかったのは確かだ。

　──これはまた、神かみ代しろ光ひかるらしからぬ、意外な行動だな。

　天使の声が頭をはっきりさせてくれ、愛は思わず席を蹴けるようにして立ち上がっていた。

「ほ、本気……？」

　考えてみれば失礼な話だったが、思わず言ってしまっていた。だが、光ははっきりと頷うなずいた。その瞳ひとみには、強い意志がはっきりと見える。その、いままでにない表情に、愛は戸と惑まどい、少し鳥肌を立てた。

「け、けど、急にどうしたの？　もしかして田た名な網あみさんとかになにか言われた？」

　光は首を振った。

「あ！　も、もしかして──」

　閃ひらめいたのは、昼休みの竜りゆう一いちからの電話である。彼になにかを言われたのかもしれない。

「──黒くろ島しまさんが、関係あるの……？」

　すると、頷きはしなかったものの、光の顔には一瞬、影が射さした。それが、少なくとも無関係ではない、ということを雄ゆう弁べんに語っていた。けれどそれがなんであるかは、決して話すつもりはない、という意志のようなものが感じられる。

（ど、どういうこと……？　光君が生徒会長に立候補なんてありえない……）

　少なくとも、愛の知っている神代光なら、誰だれかに無理やり推薦されて立候補、ということはありえても、自らの意志で立つだなどというのはありえない話だった。

　──《堕落ダウンフオール》が《力》を与えているのだ！　神代光は変質を始めている！

　そう、天使の焦じれたような声がした。

　──白しら鳥とり愛！　この立候補、受じゆ理りしてはならんぞ！　これはさらなる《堕落ダウンフオール》、生徒会長という権力を手中に収めることで犯すことのできる、おそらくは《高慢プライド》の《大罪》への布ふ石せき！

（そ、そんなこと言っても──）

「白鳥さーん」

　そのとき、背中に紡つむ木ぎの声がして、愛はハッとした。

「なにしてるの？　早く受理しないと、時間、なくなっちゃうよ？」

「う、うん」

　ちらりと時計を見ると、五時五〇分だった。あと一〇分乗り切れば、自動的に受付は締め切られる。しかし、この状況での一〇分は果てしなく長い。

「白鳥さん？　あの、どうすればいいんですか？」

「か、神代君、やめた方がいいよ！」

　愛は机に身を乗り出して、言った。

「え……？」

「生徒会長って、大変なんだから。ただでさえ、神かみ代しろ君、人に仕事押し付けられやすいのに、生徒会長になんてなったら、先生からも、生徒からも、いろいろいろいろいろいろいろいろ、あれやってこれやって、予算頂ちよう戴だい、予算減らせ、とか言われて、病気になっちゃうよ？」

「そ、そうなんですか……？」

「そうよ！」

　ばん、と愛あいは机を叩たたいた。

「他ほかの立候補者たちは、皆、運動部の人たちだし、熱意だって──」

　そこまで言って、愛は、ふと気が付いた。

（光ひかる君が当選するとは限らないじゃない──っていうか、たぶん無理）

　他の候補者たちには、それぞれ支援団体がある。それはそれぞれの部活の部員やその友人たちだ。比べて光は、特になにか部活をやっているわけでもなく、友人も決して多いとはいえない。加えて、この押しの弱さは、愛にとっては優やさしさの表れで好ましいが、自分たちの代表に選ぶには頼りないと思える。

　──なにしてる、愛！　もっと説得し、翻ほん意いさせるのだ！

（大だい丈じよう夫ぶですよ、天使様、光君が当選することなんて──）

「えーと、あなた、神代──なんだっけ？」

　黙った愛に痺しびれを切らしたのか、肩越しに紡つむ木ぎがそう訊きいた。

「光です。神代光。クラスは２─Ａです。生徒番号は……」

　光はポケットから生徒手帳を取り出して自分の番号をゆっくりと告げる。カタカタとパソコンキーを打つ音がして、ＯＫ、と紡木が言うのが聞こえた。

「はい、受け付けました。──白鳥さん、紙の方、お願いね」

「あ、うん」

　愛は言われるままに、光に名簿を差し出した。

「ここにクラスと名前、それと生徒番号書いて」

　──おい、愛！

　焦あせったような天使の大声に、愛は軽い頭痛を覚えた。

（だから、大丈夫ですよ、天使様。考えてみてくださいよ、光君が当選するわけないじゃないですか。……ちょっと、失礼な言い方だけど♪）

　──愚おろか者！

　さらに大きくなった声に、愛はびくっと首を竦すくめてしまった。

　──それは、他ほかに候補者たちがいた場合だろう！　《地獄の使徒ヘル・アポストル》どもが、まともな選挙戦などやると思うのか!?　連中のことだ！　他の候補者はすべて選挙前になんらかの方法で追い落とすぞ！　他に候補者がいなくなったらどうなる!?

（あっ！）

　愛あいは青ざめた。答えは簡単だ。そうなったら、光ひかるが自動的に当選となる。だが、もう遅い。立候補者名簿への記入は形式的なものでしかなく、実際の受付はパソコンの方なのだ。

　──なんということだ。

　考えを読んだのか、天使が唸うなった。

　光は、そんな愛の中の葛かつ藤とうを当然、知る由よしもなく、名簿に必要事項を記入し終わると、顔を上げてどこか誇ほこらしげな微笑を浮かべた。

「これでいいですか？」

「う、うん……」

　愛は、そう言って受け取るしかなかった。ここに不備があっても、立候補が取り消しということにはならない。受け取った手が微かすかに震ふるえてしまうのを、どうしようもなかった。目の前で光は、男として大きなことをひとつ成なし遂とげた、という顔をして、生徒手帳をポケットにしまった。

「白しら鳥とりさん。もう仕事、終わるんですよね？　あの……よかったら一緒に帰りませんか？」

「えっ!?」

　この積極性は、これまでの光にはやはりなかったものだと思えた。生徒会長選挙に立候補する、という《大きな仕事》をやり遂げて、なにかが変わったのだろうか？　その表情も、緊張はまだ残っていたが、頰ほおはもはや青ざめてはおらず、むしろ紅潮している。

　──待っていてもらえ！

　天使のアドバイスはそれだった。

　──こうなった以上、愛、おまえにはやってもらわねばならないことがある。

（は、はい）

　それがなにかはわからなかったが、愛はとにかく従うことにした。

「あの……じゃあ、下駄箱のところで待っててくれる？　まだ、少し時間残ってるから」

「はい、わかりました」

　光は素直にそう言うと、鞄かばんを持ってにっこりとした。

「それじゃあ、待ってますね」

　愛には、踵きびすを返した背中がいつもよりも伸びているように思えた。背中で紡つむ木ぎが、へー、と意味ありげに呟つぶやくのが聞こえたが、かまっている余裕はなかった。

（ど、どうしたらいいんですか、天使様……？）

　──…………。

（天使様！）

　こんなときにまた、回線が切れてしまったのかと思ったが、そうではなかった。

　──こうなったら、手はひとつしかない。愛、おまえが立候補するのだ！

（えええっ!?）

　驚きのあまり、愛あいは椅い子すから転げ落ちそうになった。それこそ、まったく思ってもみなかったことだった。

（り、立候補って、そんな！　光ひかる君の手伝いをするふりして邪魔をするとか、いろいろ他ほかにも手はあるんじゃないですか!?）

　──それは、他に候補者がいる場合だろうが！　神かみ代しろ光の他に誰だれもいなければ、自動的に生徒会長になるのだろう!?

　それは、その通りだった。対立する候補がいない場合は、その人物が無投票で当選することになっている。いままでにそうしたことがあったかどうかは知らないが、生徒会長選挙規き約やくには確かにそう書かれている。

　──であれば、決して《地獄の使徒ヘル・アポストル》どもに籠ろう絡らくされない候補者が必要だ。そしてそれは、白しら鳥とり愛、おまえしかいない。他の人間は信用できぬ。連中は狡こう猾かつだ。しかも、ただの生徒会長選挙。人生を左右するというわけではあるまい。

（だ、だけど……）

　愛は時計を見た。

　締め切りまであと五分。後ろでは、紡つむ木ぎが帰り支じ度たくを始めているのが気配でわかる。

　──迷っている場合か！

（だけどっ！　そうしたら、わたし、光君の敵になるってことになるじゃないですかっ！　立候補したこと、なんて説明したらいいんですか!?）

　──そんなことはあとで考えろ！　時間がないぞ！　《堕落ダウンフオール》した光の下で、生徒、教師が《大罪》を犯し、千ち代よ神がみ中学が地じ獄ごくの入り口となってもいいのか!?　神代光が地獄に落ちてもいいというのか!?

　いいわけがない。

　いいわけはないが、愛の知る限り初めて、積極的に自分の意志を示した光に対して、あからさまに敵に回るということをして、その後、二人の関係がどうなるか、それが死ぬほど不安だった。もし上う手まくいったとしても、嫌きらわれてしまったらどうすればいいのか。

　──《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》を使えばいい。

　それ以外には方法はない、と言わんばかりだった。

　──手配を急がせる。

（だけど、もし光君が当選しちゃったらどうするんですか!?　敵になった挙あげ句く、《堕落ダウンフオール》も阻止できなかったなんてことになったら最悪じゃないですか！　それより、当選して《堕落ダウンフオール》した光君を元に戻した方がいいんじゃないですか!?）

　──《堕落ダウンフオール》を前提にしてどうする！　それが最後の《堕落ダウンフオール》になってしまうのかもしれないのだぞ!?

（うううううううううう）

　愛あいは、頭を抱かかえた。

　これは、天使の言う通り他ほかの候補者がすべて辞退したとして、もしも光ひかるの当選を阻止できたとしても、そのときは、自分が生徒会長になる、ということだ。ただでさえ、日々、《地獄の使徒ヘル・アポストル》たちの監視が忙いそがしいというのに、そんな重じゆう責せきを担になえるとは思えなかった。

　──それでもやるしかない。

　断だん固ことした天使の声に、愛は顔を上げた。そして、椅い子すをぐるりと回してもうパソコンの電源を落とそうと待ち構えていた紡つむ木ぎに向かって、断だん腸ちようの思いでこう言った。

「……わたし、立候補します」
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「どうですの？」

　小さめのラウンドテーブルとペアの優ゆう雅がな椅子に座って紅茶を飲みながら、獅しぃ子こは飾りの暖だん炉ろの上に置かれた時計を見、そうして、少し離れた場所でノートパソコンを開いてディスプレイを覗のぞき込んでいる倉くら子こに、そう訊きいた。

「光様は、ちゃんと立候補をなさいましたの？」

「ええ」

　ディスプレイから目を離さずに、倉子は答えた。見ているのは、ハッキング中の千ち代よ神がみ中学のサーバーの中だけではあるまい。開いている海外の株式市場の情報なども同時にチェックしているのだろう。眼鏡めがねのレンズには、折れ線グラフを表示したウィンドウが映り込んでいる。あれは株価、もしくは先さき物もの取とり引ひきの価格の推移を示しているに違ちがいない。

「まずは、第一段階ですわね」

　獅ぃ子は小さく息をついてカップを置いた。

「ですけれど、もはや勝利したも同然。倉子、他の候補者のデーターは揃そろっていますわね？」

「ええ、そこに」

　またしてもおざなりというか、覇は気きのない声で言って、倉子はテーブルを示した。紙を挟はさみ込んだハンディプリンターがあり、印刷を始めた。

「どうだった！」

　ばたん、と乱暴に扉が開いて、どかどかと入って来た久く美みに、

「このお猿さる！」

　獅ぃ子は、机を叩たたいて怒ど鳴なった。

　久美は一瞬、ぎょっとしたような顔になったが、すぐにそれは怒りへ変わった。その後ろから、何事、というように他の少女たちがぞろぞろと顔を出す。

「んだよ、いきなり！」

「人の部屋に入るときはノック！　そんなあたりまえのこともできないんですの!?」

　なんだそんなことか、と言いたげに、久く美みは肩を竦すくめた。

「いーじゃねーか別に。どうせ、倉くら子こと一緒に、パソコン、眺めてただけなんだろ？──で、どうなった？　光ひかる様、ちゃんと立候補したのか？」

「……ええ」

　このお猿さるにはなにを言っても無む駄だ、と諦あきらめて、獅しぃ子こは紅茶を啜すすった。ふうん、と言って、久美は軽々と体を持ち上げ、暖だん炉ろに腰を掛ける。そこは座るところじゃない、と言いかけた言葉を、獅ぃ子は吞のみ込んだ。いちいち癇かんに障さわるのは、久美が《憤怒ラース》の《罪人シナー》だからだ。

「よし！──と、それはいいんだけどよ、なんでオレたちに、先に帰って来いなんて言ったんだよ。俺たちがいれば、もっと早く届けを済ませられたのによ」

　足をぶらぶらとさせながら久美が言うと、美み巳みも頷うなずいた。

「だから、引き上げさせたんですわ」

　獅ぃ子は、久美を睨にらむように見た。

「今度のことはあくまで、光様が自分の意志で立候補することに意味がありますのよ？　あなたを付き添わせていたら、どうせすべてぶち壊しにするに決まっていますわ」

「んだよ、それ！」

「あなたの性格なら、煮え切らない光様の腕を引っ張って立候補させたのではなくて？　それじゃあ意味がありませんから、帰って来るように言ったんですわ。それとも、そんなことはしない、とでも？」

「そりゃあ……したかもな」

　久美は大きく頷いた。

　美巳もスナック菓子を食べながら、そうだねぇ、と肯定する。

「したかも、そうだねぇ──じゃありませんわ、まったく……」

　どうやらプリントが終わった様子であったので、獅ぃ子は指を鳴らした。

　部屋の隅すみに置物のように立っていた赤せき兎とが、なにも言わずともこちらの意い図とを理解し、倉子のところにいって用紙を手にして戻り、無言でテーブルに置いた。

　獅ぃ子はそれを取り上げ、候補者をざっと見回して──

「な、なんですって!?」

　思わずそう吼ほえてしまっていた。

　うわ、と言って、久美が暖炉から落ちる。とはいえ、猫ねこのように運動神経のよい彼女であるから、猫のように横に回転して四つんばいで綺き麗れいに着地をし、

「なんだよっ！」

　負けじ、とばかりに怒ど鳴なり返してきた。

　だがいまは、お猿さるの相手をしている場合ではない。獅しぃ子こは倉くら子こを向くと、プリントされた用紙を手の甲で叩たたいて小こ気き味みよい音を起こした。

「倉子っ！　これはいったいどういうことですのっ!?」

「どうって？」

「この、候補者のことですわっ!!　この最後のところに、どうしてっ、あのっ、白しら鳥とり愛あいの名前があるんですのっ!?」

　獅ぃ子の言葉に、少女たちの顔に驚きが浮かんだ。棕しゆ櫚ろ、倉子は別だったが。中でも一番驚いた様子で、口を馬ば鹿かのように開けて閉じることを忘れていたのは久く美みだ。美み巳みも、お菓子を食べる手が止まっている。

「ど、ど、どういうことだよっ!?」

　つっかえながら久美がそう怒ど鳴なったが、それは獅ぃ子こそが知りたいことだった。

「どうって」

　と、倉子はマウスを操作しながら答えた。

「そこに印刷された通りのことですよ。白鳥愛も今度の生徒会長選挙に立候補しています」

「いつ!?」

「さあ、そこまでは。届け出順、というわけでもないですし。とにかく、今度の生徒会長選挙に立候補したのは、光ひかる様を含めて七人、ということです」

「なんてこと……」

　獅ぃ子は指を嚙かんだ。作戦では、光以外の候補者を全員辞退させて無投票で当選させるつもりであったのだ。実際の選挙戦になれば、光のあの性格は間ま違ちがいなく不利。しかし、無投票ならばそれも関係ない。

「白鳥愛……あの娘は厄やつ介かいですわ」

　身辺調査はとっくに済ませてあるが、白鳥家は微妙に《ヴィーナス・グループ》の権力の及ばないところにあるのだ。

　その上、本人が光に好意を寄せているらしく、光の方でも同じ気持ちでいるらしい、となれば、乱暴な手段に出ることはできなかった。そんなことをすれば、必ずばれる。光が、自分たちに対して《絶対命令権》を持ったいま、相当に危険な手段だった。

「久美、美巳、二人とも気が付かなかったんですの？」

「ぜっんぜん」

　特に悪びれた様子もなく久美は答え、美巳も頷うなずいた。

「ってーかさ、わけわかんなくね？　あの光様が、自分で立候補したんだぜ？　それを応援するってんならともかく、なんで立候補？　敵じゃん」

「光様が立つ前に、届け出を済ませていたのかもしれませんわ。そこへ、まさか来るまい、と思っていた光様が現れたのだとしたら、まだ目はあるけれど……」

　獅しぃ子こは携帯を取り出すと、光ひかるを監視、そして護衛している、《ヴィーナス・グループ》系列のその道のプロにかけ、立候補受付のために使っている部屋で、光の届け出後に、なにがあったかを訊たずねた。

『会話の様子からすると、目標が退出後に、第二監視対象の娘も、どうやら生徒会長選に立候補したようですな』

　それが答えになったかといえばまったく逆で、ますますわけがわからなくなった。

（つまり……白しら鳥とり愛あいは、光様が立候補の届けを出したあとで、慌あわてて自分も立候補したということですの？　なぜ？）

　生徒会長は一人しかなれない。落選した方がその後、副会長になれるというわけではない。他ほかの役職者は、生徒会長が決まったあとでまた選挙が行われるのだ。つまり、二人して生徒会役員になろうと思って、という理由ではないということになる。

（久く美みの言う通り、白鳥愛は、光様の会長当選を阻止するべく、立候補をしたということですの？　けれどなぜ？　生徒会長はとても大変な仕事だから、そんなことはさせられないと思ってのこと？）

　それは、ありえそうな気がした。

　光は並々ならぬ決意で、今日、立候補を成なし遂とげたはずだ。翻ほん意いさせることなど無理、と見て、それならば当選を防ごうと立候補をして、光の前に立ちはだかったのかもしれない。

「つまり──」

　と、それまで口をつぐんでいた棕しゆ櫚ろが言い、皆、彼女を振り返った。襟えり元もとの大きく開いたシャツを着ていて、胸のふくらみが微かすかに見えている。

「選挙戦は事実上、彼女との一いつ騎き打うちになる、ということだね？」

「そうなりますわね」

　他の候補者は、投票日の当日までに、間ま違ちがいなく立候補を取りやめさせることができる。が、白鳥愛だけは別だった。彼女は、まるで見えないなにかに守られているかのように、こちらの手の届かないギリギリのところにいる。

「どうすんだよ」

　愛に対する怒りを滲にじませながら、久美は吐はき捨てるように言った。だが、答えは決まっている。裏から手を回せないとなれば、できることはひとつだ。

「まともにやるしかありませんわね」

　歯型がついた指をさすりながら、獅ぃ子は言った。

「ですけれど、光様にはきっと《ヴィーナス・グループ》の力が役に立ちますわ。白鳥愛には決して与えることのできないものを、光様なら与えられることを示せば、負けることなどありえませんわ。白鳥愛など、しょせんはただの庶民！　見ていらっしゃい！　全校生徒の前で完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶして、恥はじをかかせてさしあげますわ！」

　獅しぃ子こは既すでに選挙戦に勝利したかのように、高らかに笑った。

　その声は、遠く廃はい教会の外にまで聞こえ、たまたま傍そばを通りかかった小学生をひどく怖がらせたという──

「オーッホッホッホッホッホッ!!」
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『でも、なんでまた……』

　呆あきれたような、驚いたような綾あや香かの声が、受話器の向こうから聞こえて、愛あいは自分でもそう思いながら、あはは、と光ひかるのように笑った。

　選挙戦は一人では戦えないので、綾香に立候補したことを伝えて、協力を仰あおぐために電話をした、その反応がこれだった。当然だ、と愛も思った。もしも自分が同じことをいきなり伝えられたら、そう言うだろう。

　ええとね、と愛は天使の助言に従って練った言葉を口にした。

「最後まで迷ったんだけど、候補者って、みんな、部活の部長クラスで、自分のところの部の予算を取るために立候補した人ばかりでしょ？　それを見てたら、なんか、それじゃあ、部活に入ってない人は生徒じゃないのかなあ、とか思って。それで、つい」

『ついって、あんた』

　綾香は笑った。

『わかった、協力してあげる。……まあ、当選するのは難しいとは思うけどね。部活の連中は組織票、持ってるし』

「ありがと。でも……びっくりしちゃった」

　ベッドに座っていた愛は、足を投げ出し、壁かべに背中を預けた。少し離れた場所には天使が胡坐あぐらをかいて座っている。

「……まさか、神かみ代しろ君まで立候補するなんて思ってなかったよ」

『は!?』

　愛が立候補をした、と聞いたときよりも、綾香はずっと驚いた。

『なにそれ？　ほんと？』

「うん。締め切りの直前にね、光君が来て立候補していったの。たぶん、田た名な網あみさんとかにそそのかされたんだと思うけど──」

『へえー……やっぱあれかな？　水族館のことかな？』

「だと思う」

　光が言ったことが本当で、本当に自分で立候補を決めたのだとしても、それにはおそらく水族館のことが関係しているに違ちがいなかった。昼休みにかかってきた竜りゆう一いちからの電話も、その背中を押したのではないかと思える。もしも自分たちが生徒会長だったら、水族館の館長の扱いも違ちがったのでは、と愛あいも思わなくはないからだ。

『ふうん……でも、田た名な網あみとかがいくら頑がん張ばっても、神かみ代しろの当選は無理だよね。あの性格じゃあ、討論なんかできないでしょ？　ま、出るだけ、って感じ？』

「たぶんね」

　もしも他ほかの候補者が辞退しなければ、そうだろう。だが、天使の言った通りになれば、相手は自分だけになる。光ひかると自分、どちらが口が回るか、と考えれば、おそらくこちらに分ぶはあるが、《地獄の使徒ヘル・アポストル》たちが、ただ候補者を辞退させるだけ、とは考えにくかった。

『神代は、愛も立候補してること、知ってるの？』

　ずきん、と胸が痛んだが、愛はそれを声に出さないように気を付けた。

「申し込みに来たときには、知らなかったみたい。けど、帰りが一緒だったから……神代君には、そのときに話した」

　そうなのだ。

　ちゃんと約束通りに、下駄箱で待っていてくれた光との帰り道で、愛は自分も立候補したこと──していることを、光に多少の噓うそを交えて伝えた。

　光が立候補したことを知っているのに言わずにいて、愛も出ていることを他の誰だれかから伝えられるよりは、ずっといいと思えたからだ。

「えっ」

　と、光は驚いていた。おそらく、思ってもいなかったのだろう。

　だがそれは愛も同じことだ。

「本当、ですか……？」

「うん……」

　愛は、光の顔を見ないようにして答えた。

「だから、びっくりしちゃった。光君が立候補するなんて、思ってなかったから……」

「僕も、昨日までは考えてなかったです」

　道路に影を長く伸ばし、光も愛と同じく前を真まっ直すぐに見て言った。

　それで、やはり水族館のことがひとつにはあるのだ、とわかったが、それ以上は、愛は訊きかなかった。受付で、黒くろ島しまになにか言われたのか、と訊たずねたとき、光は答えなかった。答えたくなかった、ということだ。なのに、さらに問い詰めることはできなかった。

「じゃあ、僕たちは──」

　夕日の中で光は振り返り、愛も思わず彼を見てしまっていた。すべてが炎の中にあるような輝きの中で、光は微笑ほほえんでいた。

　愛は、思わず見み惚とれてしまった。それは、自分のことを敵と考えているなら、決してできないはず、と思えるような笑顔だった。

「──ライバルですね」

　そう、光ひかるは言った。

　鬱うつ々うつとした気持ちが、一気に晴れるようだった。『敵』ではなく『ライバル』──つまりは『好敵手』ということだ。敵は敵だけど、好きな敵。それは、恨うらみに思ったり、怒ったりしてはいない、ということだ。愛あいは、心の底から安あん堵どした。これならばきっと、光は、負けたとしても──そうでなくては困るのだが──健闘を讃たたえて握手をしてくれるだろう。

『へえ、よかったじゃん』

　綾あや香かの言葉に、愛は、うん、と頷うなずいた。見えないとはわかっていたが、つい。

『やる以上は、頑がん張ばらなきゃね。神かみ代しろは問題ないけど、他ほかの連中は手て強ごわいだろうから。……でも、考えてみれば、確かに愛の言う通りよね。同じ学校に通ってるのに、部活をやってない生徒には、そうじゃない生徒に比べると学校がお金かけてないって、平等じゃないわ。うちの中学、けっこう帰宅部多いはずだから、票が割れればいけるかも』

　この間、国政選挙があったからか、なんだかＴＶみたいなことを言う、と愛は思った。けれど、その立候補の理由は天使の考えた噓うそなのに、と思うと、胸が痛い。光のためには、仕方のないことではあるのだけれども。

（ごめん、綾香。当選したら、わたし、頑張るから──帰宅部のために）

　それが聞こえたわけではあるまいが、

『よし、頑張ろ？』

　と頼もしい声が耳を打ち、

「うん」

　と愛は答えて、じゃあ明日、と電話を切った。

　これで、まずは安心だ。綾香はとても行動派だから、きっと、ポスターとかそうした準備もてきぱきとなにをやればいいのか教えてくれるだろう。

　──神代光が《いい人》を発揮してくれたのは、まだ希望が残っているということだな。

　天使が、まるで自分の手柄のように何度も頷く。

　それが、『敵』ではなく『ライバル』と光が言ったことだというのは、すぐにわかった。

「ほんとですよ」

　愛は、携帯をいじりながら答えた。今いま頃ごろは久く美みたちも、愛の立候補を、光の口から知ったに違ちがいない。特に口止めはしなかった。明日になればわかってしまうことだ。

「ほんと、嫌きらわれたらどうしよう、ってすごく悩んだんですから。一緒に歩いてても、もし知ったらどんなこと言われるだろう、とか、どんな顔されるだろう、とか、いろいろ考えて胃に穴が開きそうだったんですから──ひょっとしたらもう開いてるかもしれないですけど」

　──そうならなかったのだから、いいではないか。これも、天使がついている、その幸運の賜たま物ものだな。感謝を忘れるなよ？

「はいはい」

　愛あいは適当な返事をした。真しん偽ぎはともかく、気が楽になったのは確かである。その上、綾あや香かという強い味方もできた。

　──ところで、選挙はどうやるのだ？　一般的なものとは少し違ちがう、ということだが。

「そうなんですよ」

　愛はクッションを引き寄せて、それを抱くようにした。

「千ち代よ神がみ中学の生徒会長選挙は、討論会で決まるんです」

　──どういうことだ？

「投票日当日に全校生徒を体育館に集めて、候補者が壇だん上じようで自分の主張を述べ合うんです。それに対して、他ほかの候補者がいろいろと質問をして、生徒はそれを聞いてその場で投票するんです。携帯、いまはもう、皆、持ってるじゃないですか。持ってない人には学校が貸し出して、指定のサイトにアクセスして、そこで投票するんです」

　──それで、二重投票はどう対処するんだ？

「いまの携帯は個別認証ができるから、同じ携帯から二回の投票はできないんですよ。投票の結果は候補者に貸し出される携帯を見ればリアルタイムでわかるので、討論にも熱が入るみたいですよ？　投票している方には、どっちが勝ちそうなのかは、締め切りまでわからないからあまり面おも白しろくないんですけど」

　──なるほど、それならば確かに、神かみ代しろ光ひかるには厳しそうだな。

「わたしも、そう思います。光君、人と言い争ったりするの、苦手だから」

　──勝ち目はある、ということだな。

「たぶん」

　絶対、とは言えなかった。なにしろ向こうには、大人を向こうに回して渡り合うことのできる少女が、少なくとも一人、間ま違ちがいなくついている。

　明あけ星ほし獅しぃ子こ──社長などという仕事をしているのだから、会議などは得意に違いない。ＴＶで見たドキュメンタリーの商品開発の会議の様子などは、とても入っていけない、と思えるほど壮絶なものだったが、おそらく獅ぃ子はそこにいるのだ。

　それを思えば、楽観はできない。

　──だが、やるしかない。

　愛は頷うなずき、そうして、強く強く、クッションを抱きしめた──光を守るように。
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「神かん田だ章しよう一いち郎ろうっ！　野球部の星！　神田章一郎に一票を!!」

　メガホンを口に当て、そう声を張り上げているのは、野球部のユニホームに身をつつんだ少年だった。頭は丸まる坊ぼう主ずで、傍そばにはジャージ姿の少女が立っている。他ほかにも、まだ小学生っぽさが抜けていない生徒が何人も並んで、登校してくる他の生徒に、支持を訴えている。

「皆さん、男に生徒会を任せてはおけません！　そうじゃありませんか!?」

　そう声を張り上げている少女の肩にはたすきがかかっており、そこには『中なか村むら美み香か』と少し滲にじんだ字で書かれている。立っているのは、壜びんビールを入れるケースのようだ。神田章一郎とは違ちがい、他に手伝っている人はいない。

　それを見て、

「おー、やってるやってる♪」

　拡かく声せい器きとビールケースを持った綾あや香かは、楽しそうに言った。明らかに楽しんでいる。

「……ねえ、本当にやるの？」

　愛あいが、自分でも情けないと思える声で言うと、くるりと振り返った綾香は、

「あたりまえじゃない」

　と言って、肩に強く手を置いた。

「度ど胸きようをつけるにはこれが一番。うちの選挙方法だと、本当はこんな街がい頭とう演説的なものってあんまり意味ないと思うけどね。愛だって、去年の生徒会長選挙でこういう演説、全然印象にないでしょ？」

　確かにそうだった。去年も同じようなことがあったはずだと思うのだが、まったく憶おぼえていない。体育館に集められての討論は、面おも白しろい方法だなあ、と憶えているから、綾香の言う通り、意味はほとんどないのだろう。

　愛は、背中を丸め気味にして綾香の後ろを付いていきながら、他の候補者を見た。

「生徒会に新たな力を！　箱はこ崎ざき幸こう一いち！　柔道で鍛きたえた精神力で、必ずや生徒のための校則を勝ち取ってみせまっス！」

　そう、ガラガラの声で怒ど鳴なっているのは、柔道着に身をつつんだ大きな生徒だ。地区大会でいいところまでいった、と学校新聞に載っていたように思う。同じ中二とは思えない体格のよさと、岩のような顔で憶おぼえていた。

「Ｙ・Ａ・Ｍ・Ａ・Ｄ・Ａ、山やま田だ！　Ｙ・Ａ・Ｍ・Ａ・Ｄ・Ａ、山田！」

　そう、名前ばかりを連呼しているのは誰だれだろう？

「山田弘ひろ子こね」

　まるで天使のように愛の心を読んだごとく、綾香が教えてくれた。

「チア・リーディングの部長。かなり手て強ごわいわよ？　なにしろ、今年の文化祭で写真部企画の美少女コンテストの二位だったんだから。男子の票はかなり集めると見たわ。生徒会長になって、アメリカ大会の見学予算をもぎ取ろうって腹らしいけど」

「へえ……」

　よく知ってるなあ、と感心しながらあとを付いていくと、他ほかの候補者とはまったく違ちがう雰ふん囲い気きの一団を愛あいは発見した。

　肩にたすきをかけてはいるので、確かに立候補者らしいのだが、他の候補者のように名前を連呼するわけでもなく、どこか余裕の様子で、ただ、歩いている。なのに、周りには女子の集団が群がって、どこのアイドルなのか、といった雰囲気をかもし出していた。たすきには、倉くら田た純じゆん、と書いてある。

「あれがもう一人の有力候補。男子バスケ部の部長よ。見ての通りのルックスと、特定の彼女がいないことから、女子の人気は高いわね。権力志向で、今度の生徒会長選挙も、ただ頂点に立ってみたい、って気持ちで立候補したみたいだけど」

「はー……綾あや香かって、すごい。なんでそんなに詳しいの？」

「このくらいのことは、ちょっとメールすればわかるわよ。みんな同じ二年生なんだから」

　こともなげに言うが、これは各クラスに友達が何人もいる綾香だからできることだ。

　友達らしい友達といえば、綾香しかいない自分とは違う、と愛はちょっと寂しさを感じた。光も友達と言えなくもないが、目指すところは恋人なので少し違う。

「おはよーございまーす」

　と言って綾香が足を止めたのは、校門のすぐ脇わきである。続々と登校してくる生徒が、門を通りながら、ちらちらと見ていく。その彼らから目を転じて、声をかけてきた愛たちを見て驚いたような表情になったのは、担任の来くる栖す先生である。

「え!?　白しら鳥とり、おまえ──!?」

「先生、ここ、いいですよね？」

　綾香はにっこりと微笑ほほえむと、ビールケースを置き、

「さ、立った立った」

　そう、愛を追い立てた。

　ほとんど押しやられるようにケースの上に立った愛は、端はたから見ると、ひょっとしてトイレに行きたくて我が慢まんしているのか、と思われても仕方がない、というような格かつ好こうでなるべく体を小さくしようとしてしまっていた。

「こ、こんなところでやるの……？　人、いっぱいだよ……？」

「だからじゃない」

　拡かく声せい器きが、胸にぐいと押し付けられた。

「人のいないところでやってどーすんのよ。投票日には、全校生徒の前で他の候補者と──神かみ代しろともやりあうんだから、こんなことでビビッててどーすんの。ほら、背を伸ばす！」

　ポン、とセーラー服のスカートのお尻しりを叩たたかれて、愛は反射的に背を伸ばした。つぴー、と拡声器が甲かん高だかい音を立てて、来栖先生は咄とつ嗟さに耳を押さえ、他の生徒も何事かと振り返る。

「ほら、愛あい」

「う、うん……」

　頷うなずいたものの、すぐには拡かく声せい器きを口に持っていくことができない。すると、生徒たちはすぐにまた歩き出して、突き刺さるような視線は消えた。

「おい、白しら鳥とり！」

　横合いからかけられた声に、愛は振り返った。来くる栖す先生がどうしてか、焦あせったような表情で、自分を見ているのと目が合った。

「どういうことだ!?　おまえ、生徒会長選挙に立候補したのか!?　それに、さっき神かみ代しろがどうの、って──」

「はいはい先生、邪魔しないでください」

　なぜか鼻の穴を膨ふくらませた先生と愛の間に、綾あや香かは割って入って先生の顔の前に、形のいい手をずい、と突き出した。

「見た通りですよ。愛は生徒会長選挙に立候補したんです。それから、神代も。よかったじゃないですか。先生、２─Ａからは誰だれも立候補してないことで、芥あくた木ぎ先生から嫌いや味みとか言われてましたよね？　それがいきなり二人も出たんですから」

「ど、どうしてそれを」

　来栖先生は動どう揺ようしたのか、頰ほおの肉が微かすかにぴくぴくと震ふるえた。

「みんな知ってますって──え、なにあれ」

　綾香は腕を振るようにして、校門の向こうを指し示した。先生だけでなく、愛も、そして、傍そばを通りかかった生徒も振り返る。

「な、なんだ……!?」

　校門の外に小型のトレーラーが停とまった。小型、といっても普通のトラックよりは大きい。その側面には『Ｖ・Ｇ』と書かれていて、巨大なシャコガイと、たなびく美しい髪か、吹き抜ける風をデザインしたのではないかと思われる絵が描かれている。その向こう側から、屈くつ強きようそうな外国人の男たちが現れて、トレーラーを守るように立った。配置が終わるのを待って、壁へき面めんがゆっくりと手前に倒れ、その向こうから現れたのは──

「か、神代……!?」

　さすがの綾香も、驚きを隠せない様子で呟つぶやいた。愛もだったが、来栖先生も、声もない、といった表情をしている。他ほかの生徒も、そして候補者も、いったいなにが始まるんだ、といった顔でことの成り行きを見守っている。

　トレーラーの中は、まるで小さなステージのようだった。どうやら、ゲリラ・ライブなどを行うときに使う、移動ステージらしい。

　その中央に、ガチガチになった、光ひかるが立っている。

　学ランの肩に白いたすきをかけているが、マイクを持った手を胸の前に組んでいるために、書いてある名前は見えない。不安げな表情で、自分を見つめる生徒たちを見下ろして、顔は少し青ざめている。

　光ひかる様、という声がスピーカーから聞こえた。

「……田た名な網あみ？」

　綾あや香かが呟つぶやく。

　そうだと思えた。いまのは久く美みの声だ。その声に押されるように、光は見えない久美に向かって頷うなずくと、マイクをほとんど鼻に付くくらいに高く持ち上げた。

『あの……神かみ代しろ光です』

　なんの反応もない。

『その……今度、生徒会長選挙に立候補しました』

　同じく反応なし。

　愛あいは思わず、頑がん張ばって、と声援を送りたくなったが、

　──待て！

　そう、天使に止められ、喉のどまで出かかった声を吞のみ込んだ。

　すると、その代わりであるかのように、頭の芯しんにずんと響ひびくような大音量で音楽が始まり、ステージの袖そでから、キャラメルカラーの革の超ミニスカートに、布面積が普通のものの半分以下しかないビキニのブラ、という格かつ好こうの羊よう子こが、その自慢の胸を、ふるる～ん、とゆらしながら登場して大きく手を振った。

「モモモモックだっ！」

　最初にそう叫んだのは、顔のわからない一般生徒ではなかった。候補者の一人。野球部キャプテン、神かん田だ章しよう一いち郎ろうである。

『みんなー！』

　羊子が光からマイクを奪い、大きく手を振ると、男子が大きくどよめいた。反比例するように、女子の表情は険けん悪あくになったが。

『今度～！　モックのお友達の、神代光君が～、生徒会長に立候補したの～！　光君はねえ、と～っても、いい子だから！　みんな、よろしくね～！』

　おーっ！　と、拳こぶしを真っ先に振り上げたのは、章一郎である。どうやら条件反射のようなものであったのか、マネージャーから睨にらまれると、すごすごと腕を下ろした。

　そんな彼に、というわけではないだろうが、羊子はにっこりと微笑ほほえむと、続けて、

『それと～、わたしのお友達も、光君を応援に来てくれました！　どぞ～！』

　と言って、ステージの袖を示した。

　現れた人物を見て、今度、悲鳴に似た声を上げたのは、女子の方だった。なぜなら──

「うそっ、ディス!?」

　と、女子のあちこちから同じ声が上がった通り、それは、最近人気が急上昇しつつある二人組みの男性アイドルであったからだ。芸能界には疎うとい愛あいでさえ、名前と顔は知っている。

　彼らは羊よう子こからマイクを受け取ると、おはよう、と生徒──おそらくは女子──に向かって語りかけ、髪を搔かき上げた。

「はぁ～ん♡」

　近くで女子が何人か、ばたばたと倒れる。だが、事の成り行きに呆ぼう然ぜんとしてしまっているのか、先生たちも誰だれも、助けに走ろうとはしない。

『みんな』

　と言った声は甘く、愛も思わず、素敵、と感じてしまった。

『彼──神かみ代しろ光ひかる君は、とても優やさしいんだ。人を信じられないこの世の中で、彼はその優しさゆえに、全財産を失った。だけど、それでも誰かを恨うらんだりせず、人のためになにかをしようといつも考えている。そんな彼が生徒会長になれば、きっとこの学校は、もっと素晴らしいものになる。そうは思わないかい？』

　素敵ー！　という声が女子の間から上がる。見れば、声を上げている一人は、チアのキャプテン、山やま田だ弘ひろ子こだった。

「ねえ、愛」

　綾あや香かに袖そでを引っ張られ、愛は腰を屈かがめた。そうしないと声がよく聞こえない。

「神代って、《ヴィーナス・グループ》となんか関係あるの？」

「え？」

「だってディスがＣＤ出してるのって《ヴィーナス・レコード》だし、あのトラックにも《ヴィーナス・グループ》のロゴが入ってたし」

「よ、よくは知らないけど、そうみたい」

「そういえば、神代って元はお金持ちだもんね……全部、騙だましとられても、人脈だけは残ってる、ってわけか……」

　綾香は感心したように呟つぶやき、ううむ、と唸うなった。

　──《地獄の使徒ヘル・アポストル》どもめ。

　忌いま々いましそうな天使の声が、頭に響ひびいた。

　──このような手で来るとは。欲望を刺激し、人心を煽あおる。いかにも悪あく魔ま的てきだ。愛、もちろん勝てるのだろうな？

（そ、それは……）

　天使にも光にも申し訳ないが、到とう底てい、そうは思えなかった。こんな作戦で来られて、一いつ介かいの中学生にどうして対抗できようか。

「──こ、こら！　止やめなさい！」

　ことの異常さにようやく気付いたのか、先生が動いた。生徒たちを搔かき分けてトレーラーに近付こうとするものの、なかなか果たせない。

『みんな、よろしくね！』

『僕らの友達に、清き一票を』

　モックとディスの二人組みは、そう言うと、光ひかるの背中を押した。

　光は一瞬、どきりとした表情をして、それからトレーラーの端に付けられた階段を下りた。彼が十分に離れると、トレーラーはその側面を閉じ始め、三人のアイドルを追いかけるように生徒たちの声がかかった。

　主役は光であるはずなのに、いまは完全に無視である。

　トレーラーからは他ほかに、久く美みと美み巳みも降りてきて、そんな光の脇わきを固めるようにしながら、人の流れに逆らって門をくぐった。が──

「ちょっと、あなたたち!!」

　すぐに、眉まゆを吊つり上げてようやく人ひと垣がきを抜けてきた芥あくた木ぎに、愛あいたちの目の前で捕まった。

「これはなんの騒ぎです!?　職員室に来なさい!!　──来くる栖す先生!!」

　ぐるり、と芥木先生は振り返り、なんの責任もないはずの来栖先生を睨にらみ付けた。

「あなたもです！　いったいどういう指導をしているのか、その辺りを聞かせてもらいますからねっ!!」

「そ、そんな……」

　来栖先生は、地じ獄ごく行きを宣告されたかのような表情になった。

　すぐ傍そばで、光は動どう揺ようした顔をしていたが、久美と美巳はまったく知ったことじゃない、といわんばかりの態度で、それでもおとなしく芥木について、再び人ひと垣がきを搔かき分ける、その後ろを歩き出した。

　小さく、愛は光に手を振った。光もそれに気付いてくれて、少しだけほっとしたような微笑を浮かべてくれた。

「まいったな……まさかこんなことするなんて──」

　腰に手を当て、大きく肩を上下させて、綾あや香かはため息をついた。気持ちはわかる。これだけのことができるのなら、なにも他ほかの候補者を潰つぶす必要などない気がする。

　が、振り返った綾香は、意い気き消しよう沈ちんなどしていなかった。

「けど、二度はないわね」

　そう、断言する。

「ど、どうして？」

「そりゃそうよ。芥木に目をつけられたのよ？　おんなじことはできないわ。今度やったら間ま違ちがいなく立候補取り消しね。ひょっとしたら、いまのでそうなるかも」

　だったら嬉うれしいけど、と愛は思った。そうすれば、自分もすぐに立候補を取り消して──

　──それは駄だ目めだ。

　天使の声が、愛の希望を蹴け飛とばした。

（ど、どうしてですか？）

　──連中が、生徒会長という権力に目をつけた以上、神かみ代しろ光ひかるが《救済》されるまで、それを奪うばわれないようにしなければならない。それには、おまえがそこに座る以外にはない。

　愛あいは、ため息をついた。

（どっちにしても、ならないと駄だ目め、ってことなんですね？）

　──そういうことだ。

　もう一度ため息をつき、愛は人垣の向こうに光の姿を探した。この方法は、確かに二度と使えないのかもしれない。けれど、生徒たちの心の中には、強い印象を刻んだように思える。

　もともと光は富ふ豪ごうであると知られていた。

　けれど、それがどのくらいの《力》を持っているのかは、具体的にはわかっていなかった。

　けれどこうして、現役のアイドルを応援に呼ぶことができる、というのを形として見せられると、きっと生徒たちの見る目は違ちがってくるだろう。

（……やだな）

　愛は、胸の中にもやもやしたものが渦うず巻まくのを感じた。こんなことで──光とは関係のないことで、彼を見直したりしてほしくなかった。

（負けられない）

　小さな小さな炎が胸に灯ともったのを、愛は感じた。

（こんな認められかた、絶対、間ま違ちがってる。せっかく光君が出したやる気を、こんな風に利用するなんて、許せない）

　人の影に吞のみ込まれていく、久く美みと美み巳みの姿を追いながら、愛は拳こぶしを握り締めた。




　　　　☆




『よ、どうじゃ？』

　受話器の向うから聞こえてきた懐なつかしい声に、来くる栖すは気が緩ゆるんで泣きそうになるのを必死に堪こらえた。

　事情を説明したメールを送って数日──至し急きゆう連絡を、とメッセージを付けたのにもかかわらず、待てど暮らせど連絡はなく、いよいよ明日は投票日となってしまい、途と方ほうに暮れていたところへのやっとの連絡。

「どうじゃ、じゃありませんよ……玄げん師し父ふ」

　気が抜けて、受話器を落としそうになるのをなんとか堪え、簡素な部屋の簡素な椅い子すに腰を下ろして、来栖は小さくため息をついた。

　その音が吸い込まれた１Ｋのアパートの中は、まるで修道士の部屋のようで、余計な装飾は一いつ切さいない。ベッドと小さな本棚、それと勉強用の机がひとつ。あとはクローゼットくらいで、ＴＶもない。机の上のパソコンとその脇わきの電話が、むしろ違い和わ感かんがあるくらい、部屋の中は中世のような雰ふん囲い気きをかもし出しているが、元からこんなに古めかしかったわけではない。わざわざそのようにリフォームしたのだ。その方が落ち着くので。

「メールは読んでいただけましたか？」

『ああ。──坊ぼう主ずが、生徒会長選挙に立候補したんじゃて？』

　その声には、どこか面おも白しろがるような響ひびきがあった。笑いごとではないのだが。

　師し父ふ──玄げん、という名しか、来くる栖すも知らないこの男は、来栖も属する、とある《結けつ社しや》の上うわ役やくに当たる人物だ。組織の目的は《最終戦争ハルマゲドン》の阻止である。

　普通に考えれば、どうかしている、と思われても仕方のない集まりだ。だが、来栖は本気だった。物心つく前から、世界は危機に瀕ひんしている、とずっと教えられてきた来栖には、人々が《最終戦争ハルマゲドン》を信じられないことの方が不思議でならない。

「人とはそういうものだ」

　悩み苦しむ来栖に、そう教えてくれたのが玄だった。

「だからこそ、我らが救わねばならない。来栖君、わが弟子とならんか？」

　否いな、はなかった。

　そうして《結社》に入って一〇年。すべては《秘ひ録ろく》に書かれていた。

　内容はこうだ。

『東の果て、千の悪あく魔まが神を語る地に、堕だ落らくしたる翼つばさ、肉を持て蘇よみがえる。腐ふ肉にくにたかる蟲むし、揺ゆり籠かごを破壊せしのち、七つの罪、娘の姿を借りて現れん。翼、再び堕おちたれば、そのとき地じ獄ごくの釜かまは口を開き、天に喇らつ叭ぱは鳴り響ひびき、三さん界かい、ことごとく炎に包まれん』

　なんとおそろしい内容だろうか！

　だが、これを回かい避ひする術すべも《秘録》にはきちんと記されていた。この一文には、続きがあったのだ。

『されど《翼》、真まことの愛を知れば、再び天に還かえり、世界は光に包まれん』

　である。

　恐るべき《秘録》のこの文を、《結社》は《最終戦争ハルマゲドン》が起こる可能性を示したものと解釈し、占うらないによって神かみ代しろ光ひかるを見つけ出した。

　玄は、千ち代よ神がみの教会の管理人として根を下ろし、ずっと監視を続けてきたが、ことは《秘録》の通りに進んでいるように思えた。

　神代光が両親を亡なくしたのは、守っていた揺り籠の破壊と言えなくもない。

　次には、光の下へ七人の少女が押しかけた。

　彼女たちは、一人一人が《大罪》の体現者である、と玄は断定していた。長い間ではなかったが、光とともに彼女たちと暮らした玄が言うのだから間ま違ちがいはない。

　連中は悪あく魔まである。

　神かみ代しろ光ひかるを堕だ落らくさせ、《最終戦争ハルマゲドン》を起こすためにかの少年に近付いたのだ。

　玄げんは、そう言っていた。

　そして、いざというときのために《十字騎き士し》を派は遣けんしてくれるよう、欧州ヨーロツパのいずこかにある本部に掛け合いに出かけたが、何ヶ月も会議会議で、少しも結論が出ないらしい。

　上層部の方で、《秘ひ録ろく》に示された《翼つばさ》が神代光であるということに疑いを持っている人間がいるようなのだ。彼らにしてみれば、その《翼》が、日本人だということが気に入らないのだろう、と師し父ふは言っている。

『で、選挙の方はどうなっとる？』

「それですが、神代光は初日に派手な選挙演説をやって、芥あくた木ぎ先生に散々怒られてからは、普通に活動をしています。ポスターを貼はったり、校門で頭を下げたり。それにどのくらい効果があるのかはわかりませんが、神代家はもともと富ふ豪ごうとして名が知られていましたし、加えて初日の騒ぎで名前は浸しん透とうしてしまったように思えます」

『ふむ……しかし、あの坊ぼう主ずがまともに討論をできるとは思えん。本来ならば、なんの心配もいらなかったものの、悪あく魔まっ娘こたちは他ほかにも手を打ってきた──そういうわけか』

「はい」

　そのことは、メールにも書いた。選挙戦は、初日こそ変わった動きがなかったものの、翌日には異変が起こったのである。

　まずは、中なか村むら美み香かと、野球部キャプテン・神かん田だ章しよう一いち郎ろうが、突然、立候補を取り消した。

　二人とも自分の受け持ちのクラスの生徒ではなかった来くる栖すは、それぞれの生徒の担任に理由を訊きいた。だが、返ってきたのは、一いつ身しん上じようの都合、ということだけだった。二人とも、それ以上は語ろうとはせず、しかし、無む念ねんそうではなかったという。

　さらに翌日には、柔道部の箱はこ崎ざき幸こう一いちが、その次の日には、チアの山やま田だ弘ひろ子こと、バスケ部の倉くら田た純じゆんの二人が、立候補を辞退した。理由はやはり、一身上の都合である。

　選挙戦開始から僅わずか三日で、残るは神代光と、白しら鳥とり愛あいの二人だけになってしまったのだ。

　これを異変と呼ばずして、なんだというのか。

　考えられることはひとつ。神代光を当選させるために、なんらかの力が働いたに違ちがいないと考えるのが当然だ。

『あの嬢じようちゃんは──白鳥愛は、残っておるんじゃな？』

「はい」

『ふむ……やはり、あの嬢ちゃんには、なんらかの加か護ごがあるのかもしれん』

　玄はそう言ったが、来栖は、にわかには信じられなかった。白鳥愛は、性格はどちらかといえばおとなしく、前方不注意なことが多く、しょっちゅうどこかにぶつかっては、おでこに絆ばん創そう膏こうを貼っているような生徒である。玄の助言で、二人を交際させるべく、公おおやけに二人で出かけるチャンス作りをいろいろとやっているのだが、今度の水族館のことも上う手まくいかなかった。

「それで、どうしたらいいんでしょう？」

『どう、とは？』

「このままでは、神かみ代しろ光ひかるは当選してしまうかもしれません。二人は互ご角かくか、白しら鳥とりの方が僅わずかに口は回るかもしれませんが、神代には、悪あく魔まが付いています。楽観はできません。その場合、神代光が犯す可能性のある《罪シン》は──」

『──《高慢プライド》じゃろうな』

　それは同意だった。権力、と呼べるかと言えば微妙だが、生徒会長の座に就くことで犯す可能性のある罪は《強欲グリード》と《高慢プライド》であろう。だが、強欲ならば、別のもっと楽な手段で、いくらでも試せる。しかし《高慢プライド》はそうはいかない。それには媒ばい介かいとして《自信》が必要だからだ。

『できることなら阻止したいものじゃな』

「もちろんです。──玄げん師し父ふ。お戻りにはなれないのですか？」

『うむ。困ったことに、な。上の連中は、事態の深刻さをまったく吞のみ込んでおらん。ひょっとすると、《翼つばさ》が《堕おちて》も極東の島国が滅ぶだけ、などと温ぬるいことを考えておるのかもしれんが……とにかくいまは、おぬしに踏ん張ってもらうしかない。頼むぞ？』

「そんな！　私一人ではもうこれ以上は──」

『それでも、やるしかないのじゃ。坊ぼう主ずが当選した場合に備え、なんでもいい、不正を見つけておくのじゃ。そして、もしもの場合はそれを理由に当選を無効にせよ』

「あの悪あく魔まっ娘こたちが、証拠を残すでしょうか……？」

『十中八九、ないじゃろうな』

　玄はため息をついた。

『だが、見つけねばらなん。白鳥愛あいを除くライバルが全員辞退など、偶然ではありえぬ。となればそこに働いた《力》の痕こん跡せきは、必ず残っている。必要ならば、辞退した立候補者を監禁してでも真実を訊ききだすのじゃ。いいな？』

「それが……」

　来くる栖すは、メールを送ったあと、今日になってわかった事実を言いよどんだ。

　だが、言わないわけにはいかない。

『なんじゃ？』

「実は辞退した五人とも、家族で今日までに海外旅行に行ってしまい、日本にいないのです」

『なんと……』

　受話器の向こうで、玄が唸うなるのが聞こえた。

『わかった。こちらで追えるものは追い、事情を問いただしてみよう。じゃが、期待はせぬがよいぞ？　討論会は明日じゃろう？』

「はい」

　と、来くる栖すは答えた。

　そうなのである。神かみ代しろ光ひかると白しら鳥とり愛あいの一いつ騎き打うちとなるであろう討論会、そして、その場での投票は、明日の午後からなのだ。

『いざとなれば、坊ぼう主ずを監禁することも考えておくべきじゃな。体育用具室とか、いろいろと場所はあるじゃろう？』

　確かに、学校にはそれに適した場所が多くある。だが、それは難しいだろう、と内心、来栖は思った。おそらく明日は、田た名な網あみ久く美みがぴったりと付いているに違ちがいないからだ。

　来栖は、体力には自信がなかった。

『こら、しっかりせい！』

　尻しりを叩たたくように、玄げんの檄げきが耳を打ち、来栖は反射的に、はい！　と答えていた。

『うむ、その返事じゃ。……そう案ずるな。おまえの報告を読む限り、ただひとつの《大罪》を犯しても、すぐに地じ獄ごくの釜かまの蓋ふたが開きはすまい。神代光には、まだ自じ浄じよう作用がありそうではあるしの』

「……はあ」

『頼むぞ──また連絡する』

「はい」

　ぷつ、と電話は切れ、ツー、という音に、来栖はひどく心細さを感じながら、無む駄だと知りつつ、辞退した五人の候補者の周辺から得られる情報があるかもしれない、と電話をかけるべく無断で持ち出した名簿を開いた。




　　　　☆




（ああもう、心臓が壊れちゃいそう……）

　愛は体育館の舞台の袖そでで、セーラー服の上から胸を押さえて、もう何度目かわからない深呼吸をした。手にした原稿は既すでに汗で湿ってしまっていて、開いたときにちゃんと読めるかどうか不安だった。

　反対側の袖で、光も同じ気持ちでいるのだろうか？

　天使の予想通り、彼以外の候補者で残ったのは愛だけだった。他ほかの五人は、理由はわからないけれども、この数日で次々と立候補を取り消し、かつ、家族で海外などに行って登校していないということを、綾あや香かから聞いていた。

　──口を封じるためだろう。

　そんな怖いことを天使は言ったが、いくらなんでも命までは取らないだろう、と愛は思っていた。もしそんなことになったらニュースになるだろうし、光がいくら暢のん気きでも、関連を疑うはずだ。その可能性を注ちゆう進しんする者もいるだろう。

　光ひかるに嫌きらわれるようなことを、彼女たちがするとは思えなかった。《堕落ダウンフオール》には、光が彼女たちを受け入れていることが必要であると思える。でなければ、なにも一緒に暮らすことはないのだ。それだけのことをしても、いまだ、完全に《堕落ダウンフオール》させることができないのだから、よほど難しいのだろう。

　──そうだな。ほとぼりが冷めるまで、遠ざけておくつもりだろう。《ヴィーナス・グループ》というのは、それだけの力があるのだろう？

（うん、たぶん）

　愛あいとて、獅しぃ子この父親の会社の規模を詳しくわかっているわけではないが、相当に大きな会社だということだけは知っている。

　──で、どうなのだ？

（どうって……？）

　──討論だ。勝てそうなのか？

（頑がん張ばりますけど、やってみなくちゃわからないです。光君がどんな公約をするのか、わからないんですし……）

　選挙戦が始まってからは、ろくに話をしていない。学校ではずっと、久く美みと美み巳みががっちりとガードして、話しかけようとすると、

「敵め！」

　と、追い払われてしまっていたのだ。

　──悪あく魔まどもはどこだ？

（光君の傍そばには、田た名な網あみさんと那な賀が花はなさんしかいませんでしたけど……）

　──となると、おそらくなんらかの方法で見ているだろうな。リアルタイムで神かみ代しろ光に指示を与えるために。それは違反ではないのか？

（うん。わたしもほら、綾あや香かからアドバイス、もらえるように、これ、つけてるし）

　愛は耳に触れた。

　携帯音楽プレイヤーの耳の外側に引っ掛けるタイプに似たイヤホンがそこにある。ワイヤレスで、愛が言葉に詰まったりパニックになったりしたときに、綾香がアドバイスをくれることになっている。

　獅ぃ子たちも、きっと同じことをするはずだ。

『──それでは、これより生徒会長選挙討論会を開催いたします』

　スピーカーからそう音声が流れ、愛はもう一度深呼吸をした。きっと、光も緞どん帳ちようの向こうで同じことをしているだろう。

『──候補者はステージへどうぞ』

　拍手が起こると、愛は息が苦しくなるのを感じた。全校生徒が集まっているのだからあたりまえなのだが、何百という人の前に出るのは生まれて初めてのことだ。足が固まってしまったかのように動かない。

「……出て、白しら鳥とりさん」

　選管委員の一人に肩を軽く押され、愛あいは頷うなずいた。

（光ひかる君のため、光君のため）

　呪じゆ文もんのように繰り返し、愛はなぜか、水に飛び込むときのように深呼吸をして息を止め、袖そでからステージへとほとんど飛び出すようにした。照り付けるライトの光ひかりに一瞬目が眩くらんだが、なんとか転ばずにはすんだ。心臓が頭の中にあるのかと思うくらい、こめかみの辺りがどくどくいっている。

　拍手の中を、ただ真まっ直すぐに、ＴＶでよく政治家が記者会見をするときに使う机のようなものが置かれた場所だけを見て進み、ようやくたどり着いときには、ホッとした。急に世界が戻ってきた感じだった──が。

「あっ！」

　気が緩ゆるんだせいか、あと一歩で足がもつれ、愛は必死に丈の高い机の縁ふちを摑つかんだものの、

　ごん！

　と、おでこをしたたかに打って、その場に座り込んでしまった。

『ちょっと愛！　大だい丈じよう夫ぶ!?』

　イヤホンから、驚いたような綾あや香かの声が聞こえた、と思った瞬間、ステージの下で、生徒たちが、どっと沸わいた。どじな自分を笑っている、とわかって、愛はこのままステージの板を剝はがして、普段はパイプ椅い子すがしまわれている床下に隠れたくなった。

『だ、大だい丈じよう夫ぶですか……？』

　司会進行役の生徒の声に、愛は頷うなずいて立ち上がった。おでこが熱い。たんこぶになっていなければいいと思いながら触れると、もう少し膨ふくらんでいた。そうして視線を上げれば、反対側の袖そでの傍そばに置かれた机のところに立って、光がどこか啞あ然ぜんとした表情で立っているのだった。

（うう……）

　痛いのと、恥はずかしいので、煙のように消えてしまいたい気持ちだった。だが、それは許されない。光を《地じ獄ごく》に落とさないためなら、このくらいの痛み、このくらいの恥はじは、我が慢まんしなくては。

　──その意気だ。

　天使の声に愛は頷き、浮かんだ涙を手の甲で拭ぬぐった。すると、司会はその仕し草ぐさを自分の問いかけに対する返事と思ったのか、

『そ、それでは、討論会を始めたいと思います』

　と言って、持っていた紙を開いた。

『えっと……生徒の皆さんは、手元の携帯から指定のサイトにアクセスして、候補者に投票してください。投票は、討論を最後まで聞かずに行ってもＯＫですが、投票後の変更はできませんので、よく考えてください。それと、投票が済んでも退出はできませんので、よろしくお願いします』

　生徒たちからブーイングが起こったが、司会はそれを完全に無視した。

『えー……それでは、始めてもらいます。候補者は、まず、自分が生徒会長になった場合になにを目指すか、それを述べてください。それに対して意見があれば、その都つ度ど、述べてください。──それでは、よろしくおねがいします』

　そう言い置くと司会は後ろに下がり、ライトの当たらぬ、僅わずかに暗い場所に立った。

　ステージの上には、自分と、そして光ひかるだけが残されたのと変わらぬ状態になり、ちら、と反対の袖そでを見ると、彼は戸と惑まどった様子で手元に用意した原稿と生徒たちの間で、視線を何度も往復させていた。

　──行け！　先制攻撃だ！

　天使の声に背中を叩たたかれて、愛あいは大きく息を吸い込んだ。

「え、えっと」

　マイクを通して増幅された自分の声は、おかしな具合に聞こえた。だが、自分以外にはこう聞こえているのだ。演劇を披ひ露ろうしているわけではないので、体育館の窓にカーテンは引かれておらず、最前列付近の生徒の顔はよく見えた。じっと見られている。

「その……わ、わたしが、生徒会長になったら……その……」

　愛は、頭の中が真っ白になった。確かなにか言うべきことがあったのだが、突然なにも思い出せなくなった。じわり、と嫌いやな汗が浮かんでくる。と──

『──愛、煙草たばこよ、煙草！』

　綾あや香かの声が耳に響ひびいて、そうだ、と思い出した。

「そ、その！　生徒会長になったら、全員、禁煙にしたいと思います！」

　生徒たちの間に、漣さざなみのようなざわめきが起きた。なにをいまさら、そんなのはあたりまえのことじゃないか、という声が微かすかに聞こえる。馬ば鹿かじゃないの、と最前列の生徒の一人が言ったのが見えてくじけそうになったが、愛は踏ん張った。

「こ、これは、生徒のためのものではありません。生徒が吸わないのはもちろんですけれど、先生にも、学校で吸わないだけでなく、もう、煙草をやめてもらいたいと思います」

　今度、え、という顔になったのは先生たちだった。先生の三割程度が、喫煙者である。職員室はもちろん、学校敷地内での喫煙はすでに禁止されている。だが、愛が言っているのは、私生活を含めた禁煙だ。

「その……煙草はいけない、といくら言われても、先生が煙草の臭においをぷんぷんさせていたのでは、ぜんぜん説得力がありません。学校で吸ってないならいいんじゃないか、と思うかもしれませんが、それなら生徒だって、学校以外ならいいじゃないか、と思ってしまいます。体に悪いとか、そういうのが理由なら、まずは先生にやめてもらわないと」

　おおー、という声が生徒の間から上がった。

『──いいよ、愛あい。続けて言っちゃえ』

　綾あや香かの声が背中を押す。

「た、煙草たばこだけじゃありません。生徒手帳には、髪形についての決まりもあります。けれど、それを守っていない先生もいます。男子は、長髪の男の先生に、短くしろ、と言われても、納得いかないと思います。大人だからいいんだ、とか、それが決まりなんだ、というのはおかしいです。それは、わたしたちを馬ば鹿かにしています。まずは見本を。それが、先生の役目だと思うので、わたしが生徒会長になったら、それを主張していきます」

　一気に言って、愛は息をついた。いいぞ、と誰だれかが言ってくれて、嬉うれしくなった。といっても、これは自分で考えたことではない。綾香の考えだ。愛はただ、必死に暗記した内容を喋しやべっただけにすぎなかった。

『──ばっちりよ、愛！』

　綾香の声に愛は胸を撫なで下ろし、さあ光ひかるの反論は、と目を転じた。

　が、それはないように思えた。なぜなら光は、愛にきらきらした瞳ひとみを向けて、心から感心したように、拍手をしていたからである。

『──しょうがないね、神かみ代しろは』

　綾香が苦笑するのがわかったが、愛はとても光らしい、と思った──悪あく魔まっ娘こたちは、怒っているかもしれなかったが。




　　　　☆




「感心している場合ではありませんわっ、光様！」

　美み巳みが撮っている映像が映し出された小さなモニターに向かって、獅しぃ子こはそう怒ど鳴なった。これが光なのだとわかってはいるし、彼は獅ぃ子たちの本当の目的など知らないのだから仕方ないのだが、それでもあまりにも暢のん気きだ。

　モニターの中の小さな光が、ひゃ、と首を竦すくめる。

　獅ぃ子がいるのは、体育館の裏手にある学校の駐車場である。そこに赤せき兎との運転するバンを止め、無線で光に指示を出しつつ、いざというときに備えているのだった。その『いざ』とはもちろん、光の《堕落ダウンフオール》である。光が悪あく魔ま神しん《ルシファー》として覚かく醒せいした際に傍そばにいないのでは、意味がない。

「獅ぃ子ちゃん、落ち着いて～」

　スモークガラスで中の見えないバンの中に、羊よう子この甘ったるい声が響ひびく。

　このバンは、大型な方なのだが、こうした無線などさまざまな機器が積み込まれているために、残念ながら広いとはいえない。運転席と後ろは仕切られているために、少女特有の甘ったるい匂においがこもっている。

「あんまりきつく言うと～、光ひかる様に拒否されちゃうかもよ～」

「そ、そうですわね……」

　光の決定には逆らえない、という新たな枷かせができた以上、慎重にやらねば。獅しぃ子こは深呼吸をして、無理やりに笑えみを浮かべた。

「……光様？」

　できるだけ優やさしい声を獅ぃ子は出した。

『は、はい』

　拍手をやめて直立不動になった光の声がバンの中に返ると、その、少しびくついたような声こわ音ねに、羊よう子こは頰ほおを染めて『いゃ～ん♪』と身を捩よじった。その腕に、後ろから抱きしめられる格かつ好こうの巳み和わの長い髪が、右に、左に揺ゆれる。

　そのじゃれあいを、倉くら子こは膝ひざの上に置いたノートパソコンからほんの一瞬目を離して見たが、すぐにまたディスプレイに目を移した。いま、彼女が見ているのは株価の動向ではない。投票の状況だ。もちろん正規のアクセスではない。場合によっては、投票結果を改ざんしてでも光を勝たせるつもりだった。

　棕しゆ櫚ろはこの場にはいない。

　今日は登校していて、いまは美み巳みや久く美み、他ほかの生徒とともに体育館の座席のひとつを温めながら、光の公約を待っているはずだった。もちろん、光に一票を入れるために。

「光様、よろしくて？　白しら鳥とり愛あいは上う手まく生徒の機嫌をとりましたわ。これに反論すれば、光様は教師の味方をした、と思われてしまうのでそれは避けましょう」

『じ、じゃあ、どうすれば……？』

「こちらも、生徒会長になったらなにをするか、それを愚ぐ民みんどもに話してやりましょう。手元に原稿はございますわね？」

『う、うん』

　光は、開いてある原稿をさらに伸ばすように手で撫なでた。

『だけど、こんなこと約束しちゃって、大だい丈じよう夫ぶなんですか……？　なんだか、選挙のために騙だますみたいで……』

「そんな心配は無用ですわ！　わたくしの力をもってすれば、その程度のこと、造ぞう作さもありませんですわよ？　だから光様は遠慮なく、愚民に白鳥愛との格かくの違ちがいというものを見せつけてやってくださいませ！」

『が、頑がん張ばります……』

　自信なさそうな声で言って、光は原稿に目を落とす。

（やれやれですわ）

　小さく息をついて、獅ぃ子はモニターの中の光を見つめ、いつ質問が来てもいいように、構えて待った。




　　　　☆




『いまの白しら鳥とり候補の意見に対して、なにか質問はありますか？　神かみ代しろ候補』

　うながすような司会の声に、光ひかるは、原稿から顔を上げると、首を振った。実際、獅しぃ子こから教師に味方になってしまうから反論はするな、と言われなくても、愛あいの意見はもっともだと思うので、そんなつもりはなかった。

　煙草たばこを吸っている人に、やめろ、と言われても説得力がないというのはわかる。

　加えて、吸ったことのない人に同じことを言われても、やはり、なにがわかる、と思うかもしれない。

　一番いいのは、吸っていてそれでやめた、という人ではないだろうか？　その人が、やめたらこんないいことがある、実は吸っているとこんなことが悪かったというのがあとになってわかった、と言われるのが、一番説得力があると思える。

　そしてそれは、煙草ひとつのことでは、きっとない。

　先生は、いろいろと生徒に、生徒が嫌いやだと思うことを言うし、したいことを禁ずる。

　その先生がたとえば煙草を吸っていて、じゃあ先生は煙草をなんで吸っていいんですか、と生徒に訊きかれたとき、大人だから、という理由では、生徒は納得なんかしない。

　体に悪いのは大人でも子供でも変わらないはずだ。

　ずるい、と思われてしまうだろう。

　それでは他ほかのことでも、生徒はその先生の言うことなんか聞きたくない、と思ってしまうかもしれない。

　生徒の前で吸わなければいいじゃないか、と先生は言うかもしれないが、煙草の臭においというものは、本人は気付かないかもしれないけれど、強きよう烈れつだ。息に現れるし、朝、出がけに家のトイレとかで吸ってくれば、髪にも服にも付く。

（隗かいより始めよ、だっけ？）

　ＴＶで、政治家か誰だれかが言っていたような記憶がある。確か、物事は言い出した者からやってみせるべき、という意味だ。学校敷地内を禁煙にしただけで、喫煙する先生がいたのでは、生徒が煙草をやめるわけがない。吸い始める機会は若じやつ干かん減るかもしれないが、学校以外で吸うだけのことになる気がする。

（すごいや、白鳥さん）

　光は尊敬の目で彼女を見た。こんなことを考えていたとは知らなかった。

『──神代候補？　質問がなければ、当選したらなにをするのかをどうぞ』

「あ、はい！」

　光ひかるは慌あわてて原稿に目を落とした。愛あいの提案に比べれば、これはぜんぜん大したことではない気がするが、獅しぃ子こたちがいろいろ考えてくれたことだ。別の方向で、生徒たちのためにはなる。それにもし万が一自分が勝てたら、愛の提案もぜひ使いたい、と光は思った。

「えっと……じゃあ、述べさせていただきます」

　彼女の視線を感じながら、光は原稿に目を落とした。生徒たちの方は見なかった。たくさんの目を意識してしまったら、声が出なくなってしまうかもしれない。

「僕が生徒会長になったら……生徒のための設備の充実を図はかります。たとえば……帝てい開かい中学に負けないカフェテリアとか、たとえば……デパート規模の購買とか、たとえば……巨大図書館とか、そうしたものを造り、修学旅行には海外をお約束します」

　おおっ、という声が上がった。驚き、そして、懐かい疑ぎの声が。

「あの」

　愛の声がして、顔を上げると彼女が手を挙げていた。

『──ど、どうぞ、白しら鳥とり候補』

　司会の生徒も呆あつ気けに取られていたのか、少し声が上うわずっている。愛は頷うなずくと、ちらりと机の上を見て、それからマイクに顔を寄せた。

「あの、神かみ代しろく──候補、いま言ったものを造るのには、とってもお金がかかると思うんですけど、それはどうするんですか？　千ち代よ神がみ中学は公立学校です。そんなお金、どこにもないと思うんですが……」

　その通りだ、という声が上がる。言うだけはただだもんな、という声も。

『──神代候補、どうですか？』

　光は頷いて原稿を捜した。想定問答をまとめてくれた紙がある。

「よかった、あった。……えーと、お金のことは心配ないです。施設は寄付してもらいます。修学旅行などに関しても資金は援助してもらいます」

「き、寄付？　援助？」

　ざわ、と体育館全体がざわついた。雰ふん囲い気きがなにかおかしい、と光は思った。あちこちから少し、怒りのようなものを感じる。

『光様、大だい丈じよう夫ぶですわ』

　獅ぃ子の声が、柔らかく耳を打った。

『生徒たちは、すでに見ているのですから』

「いったい……」

　愛の声が聞こえて、光は顔を上げた。

「いったい誰だれが、そんな寄付や援助をしてくれるっていうんですか？」

「それは、《ヴィーナス・グループ》です」

　やっぱり、と愛の表情はいっていた。

　生徒たちの間から、《ヴィーナス・グループ》、という呟つぶやきが上がる。その声こわ音ねは『納得』があり『問いかけ』もあった。

『──光ひかる様、畳たたみ掛けてくださいまし。想定問答四ですわ』

　うん、と頷うなずいて、光は原稿に目を落とした。

「えっと……数日前の活動初日のことを、憶おぼえてる人もいるかもしれません。二組の芸能人の方に、僕は、応援をもらいました。一組は僕の──お友達、もう一組は、別の──お友達が呼んでくださった方です。そのお友達は、いまは亡なき僕の両親と親交があった方の娘さんで、《ヴィーナス・グループ》とのつながりが強く、僕が生徒会長に立候補すると聞いて、快く寄付と援助を申し出てくれたのです」

　わたし見た、という声が上がる。

　あのトレーラーって確か《Ｖ・Ｇ》って入ってたけど《ヴィーナス・グループ》？

　そういえば、神かみ代しろって、すげー金持ちじゃなかった？

　じゃあ、本当のことか？

　すげえ！　海外なんてありか？　私立じゃなかったら絶対無理だと思ってたぜ！

　デパートって、大きさ、駅ビルくらい!?

　カフェテリアって、どんなのかな？　おしゃれなケーキとか安く食べられる？

　もし本当なら、すっごい自慢できる！

　この制服もデザイン、変えてくれないかな。《Ｖ・Ｇ》のどっかのブランドで！

　そうだよ、神代って金持ちだったんだよ！

　すごいわ！　こんな生徒会長、いままでいなかった！

　おい、入れようぜ！

　もうこれ以上、聞く必要なんかないわよね？　わたし、投票する。

　俺おれも！

　わたしも！

『……いかがです、光様？』

　誇ほこらしげな獅しぃ子この声を聞きながら、生徒たちの反応に、光は少し呆ぼう然ぜんとなった。手元に置かれた小さなディスプレイの中では、『神代光』と表示された横のバーが、すごい勢いで伸びている。反対に、愛あいの得票率はほとんど上がっていない。

『……これが庶しよ民みんですわ。立りつ派ぱな言葉よりも今日の糧かて。それを与えられる者に、彼らは傅かしずく』

　ごくり、と光は唾つばを飲み込んだ。

「か・み・し・ろ！」

　なにか拍子を取っているような声が上がって、光は、ぎくりとした。

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

　声が続く。

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

　生徒たちが一人、また一人と立ち上がって、拳こぶしを振り上げる。

　ぞくり、と光ひかるは背筋が寒くなった。

　だがそれは、悪お寒かん、というよりも冷たい快楽といった方がよかった。

『……光様、聞こえますでしょう？　愚ぐ民みんの声が。これこそが正しき関係。さあ、胸をお張りなさいませ。連中は、餌えさをもらって喜ぶ動物と同じ。同じ人間の形をしていても、我らと同じではないのです。人は決して平等ではありません。光様は、我らの王！　その《プライド》をお持ちになられてくださいませ』

（お、王……）

　いまの世の中に時じ代だい錯さく誤ごの言葉のような気がしたが、その響ひびきに体がむずむずした。体中の毛が、興奮に逆さか立だつような気がする。

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

　教師が生徒を止めに入ったのが見えたが、火がついた興奮は生なま半なかには消せないのか、誰だれも座る者はいなかった。

『さあ、光様』

　傍そばにいるわけではないのに、獅しぃ子こに肩を押されたような気がした。光は机を離れ、それが当然の行動であるかのように、ステージの中央に移動していた。

「神かみ代しろく──！」

　遠く、愛あいの声が聞こえた気がしたが、それは愚ぐ衆しゆうの声に搔かき消されて幻となった。酒を飲んだことなどないが、酔う、というのはこういう感覚なのかもしれない。

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

「か・み・し・ろ！」

　自分を呼ぶ声に応こたえるように、光ひかるは皇帝のごとく手を上げ、そして──




「──俺おれを讃たたえろ！　愚ぐ民みんどもっ!!」




　　　　☆




　──なんとかしろ、白しら鳥とり愛あいっ！

（なんとかって、こんな状況、どうしろっていうんですかっ!?）

　天使の怒ど声せいに、同じくらいの強さで応えて、愛は机の陰に隠れて、熱狂、という言葉がふさわしい喧けん騒そうを覗のぞき見た。こんな状況で、光の言葉を否定する言葉を吐はいたりしたら、ステージから引き摺ずり下ろされて、集団に撲ぼく殺さつされそうだった。

　光は、ステージの中央に立って、高笑いをしている。そして、なぜか学ランの前はすべて外されていて、シャツの襟えりも大きく開いて肌が露ろ出しゆつされていた。

　普段はふわふわした髪は逆立ち、まるでジェルで固めたように見える。顔つきも、目め尻じりが吊つり上がって、面おも影かげはあるものの、まるで別人だった。

　結局、止められなかった。

　どんな手を考えていたとしても、無む駄だだったろう。愛には、カフェテリアや海外旅行などといったものを生徒に提供できる《力》はない。これは、最初から負け戦いくさだったのだ。おそらく他ほかの候補者を辞退させたのは獅しぃ子こたちだろうが、これなら、そんな必要もなかったかもしれない。誰だれであれ、対抗などできない。

　──《地獄の使徒ヘル・アポストル》共め、やってくれた！　《浄じよう化か》だ、愛！

（どうやるんですか!?　《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》はないんですよっ!?）

　──あ、そうだった……。

（そうだったじゃないですっ！）

　──なんだよっ！　おまえ、いっつもいらないって言ってんじゃんか！　こんなときだけ、くれくれ言うのかよっ！

（なに逆ギレしてんですかっ！）

　──む、すまぬ。

（ああ、もう、どうしたら……）

　──あ。

　ぽん、と天使が手を叩たたいた気がした。

　──ある、あるぞ、方法が！

（な、なんです!?）

　──忘れたのか？　くちづけだ。

　ぼ、と愛あいは頰ほおに火がついたような気がした。そうだった。後夜祭のとき、《堕落ダウンフオール》した光ひかるを救ったのは《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》ではない。キスだった。

　──さあ、やれ！　行って神かみ代しろ光にくちづけをしてこいっ！

（でででできませんっ！　全校生徒の前でそんなこと──）

　──おまえこそ状況を見ろ！　神代光は《大罪》にまみれていっているのだぞ!?　彼奴きやつを地じ獄ごくに堕おとしたいのか!?

（ううう……わかりましたよっ！　みんな、このことは忘れるんですよね!?）

　──いや。

（はあっ!?）

　──後夜祭のときと違ちがい、《堕落ダウンフオール》しているのは神代光だけだ。教師を見ろ。制止に懸けん命めいだろう。あれは《高慢プライド》の《大罪》を刺激されてはいない。

（ど、どうして──）

　──全員が《高慢プライド》になったのでは、神代光の《大罪》を助じよ長ちようできぬからだろう。傅かしずく者がいれば《高慢プライド》は助長されやすい。

（そ、そんな……）

　では、皆の前で光とキスをしなくてはならないということか。しかも、皆、それを憶おぼえているということは──

（て、停学になるかも……）

　先生の前で『中学生らしい節度あるお付き合い』という規則を堂々と破るということだ。

　もちろん校則にそれがどういうもので、どこまでが《節度ある》ものなのか明確な基準はないが、おそらくは許されないだろう。

　いまどき、とも思わなくはないし、先生たちも黙もく認にんしている（芥あくた木ぎ先生除く）ところもあるが、見て見ぬふりができない状況下ではそれを許すわけにはいかないだろう。

　──停学がなんだ！

（わかってますよ！）

　もちろん、光を《地じ獄ごく》に落とさないことの方が大事だ。けれども、両親はきっと泣くだろうし、この先の人生、大きく踏み外すことになるかもしれない。停学なんかになったら、高校への推すい薦せんは絶対に取れないし、ちょっといい私立にも、内申書で落とされるだろう。

（光ひかる君の……ためだもん……）

　愛あいは、過呼吸になるのでは、と思うくらい深呼吸を繰り返し、立ち上がった。と──

『──メールだよ？』

　ポケットで、そう声がした。

　──なんだ？

（メールです。もしかしたら、綾あや香かからなにかの情報かも！）

　そんな理由をつけて、ポケットから携帯を取り出した瞬間、

『──ユー・ガッタ・メール』

『──メール着信！』

『──メール、メール、メール』

『──おい、メールだぞ』

『──郵便～♪』

『──あ、メールだ』

　そうした、メール着信を知らせる音声メッセージや、着メロが、ほぼ一いつ斉せいにステージ下の席で鳴り始め、興奮は波が引くように静まっていく。なにをしていてもメールが届いたらすぐに見ずにいられないのが、いまの自分たちなのだ。

　愛も、受信ボックスを選択して開いた。発信先は学校だ。題名は『投票に関する大切なお知らせ』となっている。そのメールをクリックして開封した。

　そこには──




　　　　☆




「いったいなんですの、これは……」

　異様な静けさの中、ただ一人、光だけが高笑いを続ける、という状況を、じわり、と汗を滲にじませながら獅しぃ子こは見ていた。

　やがて、引いた波が巨大な津波になって戻ってくるかのように、生徒たちの間からブーイングが起こった。それは、地の底からマグマが噴き上がったかのように、爆発となった。

　さすがの光も気付いた様子で、気け圧おされたかのように後ろに下がる。その様子からは、ちらちらと、元の光の姿が見え隠れしている。

「──久く美み……久美！」

　マイクを押さえて、獅ぃ子は怒ど鳴なった。

「これはいったいどういうことですのっ!?　なにが──」

『ばれたっ！』

　耳がきん、となるほどそれは大きな声だったが、でなければ、周りの怒声に搔かき消されてしまっていただろう。

『誰だれかが、辞退した連中の一人に話を聞いて、それをサイトにアップしやがった！　そのＵＲＬを生徒全員にメールで送った奴やつがいるっ！　メールを開くとそこに自動的にジャンプする種類のだ！　やばいぞっ！』

　久く美みの言葉に、獅しぃ子こは青ざめた。

　そんなことは、ありえないはずだった。辞退者は家族ごと海外に行ってもらっているのだ。身元隠しにはＦＢＩの証人保護プログラム並に気を使った。それを見破ったとなると、敵もそれなりの組織力を持つ、ということになる。

（白しら鳥とり愛あいでは……ありえませんわ）

　彼女の身辺は調査済みだ。どこにもそうした組織の影はない。

「ど、どうするの～、獅ぃ子ちゃん……」

　羊よう子この声も震ふるえている。

　当然だ。

　もしも光ひかるに、裏で不正なことをしていたと知られたら、自分たちは金こん輪りん際ざい、彼から見限られるかもしれない。それは、想像しただけで息が止まりそうになるくらい恐ろしいことだった。自分たち、七人の《大罪者》に、他ほかに居場所などない。

「……ごまかしようは、いくらでもありますわ」

　搾しぼり出すように獅ぃ子は言った。自分を鼓こ舞ぶするためだったが、実際、策はあるだろう。いや、大だい丈じよう夫ぶだ。

「……いえ、大丈夫ですわ。いま、光様は《堕落ダウンフオール》なさっておいでですもの。このまま《堕落ダウンフオール》してしまえば、我らの行いは不ふ問もん。もしも《浄じよう化か》が起こって、無害な光様に戻られても、このことは憶おぼえてらっしゃらないはず」

『けどよ、生徒たちは憶えてるぜ！』

「インタビューを受けた人物の口から、そんなことはなかった、と語らせますわ。そうすればこれはただの妨害工作になりますもの。とにかく、あなたたちもバンに来なさい。光様はこれから赤せき兎とに回収させます」

『わ、わかった』

　ぶつ、と声と、そして映像も切れて、獅ぃ子は大きくため息をついた。

「──赤兎！」




　　　　☆




（誰がこんなことを……）

　愛は、メールを開いた途と端たんに飛んだ先に書かれていた内容を読んで、ただ驚いていた。書かれていたことに、ではない。そうしたことを──味方がいた、ということにだ。

　いや、これを味方といえるかどうか、それは微妙だった。

　確かに光ひかるの《高慢プライド》をへし折るには有効な手段であるかもしれない。けれどこれでは、《堕落ダウンフオール》していない光がさらし者だ。

　──悩むのはあとにしろ、愛あい！　神かみ代しろ光を守れ！　緞どん帳ちようを下ろせ!!

「は、はい！」

　天使の声に愛は携帯をしまうと、踵きびすを返してステージと生徒たちを仕切る、前面の緞帳を上げ下げするハンドルに向かった。扱いは知っている。ストッパーを外し、愛は思い切りハンドルを回した。下にいたら打だ撲ぼくを負いそうな勢いで、緞帳が下りる。

　あまりの騒ぎに、司会も、他ほかの生徒たちも逃げ出した。怒り狂った生徒たちが襲おそい掛かってくると思ったのかもしれない。

　その中にあって、光は閉じた緞帳の裏を睨にらみ付けて立っていた。それはまるで、ただ一歩下がったそれが、許せない、といった様子でもあった。

　──好機だ、愛！

　わかっている。愛は光に駆け寄ると、ほとんど体当たりをする勢いで抱き付き、

（光君！）

　そのまま、唇くちびるを押し当てた。キス、というより、出会いがしらの激突に近い。が、
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　──なに!?

　天使の驚いたような声が頭に響いた瞬間、愛あいは腰を抱き寄せられ、ぬるん、となにかが唇を割って口の中に入ってきた。それが光ひかるの舌だとわかるのに、時間はかからなかった。

（！　《浄じよう化か》できてない!?）

　普段の光からは想像もできない腕の強さから逃のがれるために、愛は身を捩よじった。口が離れ、唾だ液えきが唇を伝って顎あごを濡ぬらした。

「……おまえだけだ」

　轟とどろくような低い声は光とは別人で、愛は背筋が寒くなった。

　──まずいぞ、神代光はおまえのくちづけに耐たい性せいができてしまったようだ。

（ど、どうすればいいんですか!?）

　もう一度キスしようとしてくる光を、なんとか腕で押し返して、恥はずかしさで拒んでいると思ってくれるように、と願いながら、愛は必死にそう呼びかけた。

　──う～む。

（天使様！）

　──乳、揉もませろや。

（……はあっ!?）

　いったいなにを言いだすのか。愛は激しい動どう揺ように、心臓が破は裂れつしそうになった。

（冗談はやめてくださいっ！）

　──冗談などではない。耐たい性せいが付いてしまったなら、それを上回る方法で超えるしかない。より接触面積を広く！　より特別なことを！　それには肌との接触がいい。胸を触らせるのが嫌いやなら、愛、おまえが上半身裸はだかになって、抱きついてもよいぞ？

（できるかっ!!）

　目の前にいたら、間ま違ちがいなくぶん殴なぐってやっていただろう。天使だろうがなんだろうが関係などあるものか。

　だが、やらなければならないこともわかっていた。光を──大好きな、あの優やさしい彼を取り戻すためには。

（こういうことは勢いよっ！　勢いなんだからっ!!）

　泣きそうになりながら、愛は、なんとかもっと強く抱き寄せようとする光の手首を摑つかんだ。

　なんだ、というように彼の眉み間けんに皺しわが刻まれる。

　そうしておいて、息を止めて、自由な方の手で背中のホックを外した。ふわっ、と胸が自由に、楽になる。

（──えいっ！）

　摑んだ手を、愛はセーラー服の下から突っ込ませて持ち上げた。冷たい指が肌を擦こすってぞくりとなり、それがブラのカップの下からもぐり込んできて、ふくらみきってなく、強く触ると芯しんがあって軽い痛みが走る胸に触れた。

　驚いたように光ひかるの指が震ふるえ、それからゆっくりと、包むようにそれが肌に沈み込む。ぐうっと冷たさが肌を通して心臓に押し寄せ、愛あいは一瞬、凍死するかと思えた。が、すぐに倍する熱が自分の中からあふれてそれを押し返し、光の中に入り込むのがわかった。

　直後、光は《浄じよう化か》の輝きの爆発を起こした！

（──っ！）

　愛は咄とつ嗟さに目を閉じたが、それでも目に輝きが刺さり、その波が去るまで、必死に光の手を胸に押し付け続けた。




　　　　☆




「光様はっ!?」

　がらり、とバン側面のスライドドアを開けて現れた大きな影に向かい、答えぬとわかっていながらも、獅しぃ子こはそう訊きかずにはいられなかった。

　思わず乗り出したその身は、真っ裸ぱだかである。

　体育館で発生した《浄化》の光は、壁かべも、車の外がい壁へきも透とう過かして、《地獄の使徒ヘル・アポストル》たちの肌を焼く代わりに、その衣服を焼いたのだった。

　ぴっちぴちなタキシードにラバーマスク、という格かつ好こうの赤せき兎とは、ほとんど放ほうり込むようにして、光を車内に押し込むと、素早くドアを閉めて運転席側に回った。

　光の顔色は、とても悪い。

　いつもなら《浄化》の直後はすっきりとさわやかな様子なのだが、今日は違ちがった。まるで腹痛を起こしているかのようだ。

「ど、どうしたんだ、光様は？」

　車に飛び込んだと同時に裸にされた久く美みが、そう訊きいてくるのに、獅ぃ子は首を振った。他ほかの少女たちも全ぜん裸らで、横たわる光を見下ろしている。

「わかりませんわ。ですけれど、白しら鳥とり愛とは明確に違う、わたくしたちの邪じや魔まをする、それをはっきりと意志に持った連中がいるのは間ま違ちがいありませんわ。この短い時間で、私の隠した連中を捜し出し、話を聞き出し、サイトまで作るなんてこと、一人でできるものですか。しかもあのタイミング。千ち代よ神がみ中学の中に、どうやら見張りがいるようですわね」

　バンが急発進をしてバックし、獅ぃ子は前につんのめった。薄うすいふくらみを光の顔に押し付ける格かつ好こうになり、慌あわてて体を起こすと、今度は車が前に動いたせいで後ろに引っ張られ、必死に腕で体を支えた。

（……必ず、あぶりだしてやりますわ）

　揺ゆれから光を守るように、裸の肉体を押し付ける少女たちの中に自分も入っていきながら、獅しぃ子こはこの屈くつ辱じよくを胸に深く刻んだ。




　　　　☆




『どうじゃった？』

　電話の向こうから聞こえる、どこか楽しんでいるかのような声に、助かりました、と来くる栖す先生は答えた。放課後の、誰だれもいない教室でのことである。

「とりあえず選挙は無効になりました。おって事情を聞いて、対応を決めるみたいです。いまのところ、神かみ代しろ光ひかるが不正を行った、というのが生徒の間に流れる空気ですが、懐かい疑ぎ的てきな者も出てきました」

『坊ぼう主ずはあの性格だからな。よもや本人がやったとは思わないだろうよ』

　そう、玄げん師し父ふは言った。

『だがこれで、連中もこっちのことを知ったであろうの。まあ、大だい丈じよう夫ぶだとは思うが……身辺には気を付けるのじゃぞ？　我らは、あの嬢じようちゃんとは違ちがう。連中も、こっちには容よう赦しやをしないであろうよ』

「はい」

『ん。またなにかあれば、連絡してくれ』

「わかりました。報告は逐ちく次じ」

　もう一度、ん、と言って、電話は切れた。

　ため息をついて、来栖は電話を置いた。胸に、微かすかなしこりを感じる。今度のことは、ああするしかなかった、とはわかっている。神代光を権力の座に就かせるわけにはいかない。だがそれでも──

（他ほかに手はなかったのだろうか）

　そう考えてしまう。

　あれだけの人の前で、神代光を貶おとしめたことが引っかかっていた。

　どうやら《堕落ダウンフオール》中は記憶がないらしい、とわかっていたが、それでも、今度のことは、他の生徒は憶おぼえている。守るはずが、傷つけてしまった──それが、胸にしこりを生んでいるのに違いない。残念だった。

（明日、ちゃんと出て来るんだよ……）

　どこか物悲しげな秋の夕暮れ、その燃えるような雲と空を見つめながら、来栖は、そう願わずにはいられなかった。
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　はい、そうです、天使様。

　あのメールは、たちの悪いいたずら、っていうことで落ち着きました。

　圧力を掛けられて立候補を辞退した、って言っていたのは、中なか村むら美み香か、っていう生徒だったんですけど、その彼女、三日後に学校に出てきて、そんなことはない、あれは自分の意思でそうしたんだ、って言ったんです。

　それにほら、光ひかる君ってああじゃないですか。

　間ま違ちがってもそんな不正をするわけがない、ってことで、もう誰だれも、疑ったりしてません。

　けど……。

　はい、そうです。

　光君、ずっとお休みしたままです──って、天使様、知ってるでしょ？

　え？　今日は、わたしと一緒にいなかった？

　どうしたんですか？

　……はあ、天界に《天使のキユーピツド弓矢ズアロー》の催さい促そくに行ってた、ですか。

　そうですよね。

　やっぱりあれ、必要ですよね。光君をどうこうする、ってことじゃなくて、《堕落ダウンフオール》した光君を戻すのに、その……いちいち、ぺ、ぺ、ぺ、ペッティングっ！……はあはあ……を、させるわけにはいかないですもんね……。

　え？　させればいいじゃないか──って！　簡単に言わないでくださいよ！

　すごく、すごーく、恥はずかしかったんですからねっ！

　光君、憶おぼえてるかどうかもわからないし……もし、誰かに見られたりしたらっ！

　きゃーっ!!

　きゃーっ!!

　きゃーっ!!

　想像だけで死んじゃう……ううう……。

　──はぁ。

　わ、わかってますよ……とっとと、って言うんでしょ？

　それにしても、光君どうしたんでしょうね。

　え？　いま話を逸そらしただろう、って──そ、そんなことないですよ？

　本当ですよ。

　本当に、心配してるんですから。

　田た名な網あみさんも、那な賀が花はなさんも、訊きいてもなにも教えてくれないし……もう、一〇日ですよ？

　やっぱり、あんなたくさんの人がブーイングしたから、それがショックだったのかなあ。

　どう思います、天使様。

　……わからない、って。そんな正直に言わなくてもいいじゃないですか。

　噓うそでもいいから、不安な女の子を慰なぐさめるとか、そういうこと、考えないんですか？

　はい？　噓は苦手？

　そうですよね。天使様ですもんね。

　……それにしても、あのメール、誰だれの仕し業わざだと思います？　一いち応おう、助けてくれた、ってことになるのかなあ。

　あ、はい。

　わかってます。光ひかる君がどうしてるのか、ちゃんと調べます。

　調べますから──




　──それを、ストーカーっていうなあっ!!……くすん。





でぃ・えっち・えぃ　そのよん！《終》









　　　　　あとがき







　いやあ、一年経たちました。

　なにが、かというと、この『でぃ・えっち・えぃ』が始まって、です。四冊まで来て、さらに続刊！　『ヴァルキュリアの機甲』を抜いての長いシリーズになりました！

　しかも、順調に売れております！

　出るたび、前の巻にも増刷がかかる感じで、とても驚き＆嬉うれしいです。

　ありがたや。

　前巻のあとがきにも書きましたが、夏には、『電撃ｈｐ』のインタビューにも出させていただいてしまったりして、光栄の至り。

　顔を出すのが恥ずかしいのでサングラスなどをかけておりますが。

　本を見た友人からは、

「怖いって！」

　と言われてしまいました。そうかなあ。

　その雑誌には、『でぃ・えっち・えぃ』の短編を書き下ろしましたので、興味がある方は探してみてくださいませ。




　にしても……キーボードが打ち難にくいったら！

　なぜかというと、数日前に指をやけどして、いま、左手の薬指に包帯がぐるぐると巻きついているのですよ。

　餃子ギヨーザを焼いていて、皿に移すときに横着をしたら、指の先端に油がかかって、ぎゃー！　見事な水ぶくれになっております。

　他社の原稿の執筆真っ最中なので、とても困ります。

　早く治ってくれないと、とてもじゃないけど締め切りに間に合わーんっ!!




　という感じで、相変わらず仕事三ざん昧まいの日々ですが。

　この秋は、ティムの秋でした。

　祭りです。

　ティム祭り。

　……え？　誰かって？

　ティムといえば、ティム・バートンに決まってます！

　ティム・バートン、ダニー・エルフマン、ジョニー・デップ──この三人が集まった映画が面白くないわけがなく、『チャーリーとチョコレート工場』は最高でした。

　ウンパ・ルンパ。

　とにかく、ウンパ・ルンパ。

　あの歌と踊りの素晴らしさといったら……鳥肌ものでしたよね!?

　サントラがなかなか買えなくてイラつきましたけど、なんとか手に入れて、今は毎日聴きまくりです。おおう、たまらない。

　さらに、もう一作。

　人形アニメーションの『コープス・ブライド』は、まだ観てないんですが、『ナイトメアー・ビフォア・クリスマス』が三度の飯より好きな作者には、きっと満足できる出来と信じて疑っておりません。

　なので祭り。

　この秋は、ティム祭り。




　さてさて。

『でぃ・えっち・えぃ』も四巻目まで来ました。光が一通りの《大罪》を犯すまで、あと一人というところまで来てしまいました。

　果たして愛は、光を《堕落》させずに救うことができるのでしょうか？

　つまり──

　それは、次巻以降のお楽しみということで！

　五巻目は、順調に行けば春ごとにお届けできると思います。そうなるように頑張ります！




　それでは、またお逢いしましょう！




　二〇〇五年　十月下旬


ゆうき　りん　






※『でぃ・えっち・えぃ　そのよん！』はフィクションであり、実在する地域、個人、法人、店、団体等とは何らの関係もございません。
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ゆうきりん

埼玉在住。執筆の励みは、玩具と映画とお寿司。時間を見つけてはエネルギーを充填して戦いに挑んでいる。自分に合う枕を探して回るピロージプシーでもある。近著に『めがねノこころ』シリーズ（電撃文庫）、『オーパーツ♥ラブ』シリーズ（集英社スーパーダッシュ文庫）がある。買ってくださいまし。是非。
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イラスト／小こ宮みや裕ゆう太た

関東の田舎在住。主にまんがを描いて暮らしています。チョコレートと猫がすき。










でぃ・えっち・えぃ そのよん!
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